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Mikrobiologischo Untersuchungen fiber die Krankheitserreger einiger 
forstsehiullicher Insekten und dio wirtschaftliche Bedeutung der 
praktischcn Anwendung der Erregor als Abwehrmittel. (Vorliiufig)

von Hof-Forstrat Kozo Hasegawa
und •

Ryonosuke Koyama.
an der Kaiserlichc Hof'-Forstvcrsuchsanstalt.

Asakawa, Tokio-Fu.

緖 言

國家垂耍產"ーたる吾林荣に在りては輟近纖維素共他の木材化學工業方面に於ける急 

速なる進展に伴ひ 谑物の集約的利用と堆產問題とは愈々共の重要性をやし,今や共聲は 

獨り吾國にのみ止まらざるの情勢に在り。然リ而して之れが解決には幾多の策あり,所謂廢 

材層木を含む未利用材の用途開發例へば繊維素工栗,液體瓦斯腰黙料工業,糖化工槳方面へ 

の發展,或は木繊維原料の再生より延ては木材の缺點を除去せる人造木材の製出などと同時 

に一面森林經理上造林技術上より積極的に増產問題を攻究すべ送ものあるも,更に企産に沛• 

行する各種森林危害を未然に防止すること亦多大の增僅たるを失はず。而して年、ー •ハる損害 

畛からざるにも拘らず殆んど共の防除に良策なきは病蟲語・害なるべし。就中蟲害は啻に可視 

的直接害にのみ止まらず•間接には樹勢の衰退を來して病害旱魁害其他の被害を誘引し,更 

に蟲體が病原微生物の俅播を行ふに至りては共實害たるや恐るべぎものあるべし。

凡そ昆蟲が發生酷殖するは主として環覺が夫れに適當するか,戒は昆蟲が共環啞に適應す 

るの力强きが爲めと解し得べし。而して吿蟲發生が或時期に著しく多く又或る時期には全く 

弊炮して殆んどユ唆を見せざるが如唐も所環境變化の然らしむる所なるべし。從て或吿尚の 

發生夥多なりと雖必ずしも 夫れが年々累進増加すべしとなす能はず。多くの揚合天敵の出

現 灸領の缺乏或ほ氣象の變化等に依って頓に衰萎するを常とす。試に昆蟲發生に對する自
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然的抑制要素を舉ぐれば次の如きものあり。

!気象の影響

(イ)氣温の激變

(ロ)降水(濕氣)

債接影缪.....溺死

間接影縛.... 隹餅の缺泛,病吿誘發

II生物の影響

(イ)昆蟲寄生菌類に依る埸合

(ロ)昆蟲寄生細菌J0也の微生物に依る埸合

(ハ)線蟲共他の寄生昆蟲類に依る場合

(=)食蟲昆蟲類兩棲類i爬蟲類,島類哺乳類等の捕喰に依る場合

而して森林害蟲の毆除策としては

1.直接捕殺法

2•誘殺法及通路遮斷法

3. 殺蟲或は嫌忌藥劑撒布法

4. 昆蟲寄生の微生物利月J

5. 有益昆蟲の利用

6•有益鳥類の保護增殖

7.森林撫育技術に依る方法

等あるも多くは前記の(1)(2)(3)(6)(7)の中臨機選擇施行せらる\に過ぎす。而も是等の 

中森林撫育技術に依るものを除きては或は經費の點に於て,或は共效果に於て期待し得ざる 

もの融しとせす。

畢竟するに從來の防除法が專ら植物病理學,又は昆蟲學的に把はれて人爲の驅除に編した 

るの嫌なき能はず。然れども土地及林木より成る森林は必ず目的外の動植物も同時に侵入し 

て此所に一つの共存的調和の生物湖:會たるを常とす。

其の種類は森林の・構成如何に依て著しく異なるものあるべしと雖,夫れ等の中より適當な 

る天敵を把えて有害昆蟲類の防衛上積極的に利用し得たらんには,森林撫育の技術と相俟つ 

て增産の目的達成に資する所融なからざるものあるべし。此の意味に於て"霄者は光づ二三主 

要なる森林害蟲卽ちハラアカマイマイ,マッケムシ,ネキリムシ等に對する冇力なる病原を

把えて值に共の感川的價値如何を攻究せんとす。

本成做の取・iに當リ足蟲に付ては農學【・・鈴木・街氏の助力を仰ぎたること多し,玆に特記し 

て謝商え奏す。

ハラアカマイマイ(Lymantria futnidn BUTLER) 

幼抓はモミの葉を喰害し 共發生夥しき時は樹上より落下する蟲斃は恰も細雨の如く 蒙 

る破吿も亦著しきものあり(本‘占熾に關する,M載は柱林病蟲害岡說昆蟲編第一編にあり) 

而して足が發生紫噸には極めて著し注消長あり。試に朿京府下所在の附思御料地モミ天然 

林に於て觀るに幼蟲は大正十二年及同十二年に大發生をなしたるも,翌十四年には始んど其 

影え潜め爾後宰にして大なる發生なかりしに,昭和十年に至りて突如南多際郡城山御料地ー 

帶に再び夥しき發生を來して登十一年に畛り,一方髙足山及二十里街料地方面は昭和I — 

年より本年：花期に"リて發生夥多なりしも共の後急激に歓滅す。從來木害蟲の發生を抑止す 

べしと認めらるる要素には氣短影響の外に食蟲動物及敵蟲としてブランコサムライコマユバ 

ケチ(A pan teles liparidis BOUCIIE)あり寄生菌には白腌菌(Botrytis Bassiana Bals.)知 

らるゝも單Iこ之淳二三の影響Cみに因りて 斯くも大發生せる幼蟲が僅かに二箇年を限りて 

共後拭へるが如く消え去るの事真に對しては他に何物•が大なる原因の存するものあるべし 

と想ひ,被吿劇芯なりし圈齡百年前後のモミ天然木樹冠上を調査したるに巨萬の幼蟲が晚に 

辟爛して頭部を下向に枝上より懸垂し大擲分が同一傳染炳に因りて殖れたるならんとの事實 

を發見せリ。(Fig. II)共症狀を觀るに樹槍及枝先には懸垂せる無數の斃死體あり。各環節 

の中間は腫服し恰も家瞭の膿痢応狀に頫して膿汁を泄し 更に進行せるものは萎れて共形舷 

を樹枝上に曝す。何れも廉爛して見・氣あり。祉病蹲より混派せる血液を採りて檢鏡するに視 

野中には無败の多角牘類似小賦(を認めたり。依って共性狀を調査するため先づ苛性加里,鹽 

•酸等を用ひて溶解性を確めクロ ロフォルムを月】ひて不i容解性を認め更にズーダンIIIを以て 

染色せざることに依り脂肋球ならざること及ピクリン酸,沃度加里にて之が蛋白質なるこ 

とを確めたり〇本多兌骰は略六角形に見ゆるもの多きも角は極めて鈍にして丸味を帶び大さ 

4/«乃至7びと認めらる。(Fig III)病隱より採血し之れに生理的食鹽水を加へて遠心分離 

すれば多仙目也を得。

多兌艘に付ては說あり。本小般?に病原を包有するとなすもの或は病原え含ますとなすもの 

又は病原體の一時代なりとなし或な原撤Chhuny.lozoenに屬する寄生腭が毒素を分泌するた 

め寄主より生ぜしNucleoproteinなりと解するなど未だ學說の一致を見ざること恰も高等動



Fig. IL
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ハラアカマイマイの幼瑞が多的體病に罹り梢蝴にて全滅せる慘狀

Raupen von 'Wollspinner (Lymantria fumida BUTLER) durcli die Polyederkrankheit 
getotet und an dem Gipfel der Japanischen Tanne hangend.

ハラブカマイマイの多角瞧

Polyedern in dem Blut dcr Wollspinner. x900

物のVirus に於けるNegri氏小牘又は植物Virus病に於けるX小過と共軌を一にす。

而してハ株博士はぼ驗結果に基いて「果して病原が多角牒に包被せらるゝや或は病原體が|也

の物質と化學的に結合せるやは詳ならざるも多角馳が病原を包有するC事貝」は之れを認め

て發表せられたるあり。一般に本結品樣小體は病原體を包有す-と解せられ,是が血球,脂肪 

組織,氣管膜等に寄生して起る疾病を多间遣病(Polyederkmnkheめ土總稱す。ハラアカマ 

イマイの多允體病々原は之れを假りにChlamydozoa Haraakamaimai t呼ぶこと、せり。

多角/病に因るハラアカマイマイの自然斃死率を調査したるに次の成績を得たり〇

第 一 表

嗣衣木：卜親上異狀なし1多角牍病に因り 
と認めるもの器死せるしの 同病斃死率 寄れ4生:繩るにしての殖 fiiii 考

1
1 26 163 81.1 12 昭和十二•乍六丿」二十五
2 ' 30 70 68.0 3 H化蛹姉に天然生モミ

3 14 63 77.8 4 樹にて副左す。
4 13 58 79.5 2

5 20 46 68.7 1

6 58 186 73.5 9

7 35 235 84.8 7

8 15 145 89.0 3

9 20 242 90.0 7

10 - 137 85.6 5
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卽ち本病に因りて明かに簇死せるもの平均約 能 %にち本他の多くは繩の寄生に囚りて您

る、を觀たり〇 (寄生繩に付ては口下調査中)

次に外觀上健全なりと認めらる'ものが果して無病なりや否に付調査を進めたるに資料

464中共90 %は早晩多角閲.病に因りて死る'の運命に在るを知れり〇

第 二 表

月 n 外觀上他金 瓷料

残温1斜魅に
中斃死せ

寄生蠅に

IMるしの

る數

計
備 考

6. 23 464 — — — 多仰麗病は檢楚に依り

25 290 45 335
て之れを確めたり。

27 70 1 406

29 52 〇 453

7. I 5 〇 463

3 〇 464

木害蟲が驚くべき大發生をなすも共後僅かー,二年にして忽然共姿を沒する現象は大正十

三年度第一回の經驗以來一大疑問たりしも本年幸にして好期を逸せず調充したる結果,是が

濾・過毒に依る猛烈なる傳染病に起因するの事實を把え得たり〇

鈴木健弘氏 に依れば家獄の發育惜梯と膿病傳染の難易iは密接なる關係ありて稚蠶期は

免疫性(主として消化液の抗毒作用に依る)弱く肚鶯期特に五齡期は免疫性强くして經口傳

染は困難なりとされ蛾期は姉期以前に比し特に免疫性大なりと公ふ。

自然に發生せるハラアカマイマイの姉を無心に採集して調査せし結果は次表の通りにして

本疾病も亦幼虫に於て最も共威力を發揮するものの如し。

第 三 表

採集月［1 採集地
無心に採集せ 
るハラアカマ 
イマイの姉取

羽化せる 
成蟲數

多角艘病に肉 
る姉の聚死數

同病斃死率
寄生蜘!に因る 
斃死數

7月2 H 二十里御料地 491 133 245
う

49.9 113

3 高吊山御料地 315 94 165 52.4 56

4 〃 674 203 282 41.8 189

5 〃 328 234 71.3 37

平 均 1,308 487 926 51.2 395

有害昆蟲の驅除に天敵生物を利用し得ば假令夫れが化學藥品の如く速效性ならすと雖而 

も人工の及ばさる廣脆圈に宜りて執念に岡手を絨け遂に是れを飛滅せしむる效果ある點は極 

めて有利にして敢て贅言を要せず。殊に傳染病原たる微生物冽は微粒子痢原たる原生動物, 

硕化病原たる菌類,或は軟化病原たる細苗乃至多角體病原たる濾過性志素の如きを把えて應 

用實施するを得ば宰業上稗益する所甚大なるものありと信ず〇而して天敵利用に就ては

L JI;の效果竝に移楡入先の環境に對する適應性を確むること

2. 他の生產業殊に蠶業或は柞印風澀の飼養事業に及ぼす影響

3. 繁殖力分散力及是に對する二次害敵の有無 

等を愼垂にあ・慮硏究するの必要ありて連かに共の應用的價値に論及する能はず。多角體の利 

用に關しては旣に K. Escherich 氏も共著 Die Forstinsekten ^litteleuropas. Bd I. 1914,

Bd IIL1931に於て「ノンネ,マイマイ蛾共の他の麟翅目に屬する害蟲驅除に多刍體を利 

用せんとするは今日の所望外なり」と述ぶるあり。我國に於ても害蟲の防除に企てられた 

ることあるも 遺賦ながら家就へ’の影響共他の困難を伴ひて遂に應用的價値を發揮せざり 

しものの如し。一般に本病の分布は家盆の外 ハラアカマイマイ,天蹴 柞球,栉蠶,桑球 

及葉捲蟲,蛟蟲,夜盜蟲共他極めて廣藏圍に在りとせらる\が故に病原が同一種なりとせ 

ば害蟲への應用實施は一而戰業上の恐威たるをー免れず。然れども家瑕が假りにハラアカマイ 

マイの多角體•病え原に依て感染せざるか 或は殆んど影響なぎ場合は可及的に利用するを得 

策とすべし。著者の採取せしハラアカ・マイマイ多角體が果して家境の夫れと同一種なり 

や否に付ては目下調査中なるも取敢ず漁備調査として病體より溷濁せる血液を採り生理的企 

娅水を加へて每分三千回轉の分離器にて遠心分離し上潰液を去りて更に食鹽水を加へ數回遠 

心分離を繰返したる後リンゲル氏液を以て格選し 採りたる多角體を家您(二化性國・日1 

1號國蠶支107號交雜不越年)第一齡盛食期のもの1〇〇頭宛を供用して接種試驗を行ひたる 

に 本多角體及濾過液(シャンバーラン濾過器を用ふ)共に家蠶に對して些の被害をも認め 

得ず。僅に第四龄盛食期及第五齡期のも•のに接種せし結果 供試多角體に細菌混濁の疑ある 

ものに於て15乃至30 %被害を見受けたるものあるのみ。而も家職より採りたる同病原體 

は92 %の被害を認めたり。抑本病原は經口的に幼齡期に於て侮染カ强大なるが故に殊更多 

角體病發生のモミ天然林內に生立するヤマグハの葉を以て家境を飼養しだるも本病を認め 

ず,又傳染原地たる上記モミ天然林附近一帶にて昨年及本年度に於ける養蠶の作柄を調査し

⑴京郝高笠念學報第八卷笫位號 たるも 特に是が影響ありと認むべき確證を得ず。斯くして本隱備調査の結果よ。敬れび本
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病原體を把え得たることは頓て近き將來に繰返さるべきハラアカマイマイの發生に费して秋 

極的に人工を以て共弊媳を期待し得べし。因に本多角搬はツガケムシ,ネキリムシ等に到し 

ては病原性なし。

マッカ レハ (Dendrolimus spectabilis BUTE.)

幼蟲はマツケムシと柄してアカマツ,クロマツ’トドマツ,エゾマツ等の針葉を喰害し 

從來共防除には屢々巨費を投じたるも尙且つ激吿より免れ得ざりし苦き經驗あり〇今後と雖 

更に繰返すことなぎを保し難し。現に愛知縣T"ハ曾御料地附近の如きは剩へ成績舉がらざる 

一帶の幼壯齢アカマツ林が年々劇害を蒙りて慘狀を呈し 然も害蟲は逐年移動芟延の傾向あ 

リ〇著者は咋春現狀を視察したる結果此邊に散在する造林不成績個所の改良.には先づ以て害 

蟲の徹底的駆除を先決問題なりと痛感し,爾後愛知出張所を煩はして資料の送付を受け 夫 

等の中自然斃死蟲より病原體の分離を試みると同時に 當場附屬御料地よりマッケムシ及共 

他の害蟲を捕へて病原體を分離培養し又股林省蠶絲試驗場より二三菌類の分灘を受けて銳 

意有力なるマッケムシの病原調査に若手すると共に從來の防除法に對する再吟味を行へり〇 

而して一般的驅除は森林保護學の數ふる所なるが故に垂復を避け玆には特に藥劑撒布法及 

び有力なる敵後病原菌等に付て聊か吟味せんとす。

1.藥劑撒布法

强力なる撒粉機を用ひて地上より撒布する方法と飛行機上より森林に撒布する方法とある 

も抑此方法は獨逸に於て營林署長Zimmermann氏の考案せしものにして(1913年：)爾來航空 

技術の目覺しき發達に伴ひ各地に於て行はれ用ひらる'藥劑にも幾多の製品あり。何れも砒 

素劑にしてAs203を含むもの多し。其の含有量は製品に依りて一定せざるもForstesturmit 

E. Merk-Darmstadt 社のものは約11%乃至16% Hercynia； Gebr. Borchers-Goslar 社のも 

の約11 % Meritol；Schering-Kahlbaum 社のもの18 % Silesia Kalziumarseniat； Giittler-; 

Schiirfe社のもの約40% 宓に含量少きものに Forst-Vermisil等あり。而してノンネ,ハ 

マキガ,マッキリガ等に對してAs203の含虽40%の製J昂を用ふる埸合にはlha當20kg乃 

至30kgにて足るも槪してAs2O3の含堆少者ものを施用する方安全なるが故にllm當50 

を撒布の標準となす。

然も本剤の施用は時に人畜に對して中毒症狀を起さしむる危險あるため應急藥備付の必耍 

あり。頃時獨逸にては接觸削としてDetalなるもの特效ありとせらる'も 是等の方淺

とて藥劑の楝知遮せざりし場合撒布m過少なりし場合或は撒布の時期え過り或は天候等の影 

穗:こ依りて方法宜し・を得ざりし埸令«には其效果も往々にして期侍に添はざることありとせ 

らるゝのみなら寸,林內冇益昆蟲類に•及ぼす悪影怒すら祥ならざる个口殊に形貿不良のア 

カマッ幼齢林に對して飛行機:に依る薬剤撒布の如きは經濟上到岐實施の可能性なく地上より 

の機械的撒布すし遲かに模倣し能はざるもcあるべし。皿業盛なる吾网に在っては涂劑の撒 

布は愼重に考慮を要すべし。I次に敵蟲の中寄生昆蟲に付ては知らる'もの多きも捕灸性のも 

のに付ては詳ならざるもの眇から-タ。著者の知る胞圍にてはアナバチ,アシナガバチ類ヲサ 

ムシ類は稚齡期の幼攝を好み,シホカラトンポは成蟲士捕ふ。歐洲にては森蟻(Formica 

i-ufa L.)が森林保護上極めて右・意義なりとは旣にRatzeburg (1844)以來幾多學右の唱ふ 

る所にして近くはWidmann, Escherich氏等ありEehrndt氏(1933)はNeuendorf營林署 

に於て更に之え調禿して發・する所あり。

卽ち嬢巢を中心とする牛徑約九米內に住ってはー'・ツ 'リガ(Noctim piiiperda Loeschke) 

の成蟲が雌に妫げらる'ため遡卵は著しく少く共の忻.は褂N外の夫れに比して約・なりしと 

云ふ。又午前中一,時間宛十日間の調査に依れば蟻に依て抽獲せられたる昆蟲は

森林害 撤 90% 益 蟲 利害關係なきもの 3%

を示し,絕對頤はマッキリガの幼蟲最も多く他の昆蟲總數の約五倍に逹せ・りと云ひ尙本幼蟲 

が盛食期に於て一営・巢の娥样のため食害せらるゝ如・は推測に依て三週間に！12000頭なるベ 

しと云ふ。同氏は更に蟻巣より半徑!8米回內え安全區域とし18米以上32米迄の中間を 

初i害ある區域 夫れより外部を劇害區となせリ。多くはノンネ,マッキリカ•等の幼蟲,卵等 

を食御となすもの'如し。

von Boon氏(1934)に依れば蟻塚の一部を分割して地下水ある個所に移さば人工的に蛤 

殖せしめ得べしと云ふ〇此の種類には!-'ormica rufa L.1'ormica rufa var rufopratensis 

FOB•あり。

吾國に於てはエゾブカヤマアリ(Formicarufa truncorum var yessoensis FOREL)あり 

北海道より本州中部以北のカラマツ林に生椎すること多しと云ふ:,而も察囲にして未だ之れ 

を人工的に繁殖利用せ・しめたる事あるを知らず。「査蟻の棲む所撮害なし」と謂はるる今日 

吾國に於ても此の種•方而の研究は保護上緊耍なりと信す。

(D Zeitschrift fiir Forst und Jagdwesen Heft 9. Sept.1933.

(3) Allg. Forst und Jagd-Zeitung 52C14X15^1934.尙ほ引用分献あるLil!て取纏め木編に於 

ては之れ・を省略せI)
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Lg IV

硬化病にてグ?れたるマツケムシ

1. 黃疆南に因る

2. 白酬菌Aに囚る

Kiefernspinnerraupen (lurch die Filze getotet. .
1. I^aria farinosa.
2. Botrytis Bassiana 人・

次に病原微生物にi寸て衆知のものには 硬化病原たる白跚菌 (Botrytis Bassinna Bals.) 

綠疆菌Nomuraea prasina Moiiblancあり。又ポーランドにては1923年-24年の頃 アカ 

マツ林にマッキリカ•彩しく發生し 被害區域實に60,000 haに及びたりと云ふ。之が撲滅に 

最も效果ありしは森蟻及ハヘカビ(Einpiisa aulicae Reich)なりしと卩H く 〇 •本菌はリンゴド 

クガ,モンシロドクガの驅除にも役立てる例あり〇又記錄に依ればマツキリガ幼蟲にはハヘ 

カビの外に多角體病あり,蛹には黃職菌の發病ありしと云ふ。タウヒ,モミを害するヒメハ 

マキガの一種(Grapholitha tedella)には Entomophthora sphoerosperma 菌あり,ロシアに 

ては象鼻蟲の一種Cleonus punctiventrisに對し黑號菌を試みたるも野外にては望ましき結 

果を得ざりしと云ふ〇 細菌には Bacillus larvae, Micrococcus acridionun, Bacillus pluton, 

Bacillus sotto Ishiwataあり〇白歟菌に付ては旣に吾國に於ても和J用せられたること渺なか 

らす。而も白疆菌はマツケムシの外家獄,排獄,柞獄,夜盜・,カマキリ,コガネムシ,メ 

イガ等多くの昆経を寄主とするが故に,此の種の闌類を人工培養して野外への机|用は大に 

考慮を要す。されば家斑に危害ある病原膘は傳染徑路が經口的なると經膚的なるとを問はず 

人工に依る増殖利用は假令時業方面より何等の舉肘なしとするも,共に國家の產業として吾 

々は之れを制限せざるべからず。此の意味に於て家盈に無害にしてマッケムシに對し有力な

る傳染病原たるべきものに付泾锐意共の發兄に努めたり〇

資料として次の败质を供用し先づ家なへの影囲を御査すC

1. 黄服週(Isaria farinosa Link.)と龍、むるもの

ハ曾御料地にて採りWる硬化病斃死體より分離すc (Fig. IV1.)

2. 白服苗(Botrytis Bassiana Bah I.) 

福絲試驗塢より分澳せられたるもの。

3. 白職函 A (Batrytis Bassiana Bals A) 

同上,家堆に對して安全なるもの(Fig・IV 2.)

4. 同 蘭 B (Botrytis Bassiana Bals B) 

同上,家球に對して安全なるもの

第 四 表

記號! 感染率 備 考

M 1
1 88.0 .松毛蟲黄邸凿は4號共の他は14腕培養基に約ーヶ月問C25 °C)培養

2 52.2 し分生胞子の一白金耳を】Occの生理食腿水に稀矜し家恩に塗布す

3 「 〇 供状!X100頭宛。

4 2.2

本成繽に依れば 八曾御料地瓯マッケムシより分離せし黃噩菌は家蠶の約90%を殖すも 

白i僵関(A)及(B)種のものは養:ほ地方に於て使用するも危險なき見込なり。更に當場附 

屬地產の健全なる第五齡期マツケムシ1000頭を採り(別に用意せる愛知縣下ハ曾御料地自 

然範の黃噩菌を朿京府下日野御料地アカマツ林にて一回接種後四號培養墓を用ひて分離•培粪 

せし)黄噩菌を以て塗法に依り經膚傳:染を行ひしに次の結果を得たり。

第 五 表

方 法"卜苗感染のT：め 他の軟化病にて
悠死せるもの 典死せるもの

備 考

標準無接粗

木苗接n

•6 %

7.5

91.0 9,0

1

4就培養基

砂マ ッケム シ嘔塁!喘性:濫漕
務 flfl 50g
塞 天 20g
卵 白 2個分

而して實際野外に於ては蟲般途注の方法は不可能なるが故に引續き家忠に害なきBotryti,



Bassiana A曲を用ひ共の斜面培液基一本を立の殺菌水に稀禅して之れをアカマツ針葉及 

蟲體に撒布し 第七齡の健全なるマツケムシ200(［闘8を共の函冠上に飼ひ自然狀態にて經同 

傳染を行はしめたるに次の成績を得たり〇

第 六 表

ガ 法 本苗に依る聲死］ 備 ・考

%
標準無接籾 軟化病術は八何御料地產様病り分離せるもの。

本苗接 n 14.0

本菌及軟化病苗接秋 20.0

尤も家蠶に白疆菌を接種する場合には通例ー轟嘴に胞子の數400を標準となすも 野外に 

て接種の場合果して一個般に若きたる胞子數何程なりしゃ共點祥にせざるが爲め本結果の 

みを以て律する能はざるも以上の成紐を按すれば,•マツケムシ被害林に偶え共の硬化病膘あ 

りと雖從從の如く病原の本質を吟味することなくして 濫りに之れを利用するは養諡地方に 

對して頰る危險ありと謂ふべし。尤もBotrytis Bassiana A菌は家蠶に對して危吿なきもマ 

ツケムシに對して亦多きを期待し得ざるものあり。然れども一般に病原腰は或被寄主渺を屡 

々通過せしむることに依りて共の寄主に對する發病性(Viriilenz)を增大せしむることある 

を以て 今後マツケムシに對して本菌の發病性を髙むれば 駆除用として適するものを彳’｝ら 

る'事なきを保せざるペし。

更に當場附屬日野御料地に於て樟蠶の罹病體を捕へ其の病徴の觀察及檢鏡の結果之れが 

一種の微粒子病(家協に於けるNoseina bombysis Niigeli類似のもの)たることを確認せ 

り。依て之れに關する自雑罹病の狀態を調査したるに次の成紀iを得たり。(F.g.I 6)

第 七 表

削査月ri 制在資料數
:本常に依る斃 
死蟲膝數

箕の他軟化•病 
及傷害戯脸败

健 全 備 考

12. 7. 6 — 33 11 16

8.2 60 9 4 3

8.9 — 3 — 一

睡病成蟲の內一頭は雄,二頭は雌なりしも共の卵粒は全部微粒子病のため孵化することな

艸・V 次に斃死蟲！2個體を採り共 

の筋肉及皮’仲(消食管を除き) 

を血液と共に摺碎したる後咆子 

を遠心分離せしに純粹なるもの 

約2.86ccを得たり。(卜、ig. VI) 

此の栋珏より採集せる微粒子痛 

原と家な微粒子病原との・枢染程 

度を弟一齡盛交期の家联に就て 

調志したるに次の結果を得た

クスサンの徵粒子にて殓れたるマツケムシ

Kiefenispinnerraupen durcli die Noseina getotet.

第 八 表

カ 注 木菌に依る斃死率

標型無添食 〇
林爲微粒子添会 〇
家U微粒子添食 68.5

備考

供；代蟲律!00頭にして咆子！CCを100CCのリンゲル氏

液に貯へ添食には更に之を10倍に孫、藉せリ。

卽ち家联微粒子の胞子を添食せしめたるものは,弟死率約70%にして粮病撮體.には多く 

の胞子を認むるも樟獄微:粒子の胞子を添食せしめたるものには異狀を認めざりき。

大姑格氏に依れば木徴粒子の胞子の長さはNosema bombycisの夫れに比して稍長きか或 

は幅に於て短く從て長さと巾の比は前者の?.25±0.01Iに對し後者は1.87±0.010にして 

Nosema bombycisとは別極のNosema屬に％するー新種にして家皿には絕對に傳染するこ

となしと云ふ。斯くして梓联の微粒子は家皿に無害なるを知り直に健全なるマツケムシに 

對し接種試驗を施行せり。本病原は一新種なるを以て腹りに之れを橄球微粒子病原體•Nose- 

ma Kususanと稱して取扱ふこと'せ・リ。

罹病蟲體の血液,筋肉,皮膚を摺碎し生理的食應水を以て祐選後得たる胞子leeに對し

リンゲル氏液99ccを加へて水室に哨へ,添食;試驗には本液lccを般菌水99ccに稀釋しア

.一______ —----------------------------  ---------------------- い 一’ ハ

⑴ 註II本!X絲學雜雜Vol.2, No. 4昭•六年
くして全滅せり!
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上祉vr.

クスサン徹粒子原蟲の芽胞

Sporen von Xoseina KUSUSAX (unbestirmnt) x 9C0

カマツ靑葉に塗泳供用せり〇結果に依れば樟給微粒子•原蟲はマッケムシ幼城に於て旣に發病

確實なるのみならす胚あ傳染の項實をも觀察し得たり〇本試驗は冃下繼續中なるも本年七月

六日より•"一月ニT一一日迄の成績を摘錄すれば次の如し。(Fig・ヽ’)

第 九 表

添食齢期

第一・齢期 

第二齢期 

第=齢期 

第四齡期 

第八齡期 

標準無添食

木・病原に依る 
感染臨死率

%
89.0

70.5

88.0

60.4

72.0

〇

備 考

供:X蟲牒败】000頭

第一第二第三齢期添会のLのは第五齢期迄の感染歩合を示す。

第八齢期添食のしのに於ては幼蟲期に發病聚死せるもの20.5弟姉

期に於て苑れ丁:るもの32.0% 蛾に於て19.5%を示し罹病蛾の 

度卵は卵・化する•となし。

本結果に依れば舲期の影響殆んどなく何れも旣に60%を越へ,今後遺傳に因る娘値を加 

ふれば極めて有昭なるべし。大好格氏に依れば柞鶯の微粒子は家償に傳染せざるも家諒の微 

粒子は柞蠶に傳染す。而して柞謳の血液酸度は6, 2 (無絶食上ザ近し)乃至6, 5 (絕灸)に 

して家試に近き數値を示す。足れに依れば傳染の差異は單なるpTI價に非すと云ふ。當場 

に於て家備及マツケムシ血液のP】I價測定の結果は次の如し。

第 十 表

和 須 供間軌 試 料 備 考

家 n 100 n次交雑ぐ野首;%)革五齢五h目 紿食二唾間のものに付家!!は

用角切斷,マッケムシは足部

マッケムシ 200 ’沽場附屬h野採集あハ部七!I 11 より注射器にょり血液を採集

第 十一表

¢■1l 彌 酸 座 備 考

家 IX 6.390 板野式倡：氣測定法に依る。也し18'Cに於ける酸度とす。

マッケムシ 7.170

微粒子病傳染徑路は多々にして經口傳染,•胚種鲸染,交接球染,創傷傳染等あり。更に侮 

染源地としては斃死股(卵,幼蟲,蛹,蛾の死體)扮泄物(舞尿)脫離物(卵殻,脫皮殼,病 

蛾の鱗毛)等あり。從て病原欄の撒布方法として稀病梳な又はマッケムシの幼蟲を放ち或は 

病蛾を放翔せしめて 溫•吸多泓の候に繁殖葵延せしむれば之れに白歟苗Aを併用するも何ら 

養蠶を考慮する必要なくして驅除上多大の效果あるべさ見込を得たり〇ハ曾御料地及附近の 

如きアカマツ,ヒノキの不良造林地に在りては成笹の改善上及保林上多少澗葉樹を混ずる必 

耍あるべきが故に 光づ栗樹或はクスギを加へ地位を選びてケヤキ,クルミ等をも用ふれば 

楝斑の放翔に伴ひ本微粒:子炳原の保存増殖在も意味して採るべ愛策ならんと信す。尤も此の 

種の企ては實驗的に成功するも實J・也に於ては往々失敗せるものあるが故に實地態用迄には茂 

多の現地調査を必耍とすべし。

金龜子科 CScarabaeidae)

幼蟲成蟲共に農林業上の一大恐城たるは玆に縷述を要せず。從って之が防除に付ても研咒

せられたるもの眇しとせず或は機械的化學的方法に依り或は生物學的手段を洲じつ、A『

も遺憾ながら未だ節易にして確實なる方策あるを此かす。

抑々植物の昆蟲害に對する自衛策に關してH. Martinの述ぶる所をなるに昆哥•g加％の

方法より大別すれば口魅の構造に依て二樣あり〇 一は角質の大顎を以て植物組織を嚙む；の
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にして甲蟲類,バッタ,蝶规等の咀嚼昆蟲是れなり。其二は針狀に變形せる口器を植物組織 

內に穿入して營養を攝る種類に屬し介哉播,螃攝等あり。

斯の如く 口器を以てする吸收昆撤或は咀嚼昆蠢にして產卵器を穿入せしむる種頹のものに 

對する植物の自衛上の因子には組織の機械的抵抗と植物組織內の昆蟲に對する皆養狀態の不 

適當及毒成分の存在とを考・へ得らるべし。笹成分としてはtannin, scsqui terpene alcohl, 

essential oil, glucoside, alkaloid, solicin, solanin, mustard oilありとせらる\も實際植・物I' 

體の抵抗は之れを好何とする昆辙に對しては殆んど期待する能はざるが故にが業上目的植物 

に對しては須らく人爲を以て防衛する以外に策なし。

從來使用せられたる藥劑には其種類極めて多し,主なるものを舉ぐれば酸性砒酸鉛,鹽基 

性噸鉛,砒酸マグネシャ,砒酸敬,砒酸銅,砒酸亞鉛,砒酸石灰,亞砒酸コバルト,パリ 

スグリーン,石灰硫黄合劑,ネオフマキラー,硫酸ニコチン,加里明雑共他昆僦に對する有 

毒植物類,硅弗化曹達,硅弗化加里,(フロライト),硅弗化バリウム’硅弗化亞鉛,硅弗化 

銅,靑酸加里,靑酸曹達,昇汞,亞硝酸コバルト加里,特許加里,鹽素酸加里,過源素酸加 

里,アンチモン酸加里,二硫化炭素,均質二硫化炭素,パラディクロールベンジン,ベンチ 

ールクロリード,ナフタリン,パラトルイヂン,オルソトルイヂン,オーソクレゾール,フ 

エノ ～ル,アニリン,ニトロベンヂン,硫黃末,・クロ ールピクリン,同乳劑,芥子•汕,コー 

ルタール,石油,煙草粉末,石灰窒素,エチレンオキサイド,石油乳劑,除蟲菊石斷液,動 

植物性油脂に依る加里石蛾,曹達石熾,鹽水,テレビン汕,酷酸,石灰等あり。

獨逸に於てはカイエツ・ド共他の加里肥料の施用がコフキコガネの幼蠢に及ぼす影響を試驗 

せるものあるも施用虽多くして藥害ある程度又は林業苗圃に於て經濟上底行不能の程度なら 

では效果顯はれす〇旣して土壤表面にのみ起り得る鹽增加の影響は反って根切蟲をして,嫌忌 

逃避せしむるのみann< 〇

當場に於ける經驗に徵すれば,パラディクロ ールベンツオールの施用は相當に有效なるも 

二硫化炭素は注意せざれば稚苗に對して藥害を醜し休閑地空地等にクロ ールピクリンを施與 

せばー・時は害蟲を殲滅せしむべきも,地中に生棲する有益昆蟲及微生物類をも死滅せしむべ 

きが故に其後產卵あらば反って劇害を招くの傾向あリ。

砒嘰鉛の連用が土壊を悪化せしめて作物に悪影響を痛すべしとは 旣に農業方而に於て認 

められアメリカに於ける試驗結果も屢之れを報ずるあリ。勿諭其最に依りて一樣に律する

マッケムシに對し撒布せらるゝHercyniaはAs.Osを11"含有す,他に1()"1S"乃至4〇” 

等の製品あり。4(广 含有・するものは當20ル至30坎を用ひて效果有りとせらる'も除 

り用ひられず。又As205含有虽少きものを撒布する埸合にも實施上碰ス•常也・せられて人畜 

に對する教急藥の犁備あり。次に砒酸鉛の分什結果をみるに本剤中にはA*Osを約33';含有 

す。試にHercyniaを飛行機にて撒布する場合ど叱射鉛をネキリムシ驅除用として圃場に用 

ふる場含・とを比較するに

(As»〇,の含最40七のもの1血當30収.........(1)
空中より撒布の埸合J.

(As205の含量11"のものH當50史........ (2 )

As。0Sの含•量33•:のものlta當300耳 .......(3 )
圃場に敷込む場・命 ・

As:〇5の含拈:33“のもの1応常400^ ............ ( 4 )

(1)藥劑が一様に撒布せられたるものと假定すれば1い當AssOs量は……12.0虹

(2 )の埸〇 同じ く lI,n 'f：; As.O5 堂は................................ 5.5^

(3 )の場合同じく 一様に敷込まれたりとせば 询 常一件205量は.......99.0您

(4)の場合同じく 一樣に數込まれたりとせばH當AsQs量は.....132.0柘

となり更にP/Iの母:は此の1.8倍あるべし。勿論前者は空中より撒布し後者は上壤中に敷込 

むものなるが故に人畜に對す影缨もら異るものあるべしと雖金屬毒素たる砒素及鉛は降水 

に溶解せすして多くは圃場に殘さるべきものと片へ得らる\が故に此點人苗に對する保健上 

考慮を要すべし。

之に反してパラディクロールベンツオールの施用は廣く試みられたるものにして當場に於 

ても成紀iあり〇玆にーニを摘錄せば次の如し。

パラディクロールベンツオールと產卵嫌忌

無施用標準

第 十二表

字

二

幼蟲或！tを操準
施 JH 卯： 100として指 備 考

1ロ m當 ？七を以て示す

30gr 41 試瞼區面積各30cnnヒノキ,スギ苗を植付<

八月二十九【1開始十一月五日働査

能はざるも更に留意すべきは人汚に對する中毒問題なるべし。

100
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同藥削の卵態及幼撤への影密

第 十 三 表

考供は卵數 施1ロ用 m當M 廊化幼歲吸: 備

ヒメコガネ卵
6000粒 3Cgr 135

n

6000粒 無施用標準 258

八)］二十倾始、九)!六［！坏・、試驗賦布十各3051 
にして、ヒノキ、スギ苗を植込む八供;技珅’粒は地ド 
5cmに位光せしむ、再化せし幼虫吸は蜉率に於てす 
ら僅に258に過ぎす。•胡木に対しては.共：後生」二上に 
何等の藥’占を認めず。

次にポットを用ひ、て施用貝別效果及植物に對する影饗を調査せり。

第十四表

施用県 供;犹匕メ
ポットに搦

幼 电 nせし大歩
コガネ

Km當 卵粒數
生存败 傑华に對 我芽率“平均 備 考
生存败 する指吸我芽率“地上高

cm
無施用標準 1000 263 100.0 100 8.8 供試卵の位股は地-ド5血とす、八JJ二

十「1開始l“J月三十II制&
10g // 171 65.0 100 9.7 ポット;武驗に於ては藥劑効果は照?に

して柚物への蹬響を考慮すれば 1ロm
20g 〃 71 27.0 87 9.7 當30gを適度とす、尤もスヤ、ヒノキ

等林木苗木に對しては1皿當40gにて
30g // 16 6.1 100 8.5 と影轡をうとめず。

40g 〃 1 0.4 89 4.5

次に硝子生(床面の幅六米奥行二米髙二米半,地床は深さー米をコンクリー卜にて張り詰 

む,)內にヒメコガネ7000期を放翔し三方の硝子戸を開きて寒冷紗を張り,床地土壊を折半 

して一方を娅施用標準とし他の一方には1ロm當30瓦の割分に本劑を施用して產卵數橢化 

數を調査しだるに次の結果を得たり〇

【・知 第十五表

剎乔!.1¢ 產卵數 幼孵蟲化數 備 考

糠率無施用 2786 2657 八八月月三二-ド十日八及日カ開,月始-、卜

三日岡乔、野外圃場 
藥劑施m 1109 840 てに比良し好てな孵り化。率極め

Tsiria菌にて殖れたるコガネムシ幼蟲 

Isaria auf Engerling in einem spiitern Stadium.

本效果を土壤(束京府下日野御料地眩質壤土に於て)の深度別に調査したるに藥劑を地表 

に撒布したる程度にては共效果地下20cmに及び難きことを認、めたり。本劑は1平方米に 

付30 grの,削合を可とするも夏期乃至秋明一回の施用のみにては效果顯著なら寸,更に翌春 

少くも一回樑返す必要あるべし。藥剤價格は！〇アール當14'*>70» (昭和十二年一月二十五 

FI現在)に相當す。

コガネムシ類の驅除に病原微生物を利用せんと企てられたるがも旣に古注歷史を有す。北 
3)

都フランスにては1890年頃よりDufour, J.氏等が,赤色黄聘曲Botrytis tenclla Sacc•を 

コガネムシに接桢して效果を認めたりしも實地【こ於ては成功せざりしと云ふ。共の他Isaria 

anisopbiae Met. Sporotricum glftbuliferum Speg., Cordyceps militaris Link, Cordyceps 

Sinensis Sacc., Laboulbenia ploliferans Tbaxt 等の菌類を又幼蟲に細曲 Bacillus graphit- 

cwis Kras.を,成蠢に Bacillus septicus insectorum Kras,を試みたるあり。更にクロコガネ 

幼蠢の傳・染病原としては北米にて！Micrococcus nigrofasiensなるもの發見せられたるあ号。

著卷は先づスジコガネの幼蟲罹病/より赤噩苗を分離し得たるを以て,寒天培養某上に發 

育せしめ其菌叢より一白金耳を採り之れを100、の殺菌水に稀釋したるものをキンチャコガ 

ネの畑20個/に塗法したるに胞子皈は詳にせ・ざりしも內17個體は本菌に感染して.斃死せ 

リ。幼蟲に對しても實驗的には相當の發病性を認めたるが故に別に試驗區として径84極の 

土管50個を縱に埋込み之れに木年八月二十六日所產の健全と認めらる、ヒメコガネ卵各

2〇〇粒宛を地下10cniに置き細目金網を以て覆となす。別に本菌を九月十日に第十五號培 

養塞。

氣 乾鋸h'i 3・0血 本^餐某は安價にして多張の培衣に

2.0kg
適すべきも更に節易化せんとせば馬

大 豆 ・粕 鈴普培養基にて足るべし。

第十五號・时 粧 2.0虹

〇 ガネ厶シ粉末 0.2め 分離培養の場合に•加ふ

醬 iih 1.4 I
、水

6.0 I

上に培羨し約ーヶ月後充分發育して胞子形成せ:るものを混和して土管一個に對し約5008宛

地表に撒布せり〇撒分後ニケ月にして觀るに第十六表の如き結果を肖たり〇

(5) Zeitschrift fiir Forst-und Jagdwesen. April. 1893.

<G) Centralblatt fiir Baktcriologie, Parasitenkunde u. Infcktionskrankheiten 1 left II. Bl. 

41,1914.
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第 十 六 表

更に圃場の實涂に本菌の撒布を行ひたるものあるも目下繼•紐中なるが故に玆には一部本菌

施用後ニケ月目の成紐を舉ぐるに過ぎず卽ち第十七表の如し。

第 十 七 表

弧死當Hの幼蟲數

働をK 記號 供試卵數
生棲せI本術咨生 軟化病に依 

るgな死腔

備 考

る もの1の斃死

無施用標準

1

2

200

200

68

69

—

—

2
妝施用第一椭には、 

本强・寄生の斃死牘5

1

3 200
1

57 —

5 |
2

-
個ありしも他は屍聘 

を見受けす。

1 200j 〇 本砒泗は附屬H野

本茵施用:2

3

200

200

1

29

ー ー
苛兩の一部刷場を供 

用せり。

面技 供試匕メコ
働爺M ロ m ガネ幼蟲數

做
無施用標準 200 400

制衣當時の幼蟲數

生棲せ 木蔺寄生 軟化病に依 備 考

る L の の斃死世: る斃死脂

110 一 4 找料には八丿J二十六
日産卵九月十日孵化 

の健全なる幼曲tを使
本苗施用 200 400 35 9 4 用ー寸。

本豫備調査は取敢す秋冷期より冬期に跨って行ひたるも之れを春期より夏期に亘つて溫唆 

多濕の候に實施せば或は更に效果顯るべきか。須らく今後の硏究に僕たんとす。次に幼蟲 

の死體探集中當埸內及附近よりオオスジコガネ幼蟲壯齡期のものに屢々第一圖版(4 )の如 

き色を呈して恰も乾枯せるが如く,觸るれば各環節より離脫し易き木乃伊狀の死體を發見せ 

リ。

本傅染源地は當場構内の一部4a程の地積にして共の邊にはヒノキ,アカマツ等の稚苗あ 

り,芝生地あり,禾本科共の他の雜草多きも調査の結果殆んど生棲せる幼蟲なく極めて異樣 

の觀を呈せり。試に八月二十门にスジコガネ壯齡期幼蟲200頭を用ひ傅染源地の土壤をボッ 

卜に採りて飼育したるにーヶ月にして共の3,は罹病斃死せり〇何物か有力なる病原牘あらん 

との見込にて分離を行ひ菌R1R2R3R.,を採取目下調査中なり。當場附屬日野卸料地に於て 

は從來幼蟲の堀取採集を稿續し來れるも斯の如き病徴あるものは育て見受けたることなきを 

以て試に第十五號培養基にて充分發育せる茵を撒布せるに共圃場に於て全く同一病徴の

屍欄を發見せり,n下蜒航中と認めらる。

山來昆蟲病嘛豈の接種:は状驗的に效果あるも厦地施用に於ては凰々失敗の記錄あり。之れ 

が如何なる可口11に暴けるやは遽かに知ることを得ざるも少くも次の?］顔は貯究の餘：地あるべ 

し〇

1.利用せ"んとする病原體が目的外の冇益昆蟲例へば家Hの如きに害ある場合〇

1.或る种:の昆蟲に發病性ありとも分対i學上目或科を同じうする他の頻の昆蟲に對して 

は必ずしも發病性ありと限らざる揚合。

L接期先の環境が不適當なりし埸合。 、

;•接前:の:底過少なりし揚合接種すべa•病原腱の發育充分ならざりし場ふ 

〕•接网の時期適せざりし場合。

】•接種後の天候に依り或は接税の方法宜しさを得ざりしため潑病性を發押するに至〇 

・ざりし場合。

L 天敵の出現ありたる場合。

1.病原/の保續或は繁殖上好適する他の被寄生體を缺きたるため接極が一時的にて終 

りたる場合。

1・試驗に於ては往々昆蟲の生活樣式を不自然に制限し且つ接穂の如言も不自然なる方 

法に陷るため發病性を過信するが如き結果を生する恐れあること等なり

而して昆蟲病原源を應用せんとせば取敢す家諡に對して共の影響如何を吟味すべき］、…

俟たざるも更に他の有益昆蟲類に對して調査の餘裕あらば極めて效果的な-ものあ得べ］ 

然れども病原股の發病性は殺蟲を目的とする化學藥劑とは共趣を異にし,例へば家爲の微粒 

子は柞蠶に傅染するも,柞皿の微粒子は家联に傳染せざるが如く,被寄生盤に封しては選採 

性を有するが故に巧みに之を利用せば事業上有意義なるべし。次に植物への影響に付て見る 

にBotrytis sp.の中Botrytis cinerea菌は,登科植物ダーリャ,プリムラ,バラ 

マッ,タウヒ,カラマツ,ベイマッ,ベイツガ等の稚苗に害あり。!snria fniformis Berk,

I. griseola Sacc, I. clonostachoides笥も作物に害あり。又昆撤寄生蘭にも已びり巾 

Fusarium sp. Nectria sp•等あり。細菌にはBacillusに屬するもの肆なからヾるが如 實 

地に當っては一應の吟味を要すべし。

病原膘に對する天敵生物にも年なからざるものあるべし°数に或軸规に對する一例を舉 

ぐれば壁蟲目に』濾するコナダニ(Tyroglyphus longior Gervais)之れなり。 ナダユは共の
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分布極めて廣く且つ或莉の菌類を蚀食す。試に昆蟲寄生菌類の中六種に付て調べたるに次の

成績を得たり〇

第

記 號 供 岡 簡

I 白 藤 W I

2 〃 A
3 〃 B

4 黄 貌 萌

5 赤 斬 領

6 赤・强苗と認むべ3Iの

十 八 表

寄主 及 病 原性

家 IX C病原性］孤しZ)

// c病原性弱し;)

// c 〃z)

マッケムシ c家底に對し病原性强し:)

家 IX (家!Xに對し病原性あり:) 

根切ac家以に對し病原性なし:)

供試菌の培養には記號(1)(5)菌は十四號培養塞を用ひ,(2) (3) (4)は四號培羨 

基(6)は二號培養基を用ひて夫々本年九月七日に移肮27°C恒溫器中にて培養せり。

第一號培養基

匕>!コガネ幼蟲の煎汁 ICOOcc

砂 萩 60g

醬 油 50cc

寒 天 20g

卵 白 2個分

第四號培養基

マッケムシ幼蟲の爾汁 lOOOcc

砂 60g

替 油 50g

寒 犬 20g

卵 白 2個分

第十四號培•茬基

家ほ蛹煎汁 lOOOcc

砂 an 60g

替 油 50cc

寒 天 20g

卵 白 2個分

各簸汁は蟲聽乾燥粉末10瓦を水1000CCにて煮沸して蒸發水分信を柯ひつ、1°°°皿

Fi-. VIII

コ ナ ダ =の蝕害狀態

1. 1'! 州 憤 1(家以より分離せるもの:)

2. I'l 崩 苗 A C "

3. 白 ［攝 茵 B c " 3

4. 黄 臍 精 (マッケムシ幼蟲より分離せるしの:)

5. 赤 臓 簡 (:家日よりグ・!排せる、の:)

6. 赤 臓 苗 (:スジコガ・ネより分!!せる［の)

斯くして充分發育せる苗叢中より一白金耳をとり めCにて溶解せる寒天埒養基中に入れ 

平面培養を行へり〇 (徑9cmのシャーレを用ふ)

十月叫日に至りて各平而玲養墓上の苗設は充分に發育せるを以て各六個のシャーレを開放 

し共中央にコナダづ300戦を置きて其全邪を大型硝子溶に收容密且せり,-I一月ー■•一日に至 

り各シャレーに付いてコナダニの生間敷及蝕害量の調査を行へり〇 (何！害量は方眼紙に蝕害 

部を寫し取りて重燈法に依る〇 (Fig- vm.)
の菰汁とぜり9
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第 十 九 表

記 號 供 徵 !n 生"せるnナダ二贩 コナダニの伽:・率

ろ
1 白脱 m I 12 98.8

2 〃 A 20 97.7

3 〃 B 11 8.2

4 茜 ・弥 ・侑 2 0.8

5 赤股 !?4 j 6 3.0

6 赤剛と認之•ぺう Iの 〇 0.1

本結果より器察するに

1.家盗に發病性强き(1)及病原性弱自(2)菌は触’占せらるゝこと多し。

1.ネキリムシに病原性强き赤辨•菌と認むる(G)蘭は蚀吿せられることなきが故に徂 

地應用上コナダニは支障なし。

1.マッケムシ罹病體!より分離せるC 4 )も亦比較的蚀害せらるゝこと少なし。

摘 耍

1.當場に於て森林昆做の権病般より旣に分離せし微生物中病原閥の見込あるものは凡 

そ次の女nし〇

第 二 十 表

病 原 ・股 被寄生罷 採 堡 JHi 備考

黄曙菌(Isaria farinosa (Dicks.) Fr.と認(j 

るしの
訂［£訂(成％ 當場附知’】山御舟 

地
Fig. I C3)

〃 // カマキリ C〃, 〃 板當御料地

/Z 〃 マッカレハC幼蟲)
愛to/li JU所部内ハ包 
當場附屬〕1野御料地

Fig.IVCO

〃 〃 ッガケムシ C〃：) 當場内

〃 〃 gy八ゴ(成甜。 【1野

黑暁菌(Oospora destructor (Meischnikoif) 
Del car.)

宵二京C幼釦 當場附豳卄里御料

________
Fig. IC5)

赤®5菌(Isaria fumoso-rosa C・ Wize) 咒H款〃) 廿里、南多糜邮横 
山村

R C施記號) スジコガネ C〃 ) 〃 Fig. IC4)

ノ、ナサ ナギタ ケ (Isarix j汶ponica Yasuda.) IUJJ査中 廿里、板當御料地 Fig. ICO

キサナギクケ(Cordyceps inilitaris Link.) コガネ厶シ
當場附屬御殴山御 
料地

Fig：IX・一 
Fig・旧

多角體病原(Chlainydazoa Mitukemusi)］假稱) マッカレハ H野御料地

尙皿絲試驗塲より分諷受けたるBotrytis Bassiana A苗あり〇

病 !G! 牘

多角牌病嗥(Chlatnydoxou I Inniakanuuinai)

被寄生牍

ハラアカマイマイ 
(幼蟲)

採 电

卄里协料地

地 備考

Fig. Ill

〃 (Chlatnydozoa Yotonnisi)
C假稱)

徹仙子病朕蟲(Nosema Kiisusan) G假fi?)

ヨタウムシ C ?)

クスサン (〃)

「1野師料地

'' Fig. VI

Fig. IX

キサナギタケにて殖れたる 

コガネムシの幼蟲

Engerling atis «ler Bodcnstreue im 
Walde mit dem Fruchttniger von 
Cordyceps.

挖ふるを可とす。

森林昏蟲の展除防衞上有望視せらる、ものは,

1.ハラアカマイマイ幼蟲に對しては多角體病 

病原たる假典 Chlamydozoa Haraakamai- 

ivuii Q j) 〇

1.マツカレハ幼跖二對してはクスサン微粒子 

病々県たる假稱Nosema Kususan及發病性 

を髙め得ば白眼苗の一種:Botrytis Bassiana 

A菌剛用し得べし。從來知らるゝ白臓菌 

及八怜御料地產マッケムシに寄生せし黃疆 

苗(Isaria farinosa Fr.)は共に家皿に對 

し極めて危險あるを以て急業を考慮する場 

合J'；〇使用は性ふるを可とす

1.ヒメコガネ’スジコガネ幼蟲に對しては黑 

聽蘭(Oospoara destructor (Metschnikoff) 

Delacr.)赤脚・菌(Isaria fumoso-rosa C. 

Wize)及試驗記號R歯あり。從來認められ 

たる赤色黃骤歯(Botrytis tenella Sacc)は 

家緯に極めて危險あるを以て共の使用は差

1•病原菌類の接種［時期は温I暖にして多濕の映を可とす。併與田茂氏に依れば,白鳏菌

黑监菌の分生咆子の發芽適溫は、糖加寒天培養基上にて2SC〜300赤歟曲は1ヾC〜 

25°Cなりと云ふ。

1.病京菌施用に關しては將來更に免疫抗體の生產如何をも調査の必要あるべし。
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惟ふに人工に依りて病原股の接莉索殖を圖るは束容易にして仇•に］I的吿蟲の撲滅江期し得

べきが如きも,生物界に於ける自然の釣合は極めて微妙にして昨人の布留のみを容る、こと 

なし。然も是れを强ひて有利に導かんとせば板匝なる形慮と努力とを要するものあるべし。

然れども吾國の如き北は灾帶より南熱帶に」«Iりて各種の林木腹當なる國土に在りては一而幾 

多の有害昆毒を仰ひて可規的叵接・密のみに止まらず間接的にも蒙る被害亦年々丸大なるもの 

あるべきカ:故に 之等生產に逆行する根源に對しては速に很底的なる防除策を制じて東林資 

源増殖の一助たらしむるは刻下の急務なりと信じ敢て本試驗にイ、'；：「せし所以なり〇

笹の藥劑枯殺特に創製粉末合劑に就て

長谷川孝=

野原所太

小 III 良 之 助

雜草が化學工案原料,工藝材料辱に供し肖たらんには共斐除ガ法として最も得策なるは?? 

を1矣たす。ー ・部のものは矣用,藥用或は繊維の利用共他工藝材料として利用せらる、もの無 

きに非ざるも未だ小範圍:こ止りて:'K業上は依然として共芟除に年々巨額の經費を投じ主とし 

て刈拂に依るの止むを得ざる狀態に在り〇

山來笹類の!*!然枯儷域或は極めて叫牌せる笹生地が全刈地に比して耐陰性樹種の更新上極 

めて艮きJ也床たるは威え認めらるゝ處なるが故に,若し適當なる藥劑を以て根系の生活を絕 

ち得れば,爲めに落葉•乾拈せる科［輩が恰も自然枯の狀を呈して耐陰性樹種［の更新に役立つベ 

きを以て,藥劑の枯殺效果と同時に地表附近の局所的環境に及ぼす影響を調査すること必耍 

なりと認め目下引紐送試驗中なるも玆に枯殺效果に關する一部成紐を揭げて事業の參考に資 

せんとす。

抑ス•盟岡：藝上雜草類の驅除に對して右・毒藥制を施與することは相當に古清歷史を有し,共 

藥剛こも幾多の別あり。試みに主なる極類を舉ぐれば硫酸銅,臆化亞鉛,福藏亞鉛,砒酸曹 

達,焰•索酸曹達,過滿俺酸加里,靑酸加里,鹽化加里,炭酸加里,亞瞰加里,硝酸加里, 

甑素酸加里,鹽,石灰窒素,硫酸アンモニア及智利硝石,石汕,クロールピクリン,へヂッ 

卜,クサト1ル等あり〇近時均井地以外例へばテニスコート,庭園步道等の雜草に對しては 

鹽・素ゝ酸曹達を用ふる傾向多きも(彼のへ-ヂット,クサトール等の製品も本劑を主成分となす

もの、如し)腮非地の雜草駆除には聴素酸加里賞用せらる、倾あり。板野博士に依れば鹽素 

酸加里を農耕地に用ふる場合,加里は參量に土壤中に吸收せられて後日肥料たるべく又有霊 

なる!？魚素酸は除草の使命を果して速に流失する-故,跡作物の栽培上好都合にして此點鹽素酸 

曹達の及ぶ所に非すとせらる。本劑は"財 年顷より漸次雜率驅除劑として用ひられ近年吾 

國に於ても林地の笹類に對してー専ら試用せらる'に至れり〇

而して鹽素酸加里に對する抗毎性は植牧の稚類に依るは勿論更に年齢,品種,立地,施用

の季節等に因りて亦一様ならざるものあるべきを以て此種調査は成るべく廣他圍に亘りて施
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行せざるべからざるも玆には便宜の個所に於て局部的に一,二笹の種類に應じて吟味し單位 

面弑當個體數,施用時期及邦：,目的外植物に對する影響竝に施用區外(例へば倾斜せる試驗 

區の下側)に及ぼす藥害の有無等に就きて顎察し,更に鹽素酸加里の缺點を除去せる粉末合 

劑を考案せるを以て共成績を摘錄せんとす。

【I】基礎調査

1•本調在に供せし笹。

メダケ(Pleioblastus Simoni NAKAI)

千葉縣君津郡鬼泪山御料地(祥長3.5〜4.7 メートル)

東京府南多摩郡御殿山御料地(科!長1.2 メ -トル前後)

ス スタケ風 (Sasamorpha) 

神奈川縣津久兆郡湘南城山.靑山仙洞寺御料地(猝長13 メートル前後) 

山梨縣西八代郡上佐御料地 '

ハコネダケ(Pleioblastus Maximowiczii NAKAI)

束京府南多摩郡御殿山御料地(粋長1.1〜1.4 メートル) 

ネマガリタケ(Sasa paniculata MAKINO et SHIBATA) 

長野縣西筑摩郡小川入御料地(稈長1.3～1.5 メー ・ドル)

1.枯殺劑としては鹽素酸加里最も適すべし(第一,第二表)

1..本劑を水に溶解して施與する埸合には1平方メートル當藥劑量は約7グラムにて足るべ 

きも(第五,六表)結晶のま'用ひんとせば(本劑は水に難解性のため撒布後の降水に 

依りて直に奏效すべきものとは期待し難き故)更に多量を必要とす。

1.定量を一回に施用する方分用に比し效果あり〇 (第二表)

1.板野博士に依れば水田の雜草驅除には結晶性粉末を便宜とせらる\も,林地に於ては 

然らず水溶液の方遙かに奏效す。

1.施用時期は六月より九月頃迄の間にて晴天持續せるとき降水を豫期して與ふれば最も 

效あり。(木試驗に於ては標準無施用區に在りても個體木數の5乃至30 %は自然枯の 

ものを見受けたり)

1.枯殺笹體には爾後新筍の發生すること無し。

1・目的外植物に及ぼす影響は極めて少きもの、如し。試に鹽索酸加里を1平方メ ートル

〇加に危害を認めたるのみ。

ヒノキ〔稚樹,,カヤ,モミ,イスッゲ,コナラ,メルデ,シラカシ,アラカシ,巳サカキ,ア 

ヲキ,フザ,頻ン力ウパイ,ハナイカグ,コパノカ・マズミ,ミヤマシキミ,リ十ウブ,サンセ 

ウ,スノキ,ウッ・,ウラジロカ・シ,ツルケ・ミ,ヤマッッジ,ヤブカウジ,ヤブムラサキ,ア 

ヲハダ,アセビ,ヘクソカヅラ,ハウチャクサウ,匕カゲスゲ,フタバグサ,フデカンザウ, 

イチャクサウ,イヌシぎ,力ウr・パハキ,キイチゴ,カマツカ,キヅタ,キン ラン,カンス

ゲ,•キッカフノ、グマ,ミッパアケビ,マメザクラ,ヌスビトハ¥,ヲケラ,オニドコロ,ナホ 

パジャノヒゲ,サルトリイバラ,スキゴケ,シラヤマギグ,センホ•ンキリ,ササクサ,シュン 

ラン,ティカカヅラ,ツタウルシ,テンナンシr・ウ,タウゲンバ,タウギバウシ,ツルリンダ 

ウ,ッタ,タンキ可マメ,ヤブタバコ,ジャノヒザ

1. 林木の稚苗は藥害を蒙る恐れなしと•せざるも次の理出に依りて藥削の施用は肯定せら

るべし。

(イ)藥劑の施用は征類密生して地抽下刈に多額の經我を耍すべき特別の個所にのみ行

・〇

(ロ)從って斯の如き所にはー

般に有用稚网の發生あること

少く,假令现存の貧弱なる稚

樹が笹と共運命え共にするこ

とあるも址•業上支陣なかるべ

し。

(ハ)枯殺せられたる備は忽ち

共葉を脫落して程部のみ或明

間共傩存立するため,笹の自

然枯と同樣に耐陰囲種の更新

上好條件たる場合多かるべ

し。

1.ヒノキ植栽木(十年生)の根際

に1平方メートル約7グいの削

合を以て故意に鹽素酸加里を施

與したるも何等の變徴を認めざ
當り1.5グラム乃至7.0ケラムの範圍にて下記植物に施與せしも僅かにアセビ,カウヤバハキ
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り堂。

1.ヒノキー年生床替苗(四月移航六月供用)に結品狀鹽素駿加里を一平方メ ートル當ー!, 

7,10グハ及當場创製阶末合削を之れと相’京此施與して吏に引Kに對し13脂ルの水を淮 

注せるも共の後何等の影繆を認めさりき。

】•鹽素駿に依りて估死スは枯死の見込ある笹科!及根系には特徴として帶紫黑羯色乃至潟 

灰色の斑紋無數に現はる、が故に自然枯とは容易に澈別し得。(寫眞參照) 

本削施用の敖果は約ーヶ月後に現はれ,先づ共の葉枯れ始め漸次梓部にW•紋を生するも 

筮體の枯損には少くも三ケ月を要する場合多し。

1.試驗區外に及ぼす藥害の程度を觀るに源素酸加里及臆素酸牧達何れも施用區(倾斜％ 

度前後の個所)外には何等影理なきを認め得たり。施用跪に隣接する林地或は股排地に 

對しては別段に藥害を考慮するの耍を認めす。

1.從って目的とする笹生地に對しては一樣に本劑を撒布するの要あり。不均等に勉IJ・せ 

ば其效果も全般には及ばす。

1•本劑施用後1ヶ月以上を經過し共間降水あらば術後其區に於ても藥'存をお慮するの耍 

なかるべし。

同種試驗成紐は共年度を異にするものと雖成るべく省略して施川方法別種のもの'み以下 

第一表乃至第六表に取纏む。

第 表

藥劑效果

-・平方米當リ

あ區 藥劑籾知 撒布方法 C本败百分率) 米當リ 備 歩
施 !］］ ®皿る苗もなの 顯ざ著るなもらの せ客る年新独生符 個牘效

鹽素酸加里 水S容液として地 約3.5瓦を水330 72.3 22.7 5.0 19 南多摩郡御殿山
面に撒布す 站に溶解す 御料地南而綏斜

2 鹽化加里 〃 〃 15.0 82.1 2.9 31 の雜木林內メダ
ケ生地にて昭利

3 肯酸加里 〃 〃 9.4 86.4 4.1 20 4年8月7 H施
行,同5年6月

4 ®化亜鉛 〃 〃 32.0 66.3 1.7 18 7日調死

5 硫酸亜鉛 〃 〃 11.5 85.2 3.3 18 施行後14日間

6
f®化亜鉛 結品性粉末のま 7瓦中3割は鹽化 38.5 3.3 9 に於1け17る.8降水却:1瞬素酸加里 ゝ撒布す 亜鉛とす 58.2 38.5 3.3 9 は117.8耗あり

第 二 ・表

1 藥劑效果

射就
一半方米當リ

藥劑秫須 撒布方法 C本數百分率) Mり 備 考
旌 用 址

网著な|| 叫なら 冏體败1 るもの1ざるもの・rる話密

7 盛素酸加里 粉狀にて撒布す 7瓦 85.0 15.0 — 134 千葉賜君泓郡虹
泪山街!料地平坦

8 〃 粉狀二回に分用 7瓦 50.0 50.0 — 75 メダケ密生地に

して:式心低!乃
9 鹽素酸曹達 粉JIRにて撒布す 5JL 76.5 23.5 — 86 至7は昭和7年

8月10日施行,
10 〃 粉狀二回に分用 5K 68.6 31.4 — 128 撤布直後よリ引

j硫酸マグネ 
［シウム

績さ三日間降雨

11 粉狀にて撒布寸 5J£ 27.4 72.6 — 90 あり。
就«fJS 8,9は同

(撫素酸加里
7瓦中4割は7クロ

月18日に水溶液

12 ］クロールカ 41.5 53.5 __ 115 を撒布す,共後

1ルシウム 直ちに小雨あり 
本成績凋査は同

13
(鹽素酸酉逹 
［クロ ールカ 
LルVウム

〃
6其中5割はクロー 
ルカルシウム

46.4 53.6 —
4任9月6日に施

102 行せり。
共問標準無施用

•14 刷素酸加里
水溶液として攏 
布す

15瓦を水1000扼に 
溶解

94.1 5.9 — 127 の個所に於て本
127 數の約14%は自

15 •隴素酸凹達 〃 10瓦を水1000况に 
溶解

100.0 0.0 -
\

100然枯を生ぜり。

第 三 表

1 藥劑效果

ー平方米當り
找驗盛 藥劑莉類 撒布方法

施 用 址
(I本數百分率:) 米當り 備 考

顕著な 傾!著なら|翌年瑾生 個體數
るもの ざるらのIせ•る新.爲

當場附圈廿里御

16
鹽素酸加里 刈拂後直に水溶 約3.5花を水330站
鹽素酸加里 液を撒布す に溶解 77.1 19.4 3.5

25料地モミ,アカ
25 マッ天然林疎開

の東南緩靜メぎ 
ケ生地にて昭和

17 〃
撒刈布拂すを行はずに 〃 72.3 22.7 5.0

194年8月7日施行
19 昭和5年6月7

日調査

第 四 表

藥劑效果 ー平方
ー平方米當り

試驗遍 藥劑和｛類 撒布方法
臨 用 !3:

C本數百分率) 米當り 備 考

囲るものな ぎるもならの せ史る年农新生布 個岫

18
期素酸加里 水溶液として撒 3.5瓦を水165死 82.3 16.7 1.0
期素酸加里 布マ に溶解 1.0 22施用區は同上

19 〃 〃
3.5瓦を水330拓 72.3 22.7 5.0
に溶解

19 昭和4年8月7 
口施行

20 // 〃
3.5瓦を水660晚 98.8 1.2 〇
に溶解

28 昭和5年6月7 
日湖査
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第五表

長野縣木竹小川 
入御料地にて昭 
和6年6月30日 
ネマガリダケ生 24 鹽素酸加里 布水す溶液として撒 濬/解瓦を水1000站に 100.0 44地に施與す。

ー平方米當り
藥 劑・炊果

一平Z

試钢 藥洌秘類 !撒布方法

施 用 fit
(本败百分40

U0狩な!«aWfc&X’年り生
6 G 0(ざらしの せら饬お

米當リ 備 形

個股吸

1
1 ’昭図8年9月7

21 顚索素加里 水洛液として撒 7亢を水1000立巳に顚索素加里 布す 溶解 100.0 ° 〇
U1 日八nネク・ケ・
U1 地にて施行す, 

共後14日間に係

22 瑜素酸收達 〃 〃 100.0 〇 ・〇 24 水25.2枉あり
24 昭祁9华3月8 

日副在マ

23
(的素仗伸達 [7瓦の內3割は
[盛素・酸加里 〃 1瓠席酸凹達

第 -ノ1、—

ー平方米當リ

99.9 0.1 -

表

藥 劑敖 果

164 標準弑•施用帽に
164 ては約8% 口然

枯あり [

ー平方

施明 藥劑再彌 撤布方 法
施 用 址

C本败百分40

也署な M！蕾なら 32年い生 
るもの1ぎろものせろ新苗

米當リ 備 後

個般阪

布す 濬解 施行後14日間に
降水川:183.4耗 

•1 あり,斐年3月
1 1 副あす。

【!！】創製粉末合劑と其特徵

鹽素酸加里は火氣に對して極めて危險にして爆裂藥原料として劇樂に疝す。從って貯蔵,

運搬共他取扱中は勿論,林地に撒布する場合にも特に火氣に注意を耍するのみならず,糸占品

又は結晶性粉末は水に難溶性のため少蛍の降水にては充分に解け難し,從って結晶のまゝを

丿IJひんとせば相當に多量を要する缺點あり。

之等の缺陷を補はんがため先づ

1.火氣の危險性を減没すること

1.水に溶解し易からしむること

1.撒独他取扱に便ならしむるため粉狀とすること

1«調製方法簡易にして安價に缺陷を補ひ得べきこと

を目標として次の處方を得たり。

鹽・酸加里 ]0tログクム

鹽化ナトリウム 3川〃よ(粗製の鹽にて可なり)

創製粉末合劑の處方、
硅 藻 土 ロダ»よ

水 105

木處方に依りて合割約20®ノ・•を彳・べし。撒布而積を標準とす。

訓製法 水13ハルを熱して盥を溶・解し,次で盥來酸加里の10'"ハを加へて充分解け

たる後,硅藻土を以て粉末とす。

經費

鹽索酸加H1 10牛いグい、 3,600

■&UU 3キログラム 0,168

硅 藻 土 6キログ,ム 0,330

調製人夫 0,3人 0,240(日給80錢の割)

計 4,338

(鹽素酸加里の價格は昭和十一年前半期には1〇キレ・に付£3〇なりしも同年

十二月には310となり,本年前半期には約共七削を昂滕せり)

木粉末合劑の特徴及效果

1.極めて水に溶解し易し。

結品性・分末と-本合劑との溶解性の難易は檢鏡のタト,页に酒八表に依りても了解 

し得ペし。

從って本合劑を用ふれば鹽素酸加里の單用に比し經費を節して奏效す。本合剤

を笹生地の全而に(10」ルに對し2〇中“八の削にて)略ー樣に撒布すれば全般

に藥效を奏して爾後新筍の發生することなし。本劑はクズの枯殺にも利用し得

べし>山來クズの撲滅法としては塊根の掘取,藥劑に依る枯殺或は卷伏せ法等

種乃あるも從來用ひらる、藥劑に比すれば本合劑は取扱容易にして速效あり〇

卽ち掘取容易ならざるものを選び塊根の上端を鍬にて傷付け之れに合劑の一握 

り(40g前後)を撒布せば足る。

1•施用時期

本合劑は水に解け易く速效性なるが故に特に施用の時期を選ばざるもの、如谷 

も植物生理上六月より尤月の候は最も適すべし。
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晴天扌挠7せる際降水を像期して撒布せば瑚著に奏效す。

1•本粉末合劑は火氣に對する危險性なし。

鹽素故加里は火氣に對して危險ありス微：H!の濃硫灌共他の黴'iを滴下せば全品: 

は瞬間に發火爆發す。然るに本合劑に於ては濃硫液を滴下するも共局部のみ極 

めて微かに發火して他の部分には何等の危險を件はず。火氣を觸る'も引火せ 

す。喫煙中の歯草も本粉末を以て覆はV反って消火す。硫黄,硫化物,木炭末 

蔗噩 樹脂等を混して摩擦槌擊するも危險なし。斯くして全く共劇藥性を失へ

り〇本處方は燃素酸曹達にも適用せられて便あり〇

1.本劑は乾燥粉末狀なるため運按取扱及び撒布上至便なり。(イi汕空觥一個は本合網約 

ロ,"いを容る。ー箱二縦詰とせば包装共約4〇川ク"あり)

1.施用に際しては本合劑の定量を便宜多數の发に分け共の吸に應じて施與地積を略等分 

し 人夫が笹生地內を左右に撒きつ、往復するを便とす。(多くの場合-•人が左右各二 

米宛の幅に撒き得べし)本劑は莖稈葉部に掛くるの耍なし。撒布に要する人夫數は地形 

笹の種類,密度等に依りて一樣ならざるも經驗に依れば1へ"小當(運搬也の雜用夫 

を除き)二人半乃至四人を普通とす。

1.昭和十年一月二十日に當時の甲府出張所職貝が片町澤事業區3O"スギ三十五叩生造休 

地澤沿林緣のスズタケ生地に僅か試用せられたる結果は極めて艮好なりしと云糸。

1.翌十一年八月六日に同事業區73北面傾斜の防風樹帶內スズタケ生地卩～二に施用せ 

り。其狀況報吿に依れば「施藥後三週間目より山腹下方一部の笹葉に點々黃色の斑紋を 

生じ漸次擴大し遂に褐色となりて枯死す。地下莖も亦之れと並行し褐色に變じ十月下旬 

殆んど枯死し容易に拔莖す。但竹稈は尙靑色を帶ぷ」とあり。

1.昭和十二年八月十六日に同事業區!4尼通東南向傾斜二五度內外の濶葉樹林內スズタ 

ケ生地にて約2ヘ"ールに施用の結果は同年•・一月九日の調査に依れば峰に於て顯著に枯 

死せるもの1〇〇•〇%中腹に於て99.3%共以下に於て99.0%を示し,多少殁存せるもの 

も旣に活力は相當衰へたるの狀況なりと云ふ〇

1.當場高尾擔當區貝が板當御料地In (北面傾斜三〇度內外)昭和十二年度ヒノキ植栽地 

に0.03ヘクタールを採りて本年八月下旬に行ひたるクズの枯殺試驗成績に依れば株敏389本, 

內根塊の掘取りを有利と認むるもの111株は0.5人にて掘取り他の掘取困難なる278 

株に對しては人夫L5人を使役して木劑を施與せしに(使用せし藥劑價格約2.20円)ーケ

月後に於て濒著に枯死せしもの274株及葉色黄變して枯死の見込あるもの4株なりしと 

云ふ〇

L 目的外敬物に麥Jする藥害の程度は原料たる鹽素酸加里單用の場合と同樣なり〇

1.斯くして本粉末令"剖は造林上障宙たる笹/ (捆収容易ならざるクズ)の摸減に對して 

中業上適すべし。

藥劑W弑!

I

鹽索酸加加里用

第

1へ,夕-ル當施用点

100花乃至30滅

七 

藥劑伊格1
3W乃至10印】

表

備 考

蛹素酸加里の單用は本文中に’記述ぜし如 < 耕 
業上推獎し難し

假リ1:水溶液とすろ1 1ヘクタールの撒布に 
水10000立以上・を要すべきが故に殆んどn行 
不可能なり。

創製粉末合劑 140荘乃至200駐 30円乃至43円命
合剤中に合まるゝ寵索酸加里の派は約共半址 

なん ・

第 八 表

藥劑の秆1類及共疑 添の加 せる飛1！

鹽索酸加!113 瓦 50此

粉末劑6.6JE(寵素酸加里3瓦含右) 50

聽素 ・酸加里 3 乱 50

粉來劑6.6瓦(臨素酸加里3 M含・仃) 50

螂素酸加里 3 瓦 50

粉末劑6.6瓦(囑素酸加里3瓦含む) 50

鹽索酸加里 3 瓦 50

粉末劑6.6瓦(寵素酸加里3瓦合右) 50

第

事 業 副卷區 人夫數|n金 價格 

人 円 卩1
下 刈 35 12.0 1.00 12.00

Km m
7/ 36 12.5 1.00 12.50

合劑撒布 i 35 2.5 1m. 00 2?50

〃 | 36 3人.51 1.00[ 3.50

處 !2 溶盛 素酸解加 里の强

1.4772
水添加後攪拌しつ、直ちに濾過マ 1.9563

少しく 攪拌し1分 1.5C65
間 放 i2 1.7071 1

1.2436
5 分 放 置 1.6577

1.3597
5 心 間 放 置 2.2236

九 表

備 考

關相敏35は本年春期に神奈川驟津久井郡洲南城山 
御料地の山腹南而急斛地(礫を混ぜる址貿壤土)赤 
松人工林28年生メダ歩生地(一平方米當91本, 
商1.来80)にて施行し却枸底36は同叶に同郡仙洞寺御 
料地の山腹四南面急滸地 g壤土:)天然雑木林約 
20 .年生,八ヨネザサ生地C 一平方米當73本,高1.来 
70)にて實施せり。人夫賃の基磴は一日八心間勞的 
にて1円とす。
1ヘクタール富合劑140花を施用し樂劑價格は30回 
なるが故に三冋の下刈經我は一回の合劑施用を償っ 
て餘あり〇
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第 、十 表

藥,削效果し平カ1 .
1平方米

メ驗催 施用 n!f 期 (本數百分率)米當個 備 考
當施用抗现靜な®!欧 ら|本年發生脸敢 

るしのざるしの|せる新衍

|

35 昭和十二年二月十六日木粉末合削20瓦 92.9

36 昭和十二年二月十七〃 〃 92.4
| • 1

理;¥"-1-二彳:-]-一月十八 
•い〇 78藥劑俄効ならざる

1のには多少の生椽葉 
を存する技ヤ部及根系 

7.6 〇 67には旣に藥害のC5候た 
る斑紋現はれ早|挽枯用 

の見込あり。

第 十 表

藥劑效果し平カ

當施用裕顯若な‘顼若なら序年發牛・腮數

るしのざるものせる新筍

1平ガ米
次駿區 藥劑範類 撤布方法 (本數百分率j):米苗個 伽 我

25 制製粉末合削粉末にて撒布す
盛案酸加里 
5瓦の割

99.5 0.5 121
昭和8年11月4 
日ノ、コネダケ生

26 〃 〃 j鹽素・酸加里
4 •瓦の;切

99.5 0.5 78
地にて施行す, 
共後14日間に降

27 鹽素酸加里 〃 7.0瓦 99.8 0.2 103
水fit 46.7耗あ
り,9 4戶3月朔J

28 〃 〃 3.5瓦 59.4 40.6 — 103 査す。昭和9年 
3月8日御査

リ施用量

第 十 二 表

試數雁 施用喃期
1平方米當 

撒布方法

藥劑 效果 !平カ

(本數百分率:) 米當個 備 考•

1

顯・な 顯・なら 翌年發生 般吸：
- る｛,の ざるものせる勒荷

29 昭和11年1月 本粉末合劑施用 20瓦 75.5 24.5 — 80

65

魚・揚附屬小歩漂 
御料地四而急斜

30 3月 〃 〃 88.5 11.5 — の山腹メダケ生 
地にて100平方

4431 5月 〃 98.9 1.1

1.6

— メ-トル宛を採 
リて施行：し。

7032 7月

//

〃 89.4 — 昭和11年12百10 
日成績を朝査せ

8433 9月 〃 100.0 〇 リ。

34 】1月 〃 11.7 88.3 49
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ON THE SASA (SMALL BAMBOO) KILLER, ESPECIALLY ABOUT 

THE MIXED POWDER OF OUR OWN PREPARATION.

BY

Kozo Hasegawa

and

Ryonosuke Koyama

Resume:

(Potassium chlorate
ヽ Salt io kg.

A prescription く「・, , 3 kg.
1 JDiaton earth1 JDiaton earth

(.Water 6 kg.
IO 1.

We obtain about 20 kg of mixed powder by making up this prescription, and 

we can usually sprinkle this volume for ioare of bamboo land.

This investigation was undertaken to ascertain the efficacy of mixed p 

of our own and to compare the effect with Potassium chlorate for S-lsa「山 

This powder is more soluble and efficacious than Patassiuni chlorate t1

One or two months after sprinkling, many brownish gray spots can be seen 
on the stalks and root systems and these bamboos wither away before long.This 
powder is absolutely fire proof and may be treated safely.
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落葉に關する二•三の研梦

大 政 正 隆

森 經 ー

緖 言

操林に於ける落莱類は林木養分の給源として重要なばかりでなく,その分解によって生す 

る腐植は土壊の理化學的性質を一變し,土壤微生物の種類•數衆•機能等を左右•すると共に, 

時には稚苗の存立・消失にまで影軽するものである。從ってこれに關する硏究は旣に從來も 

頗る多岐に耳って行はれてゐるが,その大部分は歐米のものであって,落葉の分解に關する 

硏究の如き,本邦に於ては未だ殆ど行はれてゐないやうに見受けられる。落葉の分解に就い 

ては歐来の硏究成績からも或程度の類推が出來ないではないが,樹種・氣候・等の異る本邦には 

その儘適用し難い點が少くない〇それにこの方面の研究は造林・施業の實行上極めて必要で 

あると者・へられるから,著者等は新に歐米のものとは全然異なる設針の下に落葉分解試驗を 

行つた。卽ち旣往の落葉分解試驗は主として室內に於て恒溫・恒濕の下に行はれ•こゐるが, 

本研究に於ては寧ろ成るべく自然に近い狀態で落葉を分解せしめ,複雜な環境因子の總和が 

分解現象に如何なる影響を及ぼすか,又針葉樹林•落葉濶葉樹林及び裸地の三つの特色のあ 

る環境によって,分解の速度•様式及び分解生我物の土壤に及ぼす影響等に如何なる遂異が生 

ずるかを知りたいと考へたのである。そして針葉樹林•落葉濶葉樹林及び裸地の代表として 

ヒノキ林•コナラ林及び苗圃を選び,そこに夫々異なる土壤を收めたニ組のポットを設置L 

その各々の組のポット內でヒノキ•スギ•アカマツ・クリ・コナラ・ヶヤキの落葉及びアカマッ 

とヒメヤシr・ブシの落葉を混淆したものを設置して分解せしめた。又これと同時に,他方に 

於て金片資料として御料林內の主要樹種［の落葉呈を調査した〇これ蜉は落葉類に關する硏究 

としては豫備的のものであるが一光づその成績を取絶めて玆に報吿することにする。

本硏究をなすに當り多大の援助と助言とを與へられたる長谷川孝三技師竝に懇篤なる敎示 

を賜りたる恩師麻生麼次郞博士,三浦伊八郎博士に謹みて深甚なる謝意を表する。

⑴ 本報吿の一部は昭和！0年4月S II,「I本休學會春季大偉席上に於て發赤l仁
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落葉の分解に關する硏究

I 實驗方 法

1試驗地の設定

林木の影缨を除いた他の條件を成るべく均一にしたいと考へ,試驗埸構內の極めて近い距

離にあるヒノキ林•コナラ林及び苗圃を試驗地として選んだ。各試驗地の狀態は第一・二・三

圖に示す如くである。この中でヒノキ林とコナラ林とは相隣接してゐる。又ヒノキ林と苗圃

は平坦であるが,コナラ林は約1〇°南方に倾斜してゐる。ヒノキ林とコナラ林の林況の大耍 

は昭和!0年の調査によれば次の如くである。

2落葉の設置

樹種 林齡 平均頂：徑 
cm

平均樹髙 
m

平均材弑 
1%當り

鬱閉度

ヒノキ 80 36 16 246 0.9

コナラ 15 7 8 46 0.9

內法直徑16cm,高さ16cmで下底に回孔を有する回筒形の植木鉢を以て試驗用ポットと 

し,これを210個宛各試驗地の中央に第一.二・三圖に示すやうに竝列して設置し,これを2 

分して後に記す2種類の土瓊を!.7kg宛容れ,ボット內の土壤面と試驗地の土壤面とを同一 

水平面內に在るやうにした。次にヒノキ・スギ・アカマツ・クリ・コナラ・ケヤキの落葉を各 

え單獨に,ヒメヤシャブシとアカマツは垂星比で3:7の割合に混淆して,〔°鬼 宛をポッ 

卜內の土壤の上に置いた。この際に落葉と土壤とを特に混和することはしなかつた。このや 

うにして各土壤每に1種類の落葉に就遂14個宛のポットと,別に標舉として土壌のみを容 

れて落葉を置かぬポット14個を設けた。

但しヒメヤシャブシとアカマツを混淆したものは後に記す赤土を容れたポットのみに設置

第一圖 試験地 I 裸地

Fig.1. Plot I. Denuded site.

第二圖 試驗地I！ コナラ林

した。

4
Fig. 2. Plot II. Forest site of Quercus scrrala.
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第三圖 試驗地ビノキ林

Fig- 3. Plot III. Forest site of Uh a n i acci/ par is obhcsa.

ポツトを設置するには,先づ約3.5m平方の土壤を深さ約30cm迄掘取り,排水を良くす 

るために底面に稍え傾斜をつけ,その下方に直徑約Im,深さ約Imの孔を掘り莅果を中 

に入れてポットから流出する水をこゝに導く様に工夫した,次に掘取箇所に!'zさ約15cmに 

礫を敷き,表面を成るペく水平にし,その上にポットを竝列した。ポットの間は與に掘取っ 

た土壤で埋め,その表面を試驗地の表而と一致するやうにし(コナラ林の埸合はポット設置 

區域を水平に均らし,その面に一致するやうにした),更に雨滴によって周圍の土勲Iがボッ 

卜內に飛込むのを防ぐ為に表面に/J、砂利を敷きつめた。只苗圃では夏になると小砂利が熟せ 

られて非常に溫度が高くなる虞があるから芝を張ることにした。このやうにして排水には餘 

程氣を付けたのであるが,それでも尙ヒノキ林內に設置した植木鉢は長雨の時には排水が遅 

れ勝ちであったやうである。ポツトの表面は5分目の金網で蔽ひ落葉の散逸を防いだ。

木實驗では落葉の分解の進行に件って土壤の性質に如何なる變化が超るかを;調べることも 

一つの目的であったから,ポット自身からの浸出物の影響を成るべく除く必要があり,その 

ためにポツトは豫め沸騰水中に約1時間浸漬し,流水で充分に洗滌して使用した。ポット內 

に容れる土壤には腐植を含む中性上壤と,腐植を含まぬ酸性|：壤の2種を川ひ,落葉分解の

速度が土壤によってどの程度に左右されるかを見た。以後便宜上前者お黑土,後者を赤土と 

呼ぶことにする。旣述のやうにポツトには黑土 ・赤土共に1.7kg宛容れたのであるが,赤土は 

腐植を含まぬから緊密になり表面が黑土に比して著しく沈む故,上面を揃へるためにえの下 

に良く洗滌した砂lkgを置いた。又ヒノキの落葉は他の落葉に比して密に堆植し,從って表 

面が低下し,ポットの周緣のつくる蔭のために表面の受ける光線蛍等に差異が出來るから, 

ヒノキの埸合に限って,黑土では1.0kg ,赤土では1.5kgの砂を土壤の下に置くことにし 

た。使用した土壤は全部2mm 110111I孔飾を通した細土で,その理化學的性質は次に示す如

くである。

機 械的 組・成 港 度

土 壤
粗砂 細砂 微砂 粘土 希性酸庾CpH) 畦換酸度33

腐植

% % % % %

赤 土 10.57 28.70 15.15 45.58 4.87 31.45 2.18

、黑 土 11.02 11.52 18.33 56.13 6.37 0.30 9.17

3落葉中の溫度の測定方法 •

木實驗のやうな誤計の下に落集を分解せしめる場合に,最も大きな影響を與へる環境因子 

は水分と溫度のやうに者へられる。この中水分の測定は種々の困難が伴った為に行はず,只 

溫度のみを測定することにした。卽ち四端一列の各落葉內(標準區では土壤表届內)に寒哌 

計を抑入し1週間毎に110時•14時の2回觀測を行った。又土壊微生物と關係せしめて君 

へると最も必要なのは溫度の坡髙•最低であるから,別に赤土區のヒノキ落葉と黑土區のコナ 

ラ落葉內に最高•最(氐寒暧計を挿入し1週間每に〔°時に觀測した。赤土區のヒノキの落葉と 

黑土區のコナラの落葉を特に選んだのは漁備試驗によって他の落葉內の溫度の最高•最低は 

略々この2種の落葉內の溫度の最高•最低:の簸i圍內に在ることを知ったからである。心导技 

低の兩寒暧計はポットの側方に小孔を開けて水平に挿入Lた。

4 落葉分解堡の測定方法

落葉設置後1年目と2年目の兩回に苴り落粟を採集して分解による消失量を測定した。ポ 

ットの中には冬期の嚴密によって破頊するものが少くなかったので,每回落葉!種知に就い 

て完全なポット4個を選び,その中の落葉を採集して別々に注意して風乾し,ピンセットを 

使って出來るだけ土壤を除去してから各ポット分毎に秤瓦:し,4個の平均値を以て每回の落 

葉量とした。次に秤堂した落葉を,同一種類のものは全部一緖にして良く混和し,鉄で萩I跚 

して一部を落葉組成分の分析川に當て,他の一部を灼熱して灰分を定站し,この蛍を前記落
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葉量から差引いたものを以て各莉落葉の分解量を比較することにした。このやうに落葉か:を 

有機物量で比較したのは,灼熱後に殘る所副灰分の中には土壤が粗當・混和してゐるため,こ 

れを含めては到底正確な比較が出來なかったからである。嚴洛に云へば,最初と技後の右一機 

物型：の差を以て落葉の消失量とみることは,微生物によって合成される物質があるか冒南雖 

であるが,本實驗ではこの叫iはあまり価慮しなかった。

5落葉組成分の分析方法

落葉紐成分の分析は\V：iksn)an, Stevens兩氏法に傘據して行ったのであるが,多吸の實驗 

を行ふ必要から多少簡易化した點がある。以下そのカ法を記すことにする。

水分 常法によって定量：した。

全窒素 Gunning氏變法によって定代した。

エーテル抽出物 風乾試料3gをSoxhlet抽出器テルひて16時間エーテルで抽出した後 

工ーテルを蒸發し100'Cで1時間乾煥して秤员した。

冷水抽出物 エーテル抽出後の殘津を500ccのビーカーに移して300ecの蒸溜水を加へ, 

時え攪拌しながら・時間室溫で放置した後エナ硝子製強過器(No.l)で渡過し,冷永で良 

く洗滌して濾液を正確に500ccとした。この巾の200ccを石英若しくは磁製蒸發皿に採って 

蒸發し,100'Cで乾燥して恒燈に逹せしめ,次にこれを灼いて恒星を求め,灼熱損失量から 

冷水可溶有機物の虽を求めた。

溫水抽出物 冷水抽出後の殘滓を250ccのエルレンマイヤーフラスコに移して150ccの 

蒸溜水を加へ,逆流冷却器を附して湯煎鍋上に3時間・靜置し,先に使用したエナ硝子製油過 

髀を以て成るペく速に泄過し,熟水で良く洗滌して濾液を正確に500ccとした。この一定虽： 

を採って冷水抽出物定:&の場合と同樣にして溫水可溶有機物の量を求めた。

アルコー儿抽出物 溫水抽出の殘滓を250ccのエルレンマイヤーフラスコに移して95% 

アルコール150ccを加へ,逆流冷却器を附して湯煎鍋上に3時間靜直した後先に使用したエ 

ナ稍子製濾過器で濾過し,95%の溫ア兀コールで艮く洗滌した。次に濾液を石英若しくは微 

製蒸發皿に移して全部を蒸發し,100•〇で1時間乾燥して秤量しアルコール可溶有機物の蛍

⑴ Waksman氏に依れば好氣的狀態で分解される在機物の20—40%が微生物の合成に對されるとい 

ふ〇 Wal<snian, S・ A.,1932. Principles of soil microbiology. 2nd Ed. Baltimore.

⑵ AVaksman, S. A., and Stevens, K. R.,193〇• A system of proximate chemical analysis of plant 

materials. Ind. Eng. Chem・ Anal. Ed., 2 ：167.

を求めた。

へミセルローズ ブルコール抽出の殘滓を250ccのエルレンマイヤーフラスコに移して 

2% HCl150ccを加へ,逆流冷却辭を附して5時間酔かに・煮沸した後をエナ硝子製濾過器で 

池過し,熱水を以て鹽素の反應が無くなるまで洗滌して池液を正確に500ccとした。この中 

•から120cc (液の稀薄なときは40cc)を採って10% NaOHを以て中和し,Bertrand氏法に 

よって葡萄械を定困し,これに0.9を乘じてへミセルローズの衆とした。2% HC1處理の 

殘i宰は1〇時間70'—80'Cで:乾燥し,更に1時間100P.に保ってから秤母：して稀薄酸處理 

による減毋:必求めた。

憲維素 稀薄酸で處理して乾煙した殘滓の中からlgを250cc(Dエルレンマイヤーフラ 

スコに採り,これに10ccの80% HsSO4を加へ,時た振遅しながら2§時間放置した後 

150ccの蒸溜水を加へ,逆流冷却器を附して5時間崎かに煮沸せしめた。次にエナ硝子製濾 

過捣で濾過し,硫酸の反應の無くなるまで熱水を以て洗滌して池液を正確に500ccとし,そ 

の一部を採って2% HC!處理の場合と同様にBertrand氏法によって術荷糖を定量し,こ 

れに係數〇•9を乘じて繊維素の昆とした。

リグ二> 80%硫酸で處理した殘滓を灼熱灰化してその際の損失蛍を以てリグニンとした。

粗蛋白質 全窒素に係败6.25を乘じて粗蛋白質却:とした。

6 土壤のpH價及び置換酸度の測定方法

pH價 落葉を採取した後のボット內の土壊を表面から3cmの深さまで採取し,落葉の場 

合と同樣に風乾して混和した。その中から40gを振邊坂に採って蒸溜水100蹌を加へ,密检 

をして1〇分間振盪して懸濁液を製り,リこれを使ってキンヒドロン壮極法によって測定した。

置換酸度3D pH價測定に使用した風乾土壤！40g・を振避壜に採って1N-KCI液100CC 

を加へ,1時間振避して濾過し,濾液50cc:を採ってフェノールフタレ・インを指示藥としで 

1/10 N -NaOlIを以て滴定し,得數を土壤1〇〇&相當企に換算して實驗酸度數(火)を得た。

H實驗成績及び考察

!落葉の溫度

分所：時に於けるヒノキ及びコナラの落葉內の最髙•最低溫度を圖示+・Hば第五圖の如くで 

ある。他の落葉內の溫度の最高’最低もこの溫度の箭:圍を｛:Hないやうである〇これによって 

見れば果地に於ける落葉內の溫度は甚だ髙くヒノキの如きは夏期に於てGO'Cに逹する場合
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さへある。落葉內の最低温度は常に最:低気溫より髙く％：度より著しく降下することは無い。

各落葉內の最低溫度は設置庖によって殆ど差異が認められないが,最高温度は殺置傾によつ 

て趣を異にしてゐる。コナラ林內に設置した落栗內の溫度は3月初句から4月下旬までは裸・ 

地に設置した落葉內の溫度と略々一致し,5月中句以降はヒノキ林內に設置した落栗內の溫 

度に一致することは新葉の開舒によるので,これによってコナラ林內の落葉の溫皮は落葉の 

分解に好適な條件の下に長く置かれてゐるのである。

2落葉の分解速度

各種の落葉をヒノキ林•コナラ林或は苗圃で分僻せしめた場合に落葉分解の速度に如何な 

る差異が現れるカゝを知るのは,腐植生成の難易 径分衍給の遅速等の問題と關聯して興味深 

いことであるが,第一表は落葉の消失量を落葉設置後第1年「I及び第2年目に定困し,これ 

を原料に對する百分率を以て示したものである。この表にはヒノキの落葉の消失量を記載し 

てないが,それはヒノキ林及びコナラ林內に設置したヒノキの落葉の中には,樹冠から落ちる

雨滴の衝擊によって金網の目を拔けてポツト外に散逸したものが少くなかったからである。

ヒノキの落葉の分解速度の比較は,別に〇・5分目の金網を以て蔽ひ落葉の散逸を防いで行っ

た同樣の分解速度比較試驗の成績(第二表)によることにする〇

第・ー表 落葉分解速度の比較(共の一)

Table I Comparison of the rapidity of decomposition of forest litter (i)

C The amount of reJuction of organic material in per cent of total j)

裸 地 , コ・ナ ラ 林 匕 ノ キ 林
Denuded site Forest site of Quercus serrataForest site of Clmmaecyparls obtusa 

落葉の砌( 赤土區 黑土區 赤土 M 黑土區 赤土區 黑土!ffi
Soil A Soil B SoiA Soil B Soil A Soil B

Lilter type !年經 2年經 1年經 2年經 1年經 2年經 1年經 2年經 1年經 2年經 1年經 2年經
過 過 過 過 過 過 過 過 過 過・ 過 過
After 1After 2 After 1After 2After!After 2After 1After 2 After JAfter 2After 1After 2
year years year years year years year years year years year years

Cスry ptomerla Japonlギca 14.7 45.1 29.4 48.8 31.3 46.5 23.8 43.7 31.4 50.8 26.9 49.2
Cryptomerla Japonlca

Z カ マ・ツ 
Pinus densiflora 
アカ マッ 

+ 
ヒメヤシャブシ

2G.8 44.5 36.1 43.7 27.7 55.9 — 37.2 48.1

38.0 53.7 39.6 61.9
Pinus densiflora 

+
Alnus pend ロla
り リ
Castanea crenata

60.9 71.0 00.5 74.7 66.0 83.3 59.5 79.2 55.6 77.4 56.6 71.5

コ ナ ラ
Quercus serrata

58.5 73.4 64.2 72.3 63.R 81.0 54.7 7G.7 49.6 66.7 45.7 69.8

ケ ヤ キ
Zelkowa serrata

36.4 57.7 43.2 56.7 41.3 57.1 39.9 54.1 35.4 54.4 34.6 47.0

數字は落葉消失疑の原料に對する％,無灰肖機物量を以て算出し,各値は4個の平均値。

* The figures are calculated on a basis of ash-free organic material and are the avenage of four samples.

第二表 落葉分解速度の比較(共の二)

Table 2 Comparison of the rapitlity of decomposition of forest litter(2)

( The amount of reduction of organic material in per cent of total )

济葉の:Hl ・苑i

Litter type

ヒ ノ・ キ
Chatnaecyparis obtusa

ス ・..¥
Cryptomeria japonica

ア カ ・マ ッ
Pinus demifiora

ク 、)
Ciistanea crenata

ケ ヤ キ
Zelkown serrata

i

裸 .ilk ヒ ノ キ 件
Denuded site Forest site of chamnecyparis obtusa

;成聴揚； 木 曾'、決赊鸠: 木 竹
Forest Exp. Sta. Kiso Forest Exp. Sta.; Kiso
2年辭・過 3年紐過;2年年過 3年經過| 2年經過 3年經過| 2年經過 3年料過
After 2 After 3 After 2 After 3 After 2 A年fter 過3| After 2 After 3
years years years years 1 years years years years

44 43 55 55 53 54 52 56

29 33 31 34 32 38 29 32

52 59 45 49 49 69 42 46

54 70 63 65 83 77 ・・0 61"

! 50 62 34 41 49 66 35 35

賊字は落葉消失•最の原料に對する％,無灰有機物量を以て算出し,书値は2個の平均値。

* The figures are Calculated on a basis of ash-free organic material and are the average of two samples.

以下第一表及び第二表に示された敏宇によっこ 落葉湎類；別•年度別•試驗區別及び土壤 

別の各方面から落葉の分解速度を比較希察することにする。

落葉の種類別から見た落葉分解の速度

第一表によればクリ及びコナラの落葉はI年目に旣にその重量の&以上を分解消失する

カヾ,これに反してスギ及びアカマツの落葉は約iが分解するに過ぎない。殊にスギは初年度 

に於ける分角早が他の落葉類に比して困難なやうに見受けられる。又第二表によればヒノキは 

スギよりは分解・*ぜ速な倾向はあるが,少くともアカマツに比して速であるとは云ひ難い。ケ 

ヤキの落葉は他の潤葉樹の落葉とは多少趣を異にし,分解が相當に困難であって,分解速度

⑴ 寒冷・な地と溫唯な地とで落葉の分解速座に如何なる差異が现れるかを知る冃的を以て行っれLの 

である。この試驗では桶木钵の代りに直徑30 cm,商さ40 cm,の土管を用ひ,その中に腐植を含 

まぬ下層土 5kgを容れ,土壊の去而に落葉0.5kgを置いれ。そして0.5分口の眞餘金網で表 

•而を被っれ。排水の設計は植木鉢を使用しと同際にしれ。土管の贩は80個でヒノキ•スギ・ 

リ、)•ケヤキ及ひ’アカマツの藩葉を各謨进箇所に就さ 4個宛に設圈しれ。落葉の設置は昭和7半 

11月3 Hに行ひ,設設後第2年目の昭和!〇年5月26日に第1回F！の探吸を行ひ,xの翌年 

(昭利!1年5月29日)に第2回の採集を行った。設從箇所としては林業寂驗場構內と木曾支岛 

上松川張所部內小川入御料地のしノキ林(小川事業础區倒班74)と裸地(小川事業區匿劉班103) 

に各1箇所宛合計4箇所を選んだ。
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はクリ・コナラの類とスギ・アカマツの頹の中間に位してゐる。クリとコナラでは分解速度 

に殆ど差異が認められない。

このやうに落葉の尅预によって分解の速度に差異のあることに就いては種N・の理山が8へ 

られる。第三表の原料分析結果を比較すると,針葉帽の落葉は濶葉樹の落葉に比してエーテ 

ル及びアルコール抽出物を多量に含冇し 窒素含有量に乏しいが,このこと等は從來の硏究 

成績に徴して釘喚樹の落葉の方が分解の困難なことの理山の一として擧げ得るやうに君へら 

れる。

第三表 供試落葉の組成分 

C絕彩物に對する％：)

Table 3 Proximate composition of forest litter used for 

decomposition studies.
(Per cent of dry material)

紙 成 分

Constituent

ヒノキ 
Chamaecy- 

paris 
obtusa

ス ギ
Orypto- 
meria 

japonica

アカマッ

Pinus 

densiflora

エーテル及アルコー

ル抽出物
Ether-and alcohol- 
soluble fraction

19.03 13.59 17.91

帯水抽出物
Cold-water soluble 
fraction

8.11 6.25 3.45

温水抽出物 
Hot-water souble 
fraction

5.94 5.74 4.69

へミセルローフ：
Hemicellulose

11.59 11.85 14.25

緘 維 素
Cellulose

10.04 16.31 18.4G

リ・ ケ ニ ン
Lignin

30.27 28.72 33.19

粗張 n.質
Crude protein

3.19 3.69 3.13

(全 室 素:)
(Total nitrogen)

0.51 0.59 0.50

灰 分
Ash

6.92 5.80 2.40

C5I1 W
(Silica)

0.52 0.61 0.51

合 計
Total

95.09 91.95 97.48

ヒメヤシャ
ブ シ

Ahius 
pendura

ク リ

Castanea 

crenata

コナラ 

Quercus 

serrata

ケヤ•キ

Zelkowa 

serrata

7.21 7.45 6.83 5.56

2.34 5.25 2.84 2.08

3.57 8.96 4.61 4.10

11.30 12.03 13.41 16.00

6.44 13.43 15.01 13.59

41.67 28.54 34.99 30.12

15.50 7.00 6.00 6.13

蟻 1.12 0.96 0.98

9.81 5.10 8.20 17.41

4.83 1.44 4.22 12.43

97.84 87.76 91.89 94.99

«)この柯の吸字は供試材料によって,同一糊掘のものであっても可なりの莲異があろ炉ら,比較

を行ふ場合にはその:Zとを无分考慮に入れて股かればならない9

エーテル及びアルコール抽招物が多量に存在するときに落葉類の分解が遅滞することに就 

いてはNemec氏⑴は,•アルコーノi ・ベンゼン抽｝K物に就いてこれを認Waksman, Tenney 

兩氏⑵は,ナラの葉がライ麥科・に比して全空素の含有虽が3倍もあるのに分解速度に差異が 

ないのは,ナラの算ぎはリグニンの他に敬質物を多且:に含有してゐるためであるといふ推斷を 

下してゐる。

又空ヨ«は微生物が動植物・遺曜を分解して蛤航する際に,自體の細胞中の蛋白質合成のため 

に缺くべからざる成分であるから,他に空素源が存在しない限り,動植物遺おの窒素含有量 

はこれ等過體の分解の遅速を左右するものである。例へばライ麥が旺盛な分解を4週間續け 

る為には少くとも!.7%の窒索を含有することが必要で,全窒素含有£!がこれより少い程分
(3)

解に時日を要することが明らかにさ壮てゐる。 從って著者等の用ひた落葉類の場合にも, 

绳素含有压が少い程分解は困難であると昭へて良いであらう。尤も窒素含有挝のみを以て分 

解の速度を論ずるのが誤りであることは,前記の^Vaksman, Tenney兩氏のナラの葉とラ 

ィ麥稈との比較を見ても明らかであり,又Mclin氏⑴も同一樹種の落葉に就いてのみ窒素含 

有虽の多少が落葉分解の速度と比例すると述べてゐるのである。併し木實驗に於ては,少く 

とも針葉樹落葉の分解の困難なことの一原因として全窒来含有觉の乏しいことを舉げること 

が出來るやうに思はれる。このことに關しては,後に經過年別によって分解速度を比較する 

際に,更に論及することにする。

第五表によれぼ針葉樹の落葉は潤葉樹の落葉に比して炭素率が大である〇炭素率は炭素と 

窒素との比率であるから,これの大きいことは,分解される炭素化合物が分解に使用される

(1) Nemec, A・1927. Sur la teneur do Fhumus forestier en r(5sinc3 et son influence sur riiumification 

deg matifirs organiques. Compt. Rend. Acad. Sci.185 :1154.---,193〇• Unterauchungen iiber die 

chemiachen Veranderungen der organiseben Substanzcn Eei dcr natiirlichen Zersetzung dcr 

Ilumusauflagen in AValdem Teil I: Veriinderungen des Pentosangehaltcs und dcr Menge der 

Extraktstofie. Z. Pflanz. Dung. Bodcnk. A 18： 65.

(D AVaksman, S. A., and Tennez, F. G.1928. Composition of natural organic materials and their* 

decomposition.in the soil:III The influence of nature of plant upon the rapidity of its 

decomposition. Soil Sci. 2G :155.

⑴ Wuksman, S・ A., and Tenney, F. G.1927. The composition of natural organic materials and 

thoir decomposition in the soil:II Influence of age of plant upon the rapidity and i-iture of 

its decomposition - rye plants. Soil Sci. 24 : 317.

5) Melin, E.193〇• Biological decomposition of some types of litter from north americaii forests. 

Ecology,11:72.
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的を以て檢索的に行ったものであるが結果に於ては大なる成果を見ずに終った。本試驗では 

ブカマツとヒメヤシャブシの混合步合が7:3であるから第一表の數字をアカマツだけとし 

て换弃すると 次に示すやうに分解連度はアカマツ單獨のものよりも速であるとは考へられ 

ない〇

裸 ’地、 コナ ラ‘林

1年後 2年後 1年後 2年後

ア カ マ ッ 26.8 44.5 27.7 55.9

アカマツ+ヒメヤシー！•ブシ 13.0 34.9 15.1 46.4
Crカマッに摸求:)

ヒメヤシャブシの落葉は第三我に見るやうに極めて多量の窒素を含む故,これを加へると 

分解が促進する筈であるが,本實驗では最初に1回添加しただけであって,これはアカマッ 

の落莱が未だ分解の殆ど進行してゐないR寺代に急速に分解してしまったから效果が少かった 

ものと思はれる。若しビメヤシャブシの落葉が毎年補給されるならば相當の效果があるであ 

らう。

以上は各稚落葉の分解速度に對し,主として細腐濒・絲狀菌類等の作用を顧慮して考察し 

たものであるが,この他に小動物の作用のあることは度外視出來ない。これに就いては全く 

觀察を行はなかったのであるが,黑土區ではこの方面の影響が或程度有ったものと思推され 

る。

尙第二衣により試驗場構內の絲原谷に設置したものと,木曾支局上松出張所部內小川御料 

地に設置したものを比較するとき興味のある功實を認めることが出來る。卽ちこれえ第四圖 

のやうに圖示すれば更に容易に認められるのであるが,ヒノキの落葉は試驗場に設:您したも 

のと木汗に設置したものとの間に分解速度に殆ど差異がなく ,裸地の場合には木曾に設置し 

たもの'方が分解が稍々容易である。なして試驗揚に設置のヒノキの落葉がマッ•ケヤキの 

落葉に比して分解が困難である・か或は略を匹敵するのに比して,木件に設置のヒノキの・落葉 

はマツ・ケヤキの落葉よりも分解が容易なのである。總ての揚合を通じて同樣の傾向を示し 

てゐるのであるから,この差異を一威に偶然と見傲すことは出來ないやうに考へられる〇試 

料は同一•のものを使用してあり,實驗の設計も亦等しいのであるから,この差界は兩就験地 

の地理的距りによる他の條件,恐らくは氣候的條件の差異に基づくものであらう〇

⑴ ヒノキ林に設昨後2年經過し汽しのは分脾が相當に進行してゐるが,:れ惊のポットには外部か 

ら土狼が多少混入し丫：心があり,直ちに•土瑛の大部分を取り除いれのではあるが比般を洋控える

ことにする。
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第四圖 落葉分解速度の比較

股は 殁 存 よ を 示

■—
マッスギ、 ピノ％ ケヤキクリ

年度別から見た落葉分解の速度

第一表及び第二表を見ると落葉の分解は初年度に著しく進行するもので2年H以後には速

度が餘程緩漫になることがわかる。卽ち分解し易い成分の大部分は初年度に分解し終るかの

觀がある。そしてこの傾向は濶葉に於て特に顯著なやうに見受けられる。第五表(57—61頁)

及び第六表(62—67頁)を見れば組成分に就いての消長が更に明らかに看取されるであらう。

スギやアカマツの落葉が濶葉樹の落葉とは多少趣を異にし,初年度に分解することが比帔

的少い理由としては種々の求項を擧げることが出來るであらうが,第六表により落葉の粗張

白質:Ekを沒置後の經過年度別に比較すると,スギはアカマツと共に他の落葉と趣を異にし,

粗蛋白質虽は1年目に却って増加し2年目になって始めて減少してゐるのである。故に單に

空・素の方商のみから"へても,空来含右：虫の比較的少いこれ等の落葉は1年目には微生物の

増殖によって窒索含有用：を増し,これの一部が更に2年目の分解作用に關與し,その爲に2 

年以後に分解が粗’當・進むものと考へられる。

試驗區別から見た落葉分解の速度

第一表を基準にして落葉分解の速度を各試驗區に就いて比較する一性表を作れば次の如く

である。

第四表 席葉分解速度の試験區別比較

Table 4 Rapidity of the decomposition of forest litter as influenced 

by site conditions

赤

年 經 
After 1 year

土
Soil A 
過2

落葉・の極顏
Litter type

ス ...ギ
Cryptomeria japonica

ア ・カ マ ッ
Pinus densiflora

ク リ!
Castanea crenata

コ ナ ラ
Querciis serrata

ケ ヤ キ
Zclkowa serrata

落葉・の H顏
Litter type

ス ・. ・ギ
Cryptomeria japonica

ア カ マ ッ
Pinus densiflora

ク リ
Castanea crenata

コ ナ ラ
Quercua serrata

ケ ヤ キ
Zelkowa serrata

ヒノキ林>コナラ林>裸地 
F.C. > F.Q. > D.

ヒノキ林>コナラ林=裸地 
F.C. > F.Q. «= D.

コナラ林>裸地>ヒノキ林
F.Q. > D. F.C.

コナラ林>棵地>ヒノキ林 
F.Q. > D. > F.C.

コナラ林>裸地>ヒノキ林 
F.Q. > D. > F.C.

黑

! 年 經
After 1 year

裸地>ヒノキ林>コナラ林
D.> F.C. > F.Q.

裸地>コナラ林>ヒノキ林

D. > F.Q. > F.C

裸地>コナラ林>ヒノキ林

D. > F.Q. > F.C.

;裸地>nナラ林>ヒノキ林 

;D. > F.Q. > F.C.

低

年 經 過
After 2 years

ヒノキ林>コナラ林>裸地
F.C.> F.Q. > D.

コナラ林>ヒノキ球>裸地
F.Q. > F.C. > 〇•

コナラ林>ヒノキ林>裸地
F.Q. > F.C. > D-

コナラ林>裸地>ヒノキ林 
F.Q. > D. > F.C.

裸地なコナラ林>ヒノキ林 
D. == F.Q. > F.C.

如

年 經 過
After 2 years

ヒノキ林や裸地>コナラ林 
F.C.号 D・> F.Q.

コナラ林>裸地>ヒノキ林 

F.Q. > D.> F.C.

コナラ林>裸地>•ビノキ林 

F.Q. > D. > F.C.

都地>コナラ林、ヒノキ林 
D. > F.Q. > F.C.

土

Soil B - 
過2

D. represents Denuded site

F. Q. represents Forest site of Quercug serrata

F・ C. represents Forest site of ehamaecyparis obtusa
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この表からは判然とした傾向は求め難いが,尙2・3の傾向らし注ものを認めることは出來

るやうに•考へられる。卽ち濶葉樹の落葉はヒノキ林屮で分解が茂も困難のやうであるが,針 

葉樹の落葉にはこの樣な傾向が認められず,法土區では寧ろ裸地に於て分解が技も困難てわ 

るといふ結果が出てゐるのである。針葉樹の落葉が裸地に於て分解が最も困難なことはー兒 

奇異の感を抱かしめるものがあるが,これは元來が其だ分解し維いものであるから,乾煙の 

激しい裸地では分解が更に著しく迎滯するものと思はれる。これに反して林內では水分が多 

：量にあり,溫度もそれ程低くないから比較的速に腐植になり,從って或程度までは針葉樹の 

落葉は林內の方が裸地よりも分解し易いかに見えるのであらう。落葉全部の消失は裸地若し 

くはコナラ林內の方がヒノキ林內よりも速であると彩へられる。

澗葉樹の落葉がヒノキ林內に於て齊しく分解の遮れることは,分解し易い落葉と雖も林冠 

の鬱閉度が大であれば分解が遅滯することを示すもので,針葉捌林に落葉澗葉樹を混淆する 

場合に留・ほすべきこと'思はれる。實際现地で觀察したところではヒノキ林內に設置された 

澗葉財の落葉は容易に原形を壊さず落葉を單に潤した程度の新鮮な外觀を久しく保って,裸 

地若しくはコナラ林に設置したものとは著しく樣子を異にしてゐたのである。

土壤別から見た落葉分解の速度

本實貂では土壊別に見ては落葉分解の速度に格別の差異が認められなかった。これは落飛？ 

を單に土壊の表面に堆積して,これと混利することをしなかつた爲と思はれる。

3落葉分解による組成分の變化

第五表は分解前後に於ける供試落葉の組成分を示したものである。⑴この表と第一表とか 

ら原料申の各組成分の絕對輦の分解前後に於ける變化を示せば第六表となる。以下これ等の 

諸表によって落葉分解に仰ふ芥組成分の變化に對し多少の君察を試み度いと思ふ。

エーテル及びアルコール抽出物 落葉の成分中エーテル及びアルコールで抽出されるもの 

に・は油脂・類•樹脂類•蠟質物0°等があり,その中の或物は土壤微生物によって頗る分解され難 

いものと見做されてゐる。旣に述べたやうに針葉樹の落葉は濶葉樹の落葉に比して遙かに多 

並のエーテル及びアルコール抽出物を含有してゐるから,前者が後者よりも分解され難い理 

山の一つは少くともこの點にあるやうに考へられる。このことは第五表のアカマツ及びスギ

⑴落葉の近似分析は赤土做に設置しれ就料のうに就いて行つT:。全落葉に就いて分析を行ひ難い小 
情によっけのであるが,赤土區を特に選んで分析した刊!由は赤土あと黑・士］,佐で分解の速度に弟異 
がなく然も赤.士睥では元來の土壊中に腐植を餘り含打せぬ故分析結果は落葉自身の成分を示し得 
る點にあった。

(幻Reinitzer氏によれば森林腐植のエーテル抽川物の大部分は顚質物であって混淆林に於ける一例で 
は・抽出物の84%を占め,殘りの！6%が脂肋・類であるといふ。Reinitzer, F.,190〇• Ueber die 
Eignung der Huminsubstanzen zur Erniihrung von Pilzen. Bot. Ztg. 58 : 59.

の落葉竝にアカ、・ツとビメ十シャブシの落葉の昵和物が共に測葉に比して2年經過後も多量

に工ーテノ】抽出物を含むことによっても略な確なやうである。併しながら分銅に對するエ-

テル及びアルコール抽出物の抵抗力はリグ=ン等に比すれば餘程弱いものゝやうで,第六表

によって分解速度を比較すれば屬え娥維索よりも分解が速な場合すらある。

笫五表 分解前後に於ける落葉組成の比較

C絕乾,無［灰的に對する%)

Table 5 Chemical composition of forest litter and decomposed 

residue at different stages of decomposition

(Per cent of dry and ash-free material)

!粗

1.Clianiaecyparis obtiisa Endl.共のー

腐 敗 ・
decomposed material 

分: jU 料 裸 地 nナラ林
Original； Denuded site ?orest site of Quercus

Constituents Original； Denuded site serrata
nuiterial 1葉經過| 2年經過 1年統過1 2年無過

After 1 After 2 After 1 After 2 1year | years ；year ( years

ヒノキ

葉

匕 ノ キ林 
Forest site of Cham- 
aecyparis 〇 )tusa
1二伞紗過 2站誑過 
After 1 After 2 

year years

| Ether-and alcohol-
1 soluble fraction

エーテル及アルコー1 
ル抽出物
Ether-and alcohol-

20.15 10.74 5.73 1
•

9.69 7.39 7.35 5.61

| soluble fraction 
1？令水抽 W物

8.59 2.45 I. 07 1.86 0.95 1.54 0.93
H Cold-water-soluble
i fraction
1溫水抽出物

1 Hot-water-soluble
6.29 3.29 2.40 2.67 2.13 2.45 2.07

fraction
|へミセルロ ーズ

fl Hemicellulose
12.27 12.07 II. 09 12.51 13.15 11.38 11.31

織 維 素 10.63 13.33 12.89 12.22 10.88 8.36 9.98
Cellulose

リ ケ ニ ン
Lignin

32.05 46.33 40.80 49.98 43.40 41.78 43.45

1粗 庄 百・質

1 Crude protein
3.38 5.50 5.81 7.75 5.25 5.19 6.38

cも 窒 0.54 0.88 0.93 1.24 0.84 0.83 1.021 (Total nitrogen)

合 itl
' Total

93.36 93.71 79.79 96.68 83.15 78.05 79.73

双 索 ヰ 110.30 65.95 80.45
64.64C/N

共の二 スギ 2.Cryptomeria japonica D・ Don.

iエーテル及アルコー 14.36 10.87 6.39 8.56 6.32
8.85 6.86
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1 腐 畋^
Decomposed material

葉

組 成 分

Congtituents

原 料

Original

material

裸 她

Denuded site

!年理過 2年經過
After 1 After 2

year years

nナラ林 
Forest site of Querc is 

serrata 
!构過 2年經狙 
After 1 After 2 I 

1 year years I

ヒノキ林 
Forest site of Chinn- 
aecypnriq obttim

1年經翅 2年組過 
After 1 After 2 

year years

冷水抽!I!物
Cold-water-soluble

fraction

6.61 1.87 1.30 1.19 0.96 1.67 1.10

溫水抽出物

Hot-water-soluble
fraction

6.07 3.03 2.73 2.20 2.18 2.60 2.55

へミセルローズ 
Hemicelluloso

12.53 15.26 13.44 11.37 13.51 11.29 14.00

緘 維 素
Cellulose

17.24 12.76 14.50 9.93 13.58 10.16 8.64

リ ケ・ニ ン
Lignin

30.36 45.98 47.03 43.05 47.34 '41.25 43.63

粗蛋 白・質
Crude protein

3.88 5.75 5.23 6.38 6.75 6.63 7.38

(全 空 利
(Total nitrogen)

0.62 0.92 0.84 1.02 1.08 1.06 1.18

合 ,計

Total
91.05 95.52 90.64 82.68 90.64 82.45 84.16

炭糸率 92.37 — 66.85 — 52.65 — 50.73

共の三アカマッ 3. Pinus densiflora Sieb. et Zucc.

エーテル及アルコ- 18.30 16.72 16.43 13.73 10.48 12.81 8.49
ル抽出物,,, 
Ether-and alcohol- 

soluble fraction

冷水抽出物
Cold-water-soluble

fraction

3.53 3.76 2.41 2.37 1.29 1.52 1.15

H溫ot-水wate抽r-so?lunb,le! 物 

fraction

4.79 4.88 5.19 3.84 3.80 4.03 3.22

へミセルローズ 
Hemicellulose

14.56 12.56 10.91 14.54 13.34 14.48 14.41

織 維 素
Cellulose

18.87 15.13 14.82 14.54 12.62 10.99 10.46

リ グ ニ ン
Lignin

33.92 33.91 36.99 42.37 44.98 43.48 45.55

粗 Crude protein
3.19 5.44 5.19 6.00 5.81 6.50 6.44

(全 空 爭)

(Total nitrogen)
0.51 0.87 0.83 0.96 0.93 1.04 1.03

介"計 97.16 92.40 91.94 97.39 92.32 93.81 89.72

炭漲率 111.57 一 70.35 一 60.55 — 55.94

腐 敗^ 葉
Decomposed material

原 料 裸 地 コナラ林 ヒノキ林
組 験 分 Original

Constituents

Denuded site Forest site of QuercusDenuded site serrata Forest site of Cham- 
accyparis obtusaConstituents material

1年經過2年經過 !年經過2年耗過 1年經過| 2年稀過
After 1 After 2 After 1,After 2 A年fter 1 | A年fter 2

year years year I years year years

共の四アカマツ + ヒメヤンヤブシ

Pinus densillora Sieb. ctZucc.+ Almis pendura Matsum.

エーデノレ及アルコー 16.83 11.52 12.75 9.05 9.94 10.52 7.33
ル抽出物
Ether-nnd alcohol-

soluble fraction

冷水抽H！物 
Cold-w nter-solubl e

3.27 2.82 2.10 1.61 0.94 1.78 1.26

fraction

溫水抽山甲,J
Hot-water-soluble

4.54 4.02 4.33 2.98 3.26 3.55 2.97

fraction

ミセルロ ー 
Hemicelluloso

13.97 11.53 11.98 11.92 14.47 13.69 13.39

緘紬 楽 15.67 10.06 11.83 10.38 11.06 11.51 10.19
Cellulose 楽

リ リい ニ ン
Lignin

37.05 38.83 42.06 40.87 48.06 46.38 .47.52

粗 赍 白・ 質 6.88 9.31 8.88 7.75 | 7.56 8.56 7.06
Crude protein

C全 空 素:) 1.10 1.49 1.42 1 1.24 ■, 1.21 1.37 1.13全(T otal ni trogen) :)

合御 98.21 83.09 93.93 84.54 '95.29 95.99 89.72
Total

炭素 50.16 一 39.92 一 51.51 一 50.12
C/N

其の五 クリ 5.Castaneacrenata Sieb.et Zucc.

エーテル及アルコー 
ル抽出物
Ether-and alcohol-

7.81 5.86 4.28 5.73 3.03 5.74 3.90

1 soluble fraction

|冷水抽 H(物
I Cold-water-soluble

5.50 1.99 1.15 1.71 1.09 1.88 1.32

fraction

禅水抽｛I!物
1 Hot-water-soluble

“9 3.54 2.34 3.97 2.71 4.42 3.14

； fraction

|へミセルローフ：

I Hemicellulose
12.61 13.69 12.80 13.09 14.16 13.76 9.91

織 維 索

| Cellulose
14.07 11.32 9.72 9.69 18.34 14.14 8.86

|リ グ・ニ ン

' Lignin
29.91 45.59 41.67 43.95 25.27 44.03 37.44

粗 蛋 白 質 1 7.31 12.19 11.63 10.63 9.94 12.38 9.94
- Crude protein 1
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組 成 分

Constituentg

K・ 料

Original

material

腐 敗
Decomposed

コ・ナラ休 
Forest site of Quercus 

serrati

染

匕」キ林 
Forest site of Cham- 
aecyparis obttisa
】年經過( 2年經過

櫟

Denud

1年經過
After 1 
year

地

cd site

2年經過 
After 2
years

!年經過 
Atfer 1 
year

2年經過 
After 2 
years

After 1 J 
year

After 2 
years

(:全 窒 素:)
(Total nitrogen)

1.17 1.95 1.86 1.70 1.59 1.98 1.59

合 計
Total

86.60 94.18 83.59 88.77 74.54 96.40 74.51

炭 素 率|

C/N
44.85 29.20

-
43.37 — 34.09

典の六 コナラ G・ Quercug serrata Thunb.

H ーテル及アルコー
ル抽出物
Ether-and alcohol-

soluble fraction

7.52 5.51 4.50 6.08I 3.11 5.93 4.77

冷水抽出物
Cold-water-soluble

fraction

3.13 2.35 1.84 1.89 0.99 1.69 1.46

溫水抽出物
Hot-water-soluble

fraction

5.08 4.24 4.59 3.72 2.35 3.66 3.39

へミセルローズ
Hemicellulose

14.77 10.80 11.84 12.88 10.15 12.23 11.91

繊 維 素
Cellulose

16.53 10.51 10.79 11.09 6-77 10.92 7.99

リ グ ニ ン
Lignin

38.53 42.91 40.20 47.54 43.19 43.82 52.87

粗赍 白・質
Crude protein

6.63 11.38 12.69 11.31 10.38 11.06 11.38

(全 窒 素)
(Total nitrogen)

1.06 1.82 2.03 1.81 1.66 1.77 1.82

合 計
Total

92.19 87.70 86.45 94.51 76.94 89.31 93.77

炭 素 率

C/N
51.22 28.37 39.49 36.03

箕のーr ケヤキ 7. Zelko\va serrata Alakino

工ーテノレ及アルコー 
ル抽出物
Ether-and alcohol-

soluble fraction

6.57 4.06 3.73 3.34 3.56 4.21 |

1

3.49

冷水抽出物
Cold-water-soluble

fraction

2.46 1 2.12 1.40 1.72 1.03 1.60 | 1.03

溫水抽出物
Hot-water-soluble

fraction

4.84 , 3.55 2.49 2.23 2.18 2.46 | 2.38

へミセルローズ 
Hemicellulose

18.89 20.01 15.84 13.44 14.13 16.97 : 13.40

織 Cell維ul ose素 16.05 11.60 11.79 14.83 12.41 11.10 9.08

組 分原 料

Original
Constituents material

>) グ・•ニ ン 35.57
Lignin

粗 蛋 白・質 7.25
Crude protein

く金 空 素:) 1.16
(Total nitrogen)

合 ;?!■ 91.63
Total

炭 鑫 卒 45.62
C/N

冷水及び溫水抽出物

落葉の冷水抽出物は糖類・アミノ酸類・水溶性蛋白質等を含みI落葉の近似組成分中最も分

解し易いもので⑴⑵第六表によってもそのことが窺はれる。溫水抽出物は澱粉類の一部・夕

ン三ン類・ペクチン類及びアミノ酸類の一部等を含み,第六表に明なやうに冷水抽出物に比

して分解し難い倾向がある。それは溫水抽出物中にはタンニン類の如言分解に對する抵抗力

の此•較的大浅な物質が含まれて居り,又一方に於ては微生物によって冷水に不溶で溫水可溶 

の種々の物質が生產されるからである②と寿一へられる。

へミセルローズ

へミセルローズは単一な化合物ではなく,ペン】、ーザン・へキソーザン及びポリウロナイ

ドを包括する多糖類の一團である。從ってこのもの'微生物の分解作用に對する抵抗力はI

樣でない。多數の微生物は繊維素よりもへミセルローズを容易に分解するが,ポリウロナイ

ド共他の二•三のへミセルロ ーズは分解に對する抵抗が强く繊維素よりも分解され難いもの

⑴ Waksman, S・ A., Tenney, F. G・ and Stovena, K・ R.,1928. The role of microorganisms in 

the transformation of organic matter in forest soils. Ecology, 9 :126.

② Tenney, F・ G. and Waksman, S. A・,1929. Composition of natural organic materials and their 

decomposition in the soil:IV. The nature and rapidity of decomposition of the various organic 

complexes in diflerent plant materials, under aerobic conditions. Soil Sci. 2S : 55.

腐 敗^ 泰

Decomposed material
裸 地 コナラ林 ヒノキ林

Denuded site Forest site of Quercus 
serrata

Forest site of-Cliani- 
aecyparis 〇btusa

1年經過 2年純過 1年經過 2年經過 1年經過 2年經過
After 1 After 2 After 1 After 2 After 1 After 2
year years year years year years

45.38 43.62 43.44 46.05 45.01 44.02

9.44 9.94 8.38 9.25 8.88 9.13

1.51 1.59 1.34 1.48 1.-12 1.46

96.16 88.81 92.36 88.61 90.23 82.53

— 35.43 一 34.68 — 40.22
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第六表 落莱組 成分 の

(絶 乾,無灰 ■；'!

Tabic 6 Totaldecompositionof

組 成 分i
Organic constituents

E( 料

Original

material

1 年
After

&右:；」:

裸 ・地
Denuded site

經過 1 2 年
1 year After
原料に鉗す

处存

終過
2 years 
原料に對す 

る %
Total residu

Per cent of 
Original Total residue

る %
Per cent of 

Original

J- の -—- ス V

全 右 機•,物
Total dry material

g
83.3 66.3 79.59

141g.7
50.06

H -テル及アルコール抽出 12.0 7.2 60.00 2.7 22.50

E物ther-and alcohol-soluble

substances

冷 水 抽 出 到 
Cold-water-soluble organic 

matter

5.5 1.2 21.89 0.5 9.09

溫 水 抽 出 物 
Hot-water-soluble organic 

matter

5.1 2.0 39.22 1.1 21.57

へ ミ 七 ル ローズ 
Hemicellulose

10.4 10.1 97.12 5.6 53.85

織 維 素
Cellulose

14.4 8.5 59.03 6.0 41.67

リ グ ニ ン
Lignin

25.3 30.5 120.55 19.6 77.47

粗 蛋 白. 質
Crude protein

3.2 3.8 118.75 • 2.2 68.75

共 の 二 アカマッ

全 有 機•物
Total dry material

87.2 60.7 69.61 45.2 51.83

ェーテノレ及アルコール抽出 16.0 10.1 65.63 7.4 46.25

Ether-and alcohol-soluble 
substances

冷水抽 出・物
Cold-water-soluble organic 

matter

3.1 2.3 74.19 1.1 35.48

溫水抽出.物
Ilot-water-aoluble organic 

matter

4.2 3.0 71.43 2.3 54.76

へ ミ セ ル ローズ 
Hemicellulose

12.7 7.6 59.84 4.9 38.58

紙 維 素

Cellulose
16.5 9.2

1
55.76 6.7 40.61

分解による變化

衆を以て J匕用わ

organic constituents of forest litter

腐 JUC
Decomposed material

葉

ミ ・ナ ラ 林
Forest site of Qucrcus serrata

ヒ •ノ キ•林
Forest site of Chamaecyparis obtusa

! 年 糾 過 
After 1 year

2 年 絕 過 
After 2 years

!年經過 
After 1 year

2 年
After
經過 

2yean

殘存!it当：料う對す

Total くPer cent
Per cent 

residue 〇' Original

E存介’ H料に對'す

Total 5 %
Per cent 

residue f Original

殃存・& 
Total 

residue

陳料に對す
る %
Per cent

of Original

殘存址 
Total 
residue

原料に對w
る ％
Per cent

of Original

1.Cryptomeria japonica D. Don.

54g.3
65.19

g 
39.0 46.82

g
50.9 61.10

g
35.9 43.10

4.6 38.33 2.5 20.83 4.5 37.50 2.5 20.83

0.6 10.91 0.5 9.09 0.9 16.36 0.4 7.27

1.2 23.53 1.0
1

19.61 1.3 25.49 0.9 17.65

6.2 59.62 5.3 50.96 5.7 54.81 5.0 48.08

5.4 37.50 53 36.81 5.2 36.11 3.1 21.53

23.4 92.49 18.5 73.12 21.0 83.00 15.7 62.06

3.5 109.38 2.6 81.25 3.4 106.25 2.6 81.25

2. Pinus densiflora Sieb ot Zncc.

60.3 69.15 32.8 1 37.61 ,： 51.6 59.17 42.3 48.51

8.3 51.88 3.4 21.25 6.6 41.25 3.6 22.50

1.4 !

I

45.16 0.4 12.90 0.8 25.81 0.5 16.13

2.3 54.76 1.2 28.57 2.1 50.00 1.4 33.33

8.8 69.29 4.4 34.65 7.5 59.06 6.1 48.03

8.8
1

53.33 4.1 24.85 34.55 4.4 26.67
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採 ・地

紙 成 分 OX 料

Original

Denuded site
!年經過 2 年經過

After 1 year After 2 years
Organic constituents | material

殘在量

l'1'otal rcsidu

原料に對す

;る %
Per cent of

Original

殘存抵

Total residue

原料に對す

る %
Per cent of 
Original

リ ケL・ign•in二 ン
29g.6 20g.6

69.59
16g.7 56.42

粗 蛋 白 質
Crude protein

2.8 3.3

共の

117.86 2.3 82.14

三 アカマ,ソ + ヒナう1•シャブシ

全 お 機・物
Total dry material

84.3 48.2 ； 57.18 \ 36.1 42.82

工ーテル及アルコール抽出 

物
Ether-and alcobol-soluble

substances

14.2 5.6 39.44 4.6 32.39

冷 水 抽 出 物 
Cold-water-soluble organic 

matter

2.8 1.4 50.00 0.8 28.57

溫 水 抽 出 物 
Hot-water-soluble organic 

matter

3.8 1-9 50.00 1.6 42.11

へミ 七ノレ ローズ 
Hemicellulose

11.8 5.6 47.46 4.3 36.44

織 維 素
Cellulose

13.2 4.8 36.36 4.3 32.58

リ ケ・ ニ ン
Lignin

31.2 18.7 59.94 15.2 48.72

粗,祈, 白 質
Crude protein

5.8 4.5 77.59

共

3.2

の四 ク

55.17

リ

全 有 機•物
Total dry material

82.1 30.1 36.66 21.7 26.43

ェーテル及アルコール抽出 
物
Ether-and alcohol-soluble

substanceR

6.4 1.8 28.13 0.9 ,14.06

冷 水 抽 出 物 
Cold-water-soluble organic 

matter

4.5 0.6 13.33 0.2 4.44 |

?a 水 抽 出 物 
Hot-water-soluble organic 

matter

7.7 1.1 14.29 0.5 6.49

へ ミ セ ノレ ロ ーズ 
Hemicelluloge

10.4 4.1 39.42 2.8 26.92

繊 Cellul ose 素 11.6 3.4 29.31 2.1 18.10

リ ケ 二 ン
Lignin

24.6 13.7 55.69 9.0 36.59

粗 蛋 白 質
Crude protein

6.0 3.7 61.67 2.5 41.67

腐 妝
Decomposed material

葉

コ ・ナ ラ 林
Forest site of Querciis sernxta

匕・ノ キ 林
Forest site of Chamaccyparis obtusa

- 1’年 經 過
After 1 year

2 年經過
After 2 years

1 年經過
After 1 year

2 年經過 
After 2 years

s存斌"よ料に對すk卫在
Total P er c ent卫To在tal

Per cent 
residue f Original residue

別料に對す

る %
Per cent

Original i

残打：髭 
Total 

residue

原料に第マ

る %
Per cent

of Original

殘存景 
Total 
residue

原料に對す 

るP er% cent 

of Original

g
25.5 86.15

g
14.8 50.00

g
22.4 75.68

g
19.3 65.20

3.6 128.57 1.9 67.86 3.4 121.43 2.7 96.43

3・ Pintis lesiflora Sieb・ et Ziicc・ +Alnus penilua Matsum.

47.9 56.82 1 29.0 34.40

4.3 30.28 2.9 20.42

0.8 28.57 0.3 10.71

1.4 36.84 0.9 23.68

5.7 48.31 4.2 35.59

5.0 37.88 3.2 24.24

19.6 62.82 13.9 44.55

3.7 63.79 2.2 37.93

4. Castanca crenata 5ieb. et Zucc

26.6 32.40 12.2 14.86 34.9 42.51 15.4 18.76

I. 5 23.44 0.4 6.25 2.0 31.25 0.6 9.38

. 0.5 11.11 0.1 2.22 0.7 15.56 0.2 4.44

1.1 14.29 0.3 3.90 1.5 19.48 0.5 6.49

3.5 33.65 ! .7 16.35 4.8 46.15 1.5 14.42

2.6 22.41 2.2 18.97 4.9 42.24 1.4 12.07

II. 7 47.56 3.1 12.60 15.4 62.60 5.8 23.58

2.8 46.67 1.2 20.00 4.3 71.67 1.5 25.C0
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紐 成 分

Organic constituents

原 料

Original

material

裸 ・地
Denuded site

！ 叩 紹過 2 年 經 過
After1 year After 2 years

严存:fl 原料に對す 疫存づ 原料に到マ
严存:fl 疫存づ

Total residuマゝ Per cent 〇！ 
Original Total resid 1

Per cent of 
C| Original

共の J£ コ ナ ラ

全 冇 機・物
Total dry material

g 
.79.6

R
29.5 37.06

g
18.8 23.62

エーテル及アルコール抽出 

物
Ether-and alcohol-soluble

substances

6.0 1.6 26.67 0.8 13.33 -

冷 水 抽 H!・物
Cold-water-soluble organic 

matter

2.5 0.7 28.00 0.3 12.00

温 水 抽 出・物 
Hot-water-soluble organic 

matter

4.0 1.3 32.50 0.9 22.50

へミ セル ロ ー ズ 
Hemicellulose

11.8 3.2
•

27.12 2.2 18.64

織 維 素
Cellulose

13.2 3.1 23.48 2.0 15.15

リ グ ニ ン
Lignin

30.7 12.7 41.37 7.6 24.76
1

粗 蛋 白・ 質
Crude protein

5.3 3.4 64.15 2.4 45.28

其の 六 ケ ヤ キ

全 冇 機 物
Total dry material

71.9 42.5 59.11 27.9 28.80

エーテル及アルコール抽出 4.7 1.7 36.17 1.0 21.28

物
Ether-and alcohol-soluble 

substances

冷 水 抽 出・物 
Cold-water-soluble organic 

matter

1.8 0.9 50.00 0.4 22.22

温 水 抽 出・物 
Hot-water soluble organic 

matter

3.5 1.5 42.86 0.7 20.00

へミ セル ロー ズ 
Hemicellulose

13.6 8.5 62.50 4.4 32.35

繊 維 素
Cellulose

11.5 4.9 42.61 3.3 28.70

リ ケリ ン
Lignin

25.6 19.3 75.39 12.2 47.66

粗 赍・白・ 質
Cru.le protein

5.2 4.0 76.92 2.8 53.85
I

IfiS
コ

Decompos敗ed materi• al 葉

ヒ ,ノ キ・林ナ ラ 林
Forest site of Quercus serrata Forest site of Chaniaecyparis obtusa

1 年經過
After 1 year

2 年 純 過 
After 2 years

1 年經過 
After 1 year

2 年經過 
After 2 years

殘存 
Total 

residue

原料に對マ
る %
Per cent

of Original

殘存iii
Total 
residue

原料に到す
〇 %
Per cent

of Original

殘存量 
Total 
residue

原料に對す
る ％
Per cent

of Original

殘存it 
Total 

residue

原料に對す
る %
Per cent

of Original

5・ Quercua serrata Thunb.

26g.2
32.91

Ig
13.8 17.34

R 
37.0 46.48

g
22.6 28,39

1.6 26.67 0.4 6.67 2.2 36.67 1」. 18.33

0.5 20.00 0.1 4.00 0.6 24.00 0.3 12.00

1.0 25.00 0.3 7.50 1.4 35.00 0.8 20.00

3.4 28.81 1.4 11.86 4.5 38.14 2.7 22.88

2.9 21.97 0.9 6.82 4.0 30.30 1.8 13.64

12.5 40.72 6.0 19.54 16.2 52.77 11.9 38.76

3.0 56.60 1.4 26.42 4.1 77.36 2.6 49.06

G. Zolkcwa serrata 3•kino

39.6 55.08 28.0 38.94 45.0 62.59 30.5 42.42

1.3 27.66 1.0 27.66 1.9 40.43 1.1 23.40

0.7 38.89 0.3 16.67 0.7 38.89 0.3 16.67

0.9 25.71 0.6 17.14 1.1 31.43 0.7 20.00

7.3 53.68 4.0 29.41 7.6 55.88 4.1 30.15

5.9 51.30 3.5 30.43 5.0 43.48 2.8 24.35

17.2 :67.19 12.9 50.39 20.3 79.30 13.4 52.34

3.3 63.46 2.6 50.00 4.0 
_________

76.92 2.8 53.85
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であると云はれてゐる。⑴②本銭酸の結果では常にへミセルローズの方が繊維素よりは分解 

し難い倾向を示してゐる。これから見る驗で使用した落琪E中のへミセルローズは比較 

的分解し難いものであると考へられる。これは又一つには分解過程に於て微生物によってへ 

ミセルローズ樣物質が生產される⑴②っことにもよるであらう。

戀 維 素

落葉の種類によって繊維素の他の組成分に到する分解速度が異ることは忽められない 

(第五表)。又スギ及びアカマツでは裸地に設置したものよりもヒノキ林內に設置したもの' 

方が分解が速な結果が出てゐる。これと同樣の關係は殘存物に對する百分率(第五衣)から 

ヒノキに就いても云ひ得るやうである。濶葉樹落葉の繊維素は1年經過のものでは裸地に設 

置したもの'方がヒノキ林內に設置したものよりも減少してゐるが,2年經過後には逆にヒ 

ノキ林內に設置したもの'方が減少してゐる。

リグニン

リグ=ンは植物の組成分中で微生物によって最も分解され難い物質であって,このもの及 

びこれの多少變化した物質と微生物の濶內に合成された蛋白質によって腐植が出來ると方へ 

られてゐる。⑴ 第五表を見てもその分解され難いことは容易に首廿し得る處で,殘存物に對 

する百分率は分解後も増加の倾向を示してゐる。併しながら絕對量は常に減少し,澗葉樹の 

落葉では相當の減少量を認めることが出來る。針葉樹の落葉中のリグニンと濶葉同の落葉中 

のリグニンとでは分解に難易があるものゝやうで後者の方が前者より分解が容易である。

粗蛋白質

落葉の分解に伴ふ粗蛋白質蛍の消長は針葉と澗葉(とで甚だ興味のある對照を示してゐる。 

卽ち飜樹の落葉では1年經過後には粗蛋白質の絕對量が却って増加の傾向を示し2年經過 

後に於て始めて減少するのに反し,濶葉樹の落葉では最初から減少の經過を辿るのである。

(1)Waksman, S・ A,, and Reuszer, H. W.,1932. On the origin of the uronic acids in the humus

of soil, peat, and composts. Soil Sci. 33 :135.

くり Waksinan, S. A., and Dielnn, A.,1931.1 On the decomposition of hemicelluloses by microorganisms.

Soil Sci. 32 : 73, 97,119.

(3)Rose, R・ E・,and Insse, M. W.,1917. The chemistry of wood decay. Paper 1—Introductory.

Ind. Eng. Chem. 9 : 284.

(の Waksman, S. A., 1936. Humus. Baltimore.

このことは旣に55頁に於て渚及したやうに原料の窒素含有衆の多氛に起因するものと者へら 

れる〇

4 落葉分解の前後に於ける土壤酸度の變遷

落葉の分解に仰ひ土壊の成分・性質部て如何なる差異が現れるかを知ることは林業上甚だ 

重耍であるが,本實驗のやうに単に2個年間落栗を堆積して分解せしめた場合に顯著な變化 

を生することは期待し難い。そこで此虑では單に土壤のpH價と置換酸度とを測定するに止 

め他は將來の實驗に俟つことにした。その結果は第七表の示す如くである。これを通覧する 

とPlI價には標準區:と比較して著しい差異が認められないが赤土區⑴の置換酸度は落葉が分 

個:する【こ從って相當綏和されるものゝやうである。そして甚だ興味の深いことは,アカマツ 

の落葉が例外で,落葉の分解が進んでも酸性綏和の效果が餘り擧らないことである。アカマ 

ツの一落葉にヒメヤシャブシの落葉を混治してもやはり同株の傾向が認められる。若しこの事 

實に一般性があるならば,ブカマツの落葉の特性として舉げねばならないと考へられるか 

ら,更に實驗を重ねて果してこの事實に一般性があるか否かを確める必要がある。著者のー 

人がコナラの落葉とアカマツの落葉とを恒溫器內で分解せ・しめた結果は,やはりアカマツの 

落柴の分解生成物のガがコナラの夫よりも酸性を呈する傾向を示してゐる。

從來クリの落葉は分解して土壤を酸性ならしめるとも云はれてゐるが本實驗戚結ではその 

傾向は認められない。これは擀ろクリが酸性地【こ良く生育するが實と混同せられてゐるやう 

に,思、はれる〇

御料林各地に於ける主要樹種の落葉量

本邦に於て落葉里を樹種別に調査した成績は,一・二地方的のものe在除いては殆ど見受け 

られないやうである。併しながらこのやうな調査は造林•施業に對し重要な資料を與へるも 

のであるから,極めて槪括的にでもこれを廣く行ふことが必耍であると労へられる。著者等 

は御料林管內に292個所の試驗地を設定し,針藝拗12種：,濶粟樹8種の落葉筮を次の方法 

によって調査した。

⑴ 黑土监は‘丑換楸皮が極めて小であリ.測匕い贝、から,本我に現れれ敬字を以て云々することは

⑴ 哗齢庭 大正と年,落葬2盛分栄臺鑿慈協’變紅;胪?硏究、顷1回報吿レ林哪驗報班

10 :153 加藤知’禾,可划<ス黍’¥片・啓’枷・蘇43.62x吹規炬士,昭利I 9年,欢地 

落葉の取扱力に就て・’阴鮮山林會報113.35.
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第七表 落葉分解の前後に

Table 7 Influence of decomposition

ホ :L M*
SoilA

樹 純

Species

土 旅 酸 座

Soil acidity

裸 Denuded site地

］年經過 2年終别

コ ナ ラ 林 
Forest site of 

Qncrcus serrata 
1年純週 2年終過

After 1 After 2 After 1 After 2
1 year years year years

棟 準
活性酸度nIr
Active acidity 1 5.47 5.04 5.43 4.66

Control 昨换酸度,, 
Exchange acidity

23.20 21.46 25.66 24.18

匕 ノ キ
Chanmecyparis 

obtusa

活性酸度plr 
Active acidity 1
冗換酸・度 
Exchange acidity -/l

5.62

18.88

5.00

18.00

5.67

11.09

4.59

12.38

ス ・ギ
Cryptoincria

活性 酸 度nIr
Active acidAy * 5.63 4.90 5.70 5.13

japonica IS 換 •酸・座„
Exchange acidity 71 18.01 15.68 14.61 10.30

ア カ マ ッ
活性酸度t,n
Active acidity 丨 5.49 5.35 5.53 4.69

Pinus densiflora E從xchan換ge acidity 度JI 24.39 22.50 22.29 19.82

アカマツ+匕メヤ
シャプシ
Pinus densiflora

+
Alnii3 firma

活性 酸度dh
Active aciditv 1
lit 換极度"
Exchange acidity

5.42

22.62

5.07

21.15

5.40

21.49

5.00

17.95

ク リ
活性漫度ひIl
Active acidity 【 5.47 5.25 5.47 4.97

クC astanea crenata 遅換酸座〃 
Exchange acidity ハ 17.90 17.37 15.91 12.45

コ ナ ラ
A活ctive性 acid酸ity 座丨nII 5.46 4.93 5.49 5.04

Quercus serrata 從換酸度〃
Exchange acidity

16.36 15.81 19.98 12.60

ケ ヤ キ
活・.性酸度.jr
Active acidity 】 5.49 5.33 5.46 5.14

Zelkowa serrata 股換酸度,, 
Exchange acidity ノ【 20.73 18.99 18.80 16.60

・ 活性酸度(pH) 4.87J住換酸度(払)31.45

*・ 活性酸度(pH) G.37,從換酸度(/Z〇 0.30

1落葉採集區の設定及び落葉採集方法

一樹秘每に緯度•海拔高•林齡を異にする天然林及び人工林を選んで採集林とし,各採集林 

內に更に探集區を3箇所づつ設定した。設定の方針としては,林冠の狀態が採集林の略え 

平均を示し,且ロ的外の枝葉の成るペく落ち込まぬやうな個所を選ぶことにした。各落葉採 

集區は而積を!m2とし,傾斜地では傾斜角を測定して水平距離れ)を斜距離に換算した。

於ける土壤酸度の變遷

of forest litter upon soil acidity

黒 土 
Soil

B 贏・*

ヒノキ林 コ、ナラ林 R ノキ瞥
Forest site of •・地 Forest site of Forest site of

chamnecypnrig obtusa. Denuded site
Quercus serrata chamaenyparis obtusa

!年經過 2律經過 1年純過 2年純過 1年經過 2年經過 1年經過 2年經過
After 1 After 2 After 1 After 2 After 1. After 2 After 1 After 2

year years year years year years year years

5.30 5.06 6.23 6.27 6.40 6.06 6.55 6.15

25.34 23.80 0.15 0.09 0.16 0.10 0.14 0.14

5.56 5.16 6.69 6.51 7.00 6.49 6.75 6.69

14.80 12.02 0.13 0.09 0.11 0.09 0.13 0.14

5.51 5.13 6.68 6.46 6.68 6.48 6.51 6.41

15.30 10.53 0.11 0.09
•

0.12 0.09 0.23 0.09

5.45 5.21 6.69 6.30 6.65 6.15 6.39 6.36

21.95 19.87 0.19 0.09 0.17 0.10 0.20 0.14

5.52 5.00 — — — 一 — —

20.83 19.73 — — — — — —

5.49 5.11 6.81 6.63 6.81 6.64 6.57 6.55

15.77 13.44 0.10 0.09 0.14 0.10 0.17 0.13

5.55 5.04 6.65 6.44 6.83 6.37 6.57 6.39

18.03 13.64 0.09 0.10 0.10 0.10 0.29 0.13

5.24 5.33 6.56 6.37 6.62 6.15 6.79 6.63

19.95 16.35 0.11 0.10 0.17 0.10 0.20 0.13

Soil A :一Active acidity (pH) 4.87, Exchange acidity (如 31.45

Soil B :•一Active acidity (pH) G.37, Exchange acidity (%) 0.30

そして採集値とその外圍30cm幅の所を當初に艮く掃除して旣存の落葉類を悉く取り除き, 

採集區設定後1奇に落ち込む落葉を採集して調査用找料:こ當てた。採集期間は滿1年であ 

るが,落葉後永く放置するときは分解し始める,虞があるから,それを防ぐ爲に時次採集して 

風乾し,同時に採集隔外圖の淸掃部の落葉もその都度取捨てた。落葉の秆濒によっては搔き

集め:雖いものがあるから,そのやうな處には漁め蒂顷・金：網の頼を敷いて置いた。このやう
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にして採集した採集區3箇所の落葉髭の平均を以て採集林の1年間,1が當りの平均落葉M 

としたのである。

落葉採集區の而積をIm之としたことは狭きに失するといふ養を免れないのであるが,成 

るペく多數の箇所で調査し落葉!n:の槪數を知ることが口的であったから,ス一方労刀•經賛 

の方面の制約もあり,l>n:を採用したのである。採集地の技定に充分の注惹を排ひ,試料の 

採集に造漏がなければ,採集區3箇所の平均は採集林の落葉宛の平均を略の示し街るものと 

信ぜられる。元來落葉量は採集年度によっても著しく異るものであるから,その槪數を知る 

ことによって滿足せねばならないのである。

I!調査成績及び考察

各樹種の1年間,Im•當りの落葉鱼を地況•林況と共に列記すれば第十二表(78貢)の如くで 

ある。Ramann氏,⑴Danckelman氏⑵等は地位により落葉虽に差異のあることを述べてゐる 

が,本調査による落葉毋:と,これに影響するu考・へられる要素,例へば年齢・立木本數(從 

って鬱閉度)•地位・緯度•海拔高•傾斜の方向等と色え組合せて考究しても,これ等の間に何 

等判然たる關係が認められないのである。惟ふにこの申の或物は關係極めて薄 < j他は著者 

等の場合にあっては落葉採集林が廣く分布し諸種の條件が相錯雜してゐる為に,夫々の影麴 

が相殺して明らかな關係が見出し得られないのであらう。

本調査成績を以てすれば,同一•樹種で,然も同一年齢のものゝ落葉虽と雖も相當の開きを 

見せてゐるのであるが,假に樹種別に平均して示せば第八表の如くである。

第八表 御料林管內の主要樹種の平均落葉棗

Table 8 Average amount of leaf-litter that fell 

during I year in grams per square metre

人・エ 林 天 然 林 M 計樹 秘 Artificial forest Natural forest M Total計

半均落葉址 平均洛葉は 平均落葉地
Litter type 試料點數 Average 做料辱皴 Average 試料am Average

No.amount of amount of amount of
of plotsleaf-litterNo. of plotsleaf-litterNo. of plotsIpaf-litter

g gg
Crスy ptomeria japoni・cギa 50 373±17 1 786 51 381 土 18

人 :r 林 天 然 林 松响計

樹 和

人A rtiGci:ar fores林t Natural forest

latter type 队料殍败
任均藩葉量
Average j K料野數

平均落葉址 
Average 試料sm 平均落葉R 

Average

【〇・ of plots miouunt of 
leaf-litter No. of plots

amount of 
leaf-litter

No. of plots amount of 
leaf-litter

g g g
こ ノ・キ

b Chnnmecyparis obtusa
67 
—“・一

178 士 10 12 179±19. 79 185 士 9

|サ ハ.••ラ
2

1 Clummecyparis puifera — 一 352±72 2 352±72

i 7 カ ご ッ

'! Pinus densiflora
14 224士 14 31 * 261 士 15 45 250±ll

ク ロ マ ッ
' Pimi3 Thunbergii 11 357士40 — — 11 357±40

| ア 予 ナ ロ

i Thujopsis dolabrata j
— * 7 336 士 51 7 386±51

] 力・ラ マ ッ

Larix Kaempferi 6 203 士 45 一 — 6 203±45

1 ッ "
| Tsuga Sieboldii — 一 2 30± 1 2 30士 !

モ・ ミ
I Abies Crnui！卜•ドマ・¥ 
I Abies saehalinensis

1j エP iceaゾ jo・zoマens・isッ
［アカ エゾ

— ■ 1 17 1 17

一 9 106±18 9 106±18

1 207 13 158 士 26 14 161 ±24

Picea Glehnii 一 12 150士 9 12 150士 9

ク リ
Ciistanea crenata 3 206士 62 12 190±31 15 193±27

j ir ヤ キ
Zelkowa serrata 3 179 土51 4 115士29 7 142±26

コ ナ ラ
1 Quercus serrata — — 11 233士 22 11 233±22

|ク ヌ ギ

I Quercus acutissima — — 1 448 1 448

|ミ ヅナ ラ
1 93 93

| Quercus crispulaIブ ナ

j! Fagus crenata
| シ ラ カ バ

一 一 1

— — 7 281 士 20 7 281 ±20

163±17
| Betula latifolia — — 9 163士17 9

I ヤ マ ナ ラ シ
1 129 1 129Populus Sieboldi 一 一

本表に示された數字は昭和8年度に落葉したものである。落葉量は採集年度によって可な 

リの差異があることは第九表に示す如くであるが,併し多數の平均値のものはその樹種の落 

葉塹を代表し得るものと信ぜられる。

⑴ Ramann, E.,1893. Foratliche Bodenkunde und Standortslchre. Berlin. Al way, F. J., and Zon, 

R・,193〇• Quantity and nutrient contentg of pine leaf litter. J. Foresty, 28 : 715•に依る 〇

ほ)Danckelmann, B.,1887. Streuertragstafel fyr Kiefernbestiinde. Z. f. Forst-u. Jagdw.19： 457,
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第九表 アカマツ及びカラマツの年別落葉虽

Table 9 Yearly distribution of the needle-fall of Pinus d ens i fl ora

and Larix Kacmpfcri

樹 稲・. 出眼所

Forest-

氷樂K 

Working

班割林相班 

Compartment 
and 

Subcoinpart­
inent

落葉•址Qin"宽りの. 
Amount of needle-litter in 

grams per square inetro

Species range circle 1933—1934 1934 — 1935

ア カ マ
Pinus densiflora

ッ 野邊・地 
Nohezi

斗 南
Tonaini

120 493 138

〃
上 北
Kamikita

225 4 435 354

〃 〃 125イ 333 310

〃 〃 131イ 279 218

力 ・ラ マ
Larix Kaempferi

ッ
// 〃 176 n 331 257

第十表 スギ,ヒノ キ及び

Table 10 Monthly distribution of the needle-fall of

樹 w
Species

出吸所 
Forest-

承業甌 
Working 

circle

區劇林相班 

Compartment 
and Sub- 1 月 2 )] 3 月

落

4 月

葉菸

I 5 月
compartment 1 Jan.月 Feb. Mar. Apr. May

ス ・ギ
Cryptomeria 

japonica

小田原
Odawara

箱 根
Hakone

熱 海
Atami

5〇)イ 15 5 12 40 16

5ハ 9 4 84 18 3

〃 13 ノ、 13 16 106 7 5

〃 〃 103イ 20 30 56 41 50

〃 〃 106 4 23 30 68 24 37

不 均 16 17 65 26 22
Mean

ヒ ノ ・キ
Cbamaecyparis

小田原 
Odawara

箱 根
Hakone 2C 二:)イ 28 6 3 43 5

obtusa
〃 〃 8ワ 17 5 4 30 7

〃
熱 洒

Atami
2ハ 31 7 28 2 1

〃 〃 4 ロ 33 18 80 7 9

〃 〃 13ハ 18 14 109 11 1

〃 〃 67卜 26 27 77 21 10

〃 〃 111イ 22 33 2'2 11 7

平 均
Mean

25 15 46 18 6

ア カ マ ッ 
Pinus densiflora

To yoha橋si 加 茂
Kamo 48ハ 18 48 15 16 23

尙スギ・ビノキ及びアカマツの月別の落葉蛍に就いて二•三を表示すれば第十表のやうであ 

る〇

卽ち樹廁により多少の羞はあるが,秋及び初春に大拍:の落葉が見られる。これはBriiel氏⑴ 

が歐洲タウヒに就いて為した3月ー 7月に落葉量が最も多いといふ報吿に對し著しい對照を 

示すものである。

上に述べたやうに は差異の大なるものであり,且落葉中の無機成分も立地によって

著しく異るものであるが假りに守屋氏⑵の落葉分析結果と第八衣あ綜合して考へるならば, 

每年落葉によって地表に供給される無機成分は11m當り第一^ー表の如くなる。

これ等の數宇は改めて云ふまでもなく極めて横括的のものではあるが,斯のやうな大设の 

無機成分が落葉によって地表に給與されるのは换ふ餘地がないのであるから,この影響は決ー 

して少くない。故に落葉の分解を促進せしめ,これ等の成分を出來るだけ可給態に變化せし 

めることが重耍である。

第十一表に示された結果を原氏⑴,Ebenneyer氏⑴等の成悬と併せ:旳へるならば浪］葉樹の

落集の方が無機粪分給源の觀點からは針乘梱の落葉に比して一般に有利であると云ふことが 

アカマツの月別落葉景

Cryptomeria japonica, Chamaccyparis obtusa and Pinus densiflora.

Clm-叩：ヾリ g) Amount of needle-litter in grams per square metre

1•

6 月 
Juno

7J uly 丨

1

8 )i 
Aug.

9 月 
Sept.

10 月 
Oct.

1No1v.月1 12月 
Dec.

年 
Year

10 i
1

4 ゝ 6 64 47 27 22 268 1934 1-1934 XI

* 3 I2 4 11 64 10 15 227 〃

8 6 2 167 23 61 26 440 〃

18 3 6 49 71 93 29 466 〃

17 i2 i 11 166 72 107 28 585

11 4 6 91 55 60 24 397

3 2 2 13 36 55 55 251 1934 1-1934 XU

6 1 1 13 2。 54 54 212 If

5 2 2 1 29 20 29 157 〃

2 1 1 3 8 ・43 30 235 〃

3 •1 1 4 4 85 41 292 〃
5 2 1 4 8 1 75 43 299
7 2 2 9 22 113 32 282

4 2 1 7 18 64 41 247 〃

6 17 16 22 48 1 78 32 339 1933 M-1934 M
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出來るやうであるが,針葉樹でもスギの’落葉は養分のみに就いて云へば,潤族朋に比して決・

して遜色はないやうに君へられる。

第十一表 落葉中の無機成分Qha當り蛇)

無 機 成 分 !ス ギ カ マ ッ ク ロ マ ッ 1コ ナ

•窒
N

素 37.0 22.2 30.5 22.0

灰
Ash

分’.
232.4 52.0 81.3 160.1

加
k2o

21! 13.0 3.3 4.4 6.9

曹
Na2O

達 4.8 1.3 1.4 3.4

石
CaO

灰 114.3 20.9 31.0 42.3

苦
№0

± 19.4 4.7 6.1 9.7

燐

P203
酸 9.8 4.1

1
6.2 3.1

硫
so3

酸 3.1 1.3 2.0 2.2

酸 化 
FezQ；

鐵 5.7 0.7 1.1 2.4

礬
AloO.,

土 17.1 4.6 6.9 7.3

徒
SiO2

•酸 28.5 8.9 21；1 76.7

兎に角落葉の研究は肥料給源といふ見地から大いに進めらるべきで著者等もこの點に就い 

て更に實驗を重ねたいと考へてゐる。

總 括

本報文はヒノキ•スギ・アカマツ・クリ•コナラ・ケヤキの落葉及びアカマツとヒメヤシ 

ヤブシの落葉を混淆したものをヒノキ林•コナラ林及び苗圃に設置した異なる土壊を有する 

2組のポット內に收め,これ等の落葉の分解の速度•樣式竝に分解生成物の土壤に及ぽす蹈

(1>Briiel,Jつ1934. Underspgelse over en Rpdraiis Naalefald. Dansk Skovforenings Tidsskr. 1934

〔2) : 66. Ref. Biol. Abst. 9 :172.(14加:)

⑵守屋页敗,大正2年,前揭書.

(・り 原勝,昭和】2年(1937).山陰地方海岸砂丘の造林學的硏究 第1報 海拌砂丘林の立地的硏究 

日本休學會做 !9 : 385.

(4>Ebermeyer, E.,1876. Die gesamtc Lehre von der Waldstreu. Berlin. Oelkcr, J.,193〇• Wald ban.

Teil I Standortufaktoren. Hannover.に依る

終の一部に就いて阳吿し,更に御料林の主要囲秋のプ料罚！の調査成結を報吿したものであ 

る。その結果を摘錄すれば次,の如くである。

C1)供试落栗を分解の困難なものから容易なものへの順に舉げれば次の如くである。

スギ> ブカマツ,ヒノキ> ケヤキ> クリ,コナラ

(2 )落葉の分解の難易の原因は單純ではないが本實驗成績に徴すると,針葉樹が潤葉囲 

よりも分解が困難な原因は囲脂類•數賞物等が多く,窒素含有量が少く從って炭素率の大な 

る點笠;にあると必・へられる。ケヤキの落葉の特に分解し難いのは硅酸の含有量の極めて多い 

爲と:片へられる。

(3)落葉の分解は初年度に著しく進行し2年目以後は緩慢である。そしてこの傾向は澗 

集に於て特に顯著である〇

(4 )本・實驗では土壤の差異によって分解の速度に差を生じなかった。これは落葉と土壤 

を特に混和することをしなかつた爲と思はれる。

(5)潤栗固の落粟はヒノキ林內で分解が最も困離のやうであるが,針莱圈の落栗にはこ 

のやうな傾向が認められず,腐植を含まぬ酸性土壊の上に設置したものでは寧ろ裸地に於て 

分的早が最も困難であった。

(6 )林業試驗埸(朿京府南多摩郡殴川村)構內と木曾支局上松出張所部內小川御料地(長 

野縣西筑摩郡上松町)の試驗地でヒノキ林內ではヒノキの落葉の分解速度に差異は認められ 

なかった。裸地では試驗揚に設置したもの'方が多少分解が困難なやうに見受けられた〇

(7 )落葉分解が進むに從ひ土壤の酸性は緩和されるやうである。但しアカマツの落葉の 

場合は例外で,このやうな傾向は極めて微弱である。

(8)浴粟!!は同一樹種であっても極めて差異の多いものであるが主要圈種に就いて平均 

値を示すと次の如くである。

¢1- 葉 樹 酒 葉 樹

樹 秫 落葉虬はり也
樹 極

落葉虬歸爲也

ス ¥ 381 士 18 ェゾマ ツ 161 士 24

ヒ ノキ 185士 9 y カエ ゾ 150 士 9

y カマ ツ 250±11 ク リ 193±27

り ロマ ッ 357土 40 ケ十 キ 142±26

ア スナ ロ 386±51 コナ ラ 233±22

力 ラマ ツ 203 土 45 プ ナ 281 士 2〇

卜 ドマ ツ 106土 18 シ ラカ パ 163±17
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第十二表 落 葉 調査成:績一覧

Tabic 12 Annual amount of the IcaMall of forest trees
* L. M. and S・ resfiresent respectively lower 

** F. G. M. S. and V.S. represent respectively 
*** A. and N. represent respectively artificial

腿番地號 玄 W
出3U所 業 W；

K劃HF
林相川・ 綽an 海拔商 
Compart-

位 遅
傾符 
カ向1

riot 
No.

Bnuich 
office

Forest­
range

Working 
circle

ment 
and 

Subcom­
partment

Latitude Altitude
Topo­

graphical 
position

玖ー 
posure

and data concerning the plots where the IcaMittcr was collected 
slope, inid-slope and summit.
flat, gentle, medium, steep and very steep.
forest and natural forest.

倾斛皮 I 地 位 1天人然工炊朴 林 灿

,昭和8年、

本 數

cm 仰 V ) 平均直徑 平均樹髙
鬱閉度

年落葉址

Kind 
of 

forest

,3昭和 年在丿、
No. of Degree Annual

Gradient i Site 
cpiality

Age
trees 

.per ha.
Average 
diameter

Average 
height

of crown 
density

leaf-fidl 
per Ini2

Cryptomeria jnponica D・ Don.

1 [0 / in * ** cm m： g
1 束 京字都宮 I! 光| 140 ハ(--•) 36 50N 637 中腹 M. S 綏诲G. — 人工林A. 49 980 23.8 141 適 Dense 744

Tokyo Utunomiya
Nikko1

2 前 橋 子持 Hl 18ハ 36 33〃 300 // // — 不 JJ1 F. I r/ " 26 1100 16 10 〃 〃 343 丄)2

3 JIaebasi Kojnotiyanui 20ハ 36 3l〃 310 漂 — 〃 " 〃 /Z 〃 25 1200 14 9 〃 〃 253
■

4 '(III 米 47ハ 36 24〃 660 中腹 M. SE 綏斜G. 〃 〃 // 13 2400 7.6 6 密 Closed 6

Usui 1
5 小山 原 世 附 1- 35 24〃 780 /Z 〃 NH 急斜s. // f/ u 41 15C0 16 9 適 Denso 284

6 Odawara Yoztiku 10 n 35 25〃 840 山飽 L. SE 〃 〃 〃 〃 〃 28 3300 11 7 〃 〃 193 匕

7 20イ 35 25〃 745 中腹 M. NJC '
綏斜M 一 〃 r/ 15 3000 6 5 微睐Thin 133

8 V 22イ 35 25〃 730 在 SW 不 JIL F. 一 〃 f/ 21 2900 14 9 密 Closed 503 辺

9 14イ 35 25 〃 720 山麓 !-. S ft&filLV.S. T 〃 〃 18 2300 10 10 〃 〃 300 3 |

10 籟 根 5(二)イ 35 13〃 780 中腹 M. E 綏斜M. fl 〃 〃 28 1666 12 7 疎 Thin 268 J'

Ilakone

11 熱 海 5ハ 35 8〃 300 // // SE 急斜〃 〃 〃 〃 16 3900 10 4.5 密 Closed 227 卜r

12 Atami 13ハ 35 8〃 660 // • // // 綏斜〃
〃 〃 〃 17 3800 7 4 〃 〃 440 二 j

13 103イ 35 6〃 400 // // // " // 〃 〃 〃 35 1300 20 13.5 〃 〃 466 技

14 106イ 35 6〃 500 // // NE 急斜〃 〃 〃 〃 35 1500 22 13.5 〃 〃 585 g

15 甲 J伟 相 川 18チ 35 42// 700 中腹以下L. W 〃 S・ I 〃 〃 48 1120 20 22 〃 〃 482 a

K6hu Aikawa 1

16 片 E- 澤 6 35 2〇// 580 /Z 〃 SE 做ILV.S. 〃 〃 〃 13 3700 6 6 f/ 〃 79 つ3

Katahusazawa

17 天 城 III ガ 47ハ 35 6// 580 // // // 急斜M 〃 〃 〃 16 | 2200
15 14 遮 Dense 180

弗

18 A magi Takata 42ハ 35 6// 420 // // S 綏浒〃 〃 f/ 43 505 33 23 微疎Thin 385

19 147=.1 35 6〃 450 〃 // N 〃 G. 〃 〃 t/ 120 240 80 34 演 Dense 679 莒

20 河 泓 賀 茂 204 ロ 34 48〃 290 谷 〃 SW 平坦 F. f/ " 〃 115 236 62 35 /Z 〃 413

21 Kawazu Kamo 223 ロ ！ 34 48〃 380 // // S 急斜s 〃 〃 〃 46 533 37 22 微斌Thin 581

22 183イ 34 48〃 500 中腹 M. // 平Jd G 〃 〃 〃 39 1350 24 18 密 Closed 732 ハ須

23 176 34 48〃 470 彳ド L. N 〃 F 〃 " 〃 16 1 3800 8 6 〃!/ 345

1
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試駿地 

番號
支 局' 出依所 小業F5

林あ相"い 絳度 

Compart-(
海拔高位

何i混 
從 方向

Plot 
No.

Branch 
office

Forest­
range

Working 
circle

ment j
and Latitude

Subcom- I

Topo­
Altitude graphical 

position

Ex­
posure

partment !

24 名古屋 千 頭 73ハ 3511 N 中腹 E

Nagoya Senzu

25 掛川大代 30 3452〃 310 〃 〃 S1C

Kakegawa Oziro

26 氣 rn 施切 3 35 435 川添

27
Keta Kumakiri

氣多 編成外地 35 420

Keta

28 濱松 引佐 79 ロ 50〃 155 中肢 NH

Ilamamatu Inasa

29 演名 68イ 〇Z/ 730 // E

30 Hamana 53イ 35 〇f/ 530 // SW

31 10 ロ 5〇// 95 〃 // NE

32 57 ロ 35〇// 550 // E

33 6 35 〇〃 910 // SW

34 ・ 橋 喪 飯 2イ 56〃 400 E

35 Toyohasi H6i 5イ 3455〃 540 // NE

36 • :r 城 段 戶 66イ 5// 835 〃 〃

Sinslro Dando 70 ロ 35 5〃 900 N

37 知 大杉谷 80イ 12〃 727 //

Aiti Osugidani

38 津 恵 那 102ホ 3522// 670 〃 // NW

Nakatu Ena

.39 坂 小 坂 133 ロ 54〃 955 弛 NE

•Kosaka Kosaka 16 3557〃 1018 // NW 
w

40 rn 七 宗 25イ 3536〃 369

Ota SitisO

41 木 1-r r訪 東 俣 .59イ 36 〇Z/ 1006 中腹 N

Kiso Suwa Iligasimata

42 hi 伊 那 117 ロ 3534〃 900 // //

43

lid注

良井

Ina 

坊主裁 67イ 3538 -7 945 sw
Narai Bftzudake

林業試験場
E
N

44 Forest Exp. 兎祖 m 17 二 352〇// 90

=|45 Sta. Kinatasan 18イ 352〇Z/ 150

傾斛座 也位
天然林 
人工朴(

林 齢
昭和8年、

木 數
富リ

平均直径 平均闵尚
歯閉度

年落華成 
河・か〇

Gradient ' Kind 
of 

Forest

規在) No. of 
trees 
per ha

Degree Annual

1
Site 

quality I
Age Average 

diameter
Average 

height
of crown 
density

leaf-fall 
per Im-

1
D1 1 cm m g

?〇驗虹v.s. 人工林A 45 800 32 22 適 Dense 786

急駐S. I 〃 〃 31 1090 19 15 〃 〃 458 ¥2
卜"

〃 〃 1 23 1590 15 13 徵疎Thin 171

不 JU F. 〃 〃 〃 31 1000 16 12 密 Closed 475 コf

綏斜G. // fZ 〃 27 ； 1700 7 8 適 Dense 223
IS

〃’

〃 // 〃 t/ 1 45 1000 24 16 〃 〃 136 必

/Z 〃 〃〃 50 1200 24 20 〃 〃 197 け

〃〃 〃 x/! 50 22 14 微疎Thin 652

〃 // 〃 // 7 1 34 2200 14 12 適 Dense 163

〃 〃 〃 "1 27 1500 14 11 〃 r/ 122 3午

急斜・ S. 〃 〃 〃 40 2000 22 18 徹疎Thin 422
7 〃 〃 〃 〃 22 4000 12 11 適 Dense 497 ♦ 7

綏靜M. 〃 〃 〃 22 220 13 10 〃 〃 210
平坦G. 〃 〃 〃 42 190 17 15 313 い
急奈卜S. I ! 〃 〃 30 1700 15 12.5 〃 〃 383 -

// // 皿 天然林N. 80 940 24 18 疎 Thin 786 S3

綏斜G. I 人工林A. 34 1740 10 12 適 Dense 593 u

平坦F. f/ 〃 〃 100 500 36 30 密 Closed 363
Kl

綏斜G. 〃 〃 〃 95 371 45 33 適 Dense 349 u n

驗虹V.S. I 〃 〃 75 1 50 30 20 微疎Thin 392
！ ヽ

急斜 S. n // " 38 ! 660 25 20 週 Dense 298 押

〃 〃 〃 〃 〃 25 1 1520 14 12 〃 〃 301 板

〃 N 〃 〃 〃 29 4500 10 9 ( 〃〃
303

殺斜〃 〃 1〃 〃 36 2760 18 16
1

〃 //
380 ヽ、



弑殴地 

番號
支 ra HI収 所 川業狀

林M相班址

Compart-

楠度
海我高 位 段 方向

Plot 
No.

Branch 
office

Forest 
range

Working 
circle

ment 
and 

Subcom-
Latitude

Topo-
Altitudegraphical 

position

Ex- 
posu re

partm -nt
° / in

46 林業試牧場 奈 ri 井 Hl in 山 1I ロ 35 20 N 220 E

47 Fores. Exp.
Sta. Narai Kinatasan ！ハ 35 20〃 100 — NE

48 1ヌ 35 20〃 140 —

49 小 佛 43イ 35 39N 500 中腹 M. ESE

Kobotoke

n 光

ヒ ノ キ

50 東 京 宇都宮 140 二 36 50 618 中腹 M. SE

TOkyd Utunomiya NikkO

51 前 橋 子持 !II 34 36 33〃 420 /Z 〃 SW

Maebasi Koxnotiyaina

52 24イ 36 33〃 300 // // S

53 雄 氷 46卜 36 24〃 700 〃 // SE

Ustii

54 小 m 原 世 附 !イ 35 24〃 870 // // E

55 Odawara Yozuku 3ハ 35 24〃 820 /Z 〃 S

56 4イ 35 24〃 1070 // // SE

57 10イ 35 25〃 1000 /Z 〃 〃

58 13 35 25〃 820 〃 // ヽV

59 16ハ 35 25〃 760 // // 〃 j

60 17 35 25〃 780 〃 // SE

61 41 ロ 35 26〃 810 维 S. s

62 箱 根 2(二)イ 35 13// 760 // // E

63 Hakone 8ワ 35 12〃 920 /Z 〃 //

64 熱 海 2ハ 35,8〃 290 中腹 〃 NE

65 Atami 4 ロ 35 8// 230 // // SE

66 13ハ 35 8〃 670 /Z 〃 〃

67 67卜 35 7// 495 // // NE

68 1114 35 6〃 345 〃 // S

69 明 神峠 27 ロ 35 24〃 655 〃 〃 SE

MyOzintdge

70 甲 府 相 川 12ワ 35 42〃 660 // // sw

71 Kohu Aikawa 18ヌ 35 42〃 745 中腹以下し SE

72 片房漂

Katahuaagawa

6 35 20〃 790

870 |

中腹 M. 〃

73 30イ 35 21 // 峯 S. E

S3
十

1 年落葉:ft 1

傾斛应 Jl!!位う)<< 然X 林,
米 飾
昭和8年、

本 幽
Ilia常リ) 平均iff涇 平均圈高

域 庞1
〔In『缶y )

現在ノ Nc cf 

tres 
per ha.

Degree Annual

Gradient Sito 
quality

of 
forest

Age
Average 
diamiter

Average 
height

of crown 
density

leaf-fail 
per lm-

1 cm m g
:念斛 S n 人工林A. 25 2803 12 9 適 Dense 663

〃 〃 i 〃 f/ 47 1400 24 17 // 〃 457

〃 〃 // 〃 〃 27 2200 13 12 〃〃 299

" N. 〃 // 〃 75 3469 49 26 f/ // 406

Chamaecyparig 〇btusa Endl.

綏诳G. — 人工林A. 32 1059 18 12 適Dense 295

〃 f/ I 〃 f/ 21 1400 11 8 〃〃 60

〃 M. n 〃 〃 24 1300 12 9 〃n 48

// 3. f/ 〃 〃 22 2700 11 10 〃〃 31

1 
1急般 S // 〃 〃 40 1400 17 10 〃〃 137

〃 I 〃 〃 43 1000 22 12 〃 f/ 102
綏料 G. 〃 〃 〃 37 1000 】8 10 密 Closed 101

1驗 AILV.S. 〃 〃 〃 28 2800 12 6 〃〃 60

〃〃 // 〃 〃 14 2600 6 5 r/ 41
綏斜 M. I 〃 〃 19 j 3300 10 7 // 233

// G. I 〃 〃 8 3000 5 3 〃〃 89
做 nv.s. I 〃 f/ 18 5100 8 6 〃〃 39

!平坦 F. 〃 〃 // 22 3156 8 7 〃〃 25-1
!緩斜 G. 皿 〃 〃 25 3015 •12 8 疎 Thin 212
;// M. I 〃 〃 15 i 3800 7 4 密 Closed 157
( 〃 〃 // f/ 〃 16 3900 8 4 f/ 〃 235

1 t 〃 〃 〃 // 17 3900 6 4 r/ 〃 292

!急斜 // 〃 〃 〃 15 3900 6 4 〃 f/ 299
(瞄 G.

〃 〃 〃 16 3800 7 4 〃 // 282
〃 I 〃 〃 12 3300 4 3 適Dense 48

!岫V.S I 〃 〃 20 2540 8 6 〃〃 45

〃 // 〃 〃 48 900 20 16 密 Closed 169

〃〃 I 〃 〃 13 4150 6 4 〃〃 26

急貌 s 〃 〃 〃 34 3580 ___________L 13
1
〃〃 184
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斂地

■Hr號 支 W H!说所
I ?JP 業 K

K ・剖班 
林相桃 (緯度 
Compart-

海拔高 位 K
侦斛 
方向

Plot 
No.

74

Branch 
o flice

沼

Forest­
range

津 富

Working 
circle

d:

ment 
and 

:Subcom- 
! partment

42 二

Latitude

3 /

35 22 N

Altitude

in
1110

Topo­
graphical 
position

Ex­
posure

S\V

Nurnazu Huzi

75 愛 嗨 13イ 35 11〃 550 中腹 M. //

Asitaka

76 天 城 hl 方 41 ロ 35 6〃 450 〃 // E

77 A magi Takata 46イ 35 6〃 460 /Z 〃 s

78 河 ・ 賀 茂 218 ロ 34 48〃 470 谷 L. r/

Kawazu Kamo

79 名古屋 千 頭 66イ 35 11〃 710 峯 s. NE

Nagoya Senzu

80 掛 川 大 代 34 52〃 500 〃 〃 〃

* Kakegawa Oziro

81 H 田 能 切 3 35 4// 455 谷 L・ E

Keta Kumakiri

82 氣

Keta

多 154 35 7// 650 f/ 〃 N

83 1& 松 引 佐 86 ロ 34 5〇// 382 中腹 M. 〕C

84 Hamamatu Inasa 22 4 34 50〃 403 // // s

85 演 名 48ホ 35 〇// 640 峯 s. sw

86 Hamarui 68 二 35 〇// 730 中腹 M. E

87 覺 橋 貪 供 4 ロ 34 55〃 450 〃 // //

88 Toyohasi Hoi 2イ 34 56// 450 /Z 〃 //

89 新 城 段 戶 65 ロ 35 5// 860 /Z 〃 SE

90 Sinsiro Dando 70イ 35 5// 880 // // SW

91 愛 知 大杉谷 72イ 34 12〃 964 // // E

Aiti Oaugidani

92 中

Nakatu

津 恵

Ena

那 7 二 35 25〃 830 澤 SE

93 付 知 裏木 tr 78 35 40〃 690 // sw

94 Tuketi Urakiso 1イ 35 4〇// 730 中腹 M. E

95 川 上 32イ 35 4〇// 910 澤 N
96 Kawakami 5 35 4〇// 950 中腹 M. NE

97 4 35 4〇// 820 潭 E

98 小 坂 小 坂 11イ 35 58// 891 中腹 M. S
99 Kosaka Kosaka 108 35 5〇// 1510 // // w

100 110 35 5〇// 1212 峯 S. sw

位。

依M度!t
E然林ネ 本 飾N ド 敏

tエ伴(昭和8年、C】1崎リ?
平均直径 平均樹爲

皆閉度

Kind ヽ或在ノ
No. of 
trees 

per ha.

Degree

Gradient Site
uality

of 
Forest

Age Average 
diameter

Average 
height

of crown 
density

cm m
綏爵G.

1
人工林A. 18 3000 10 6 密 Closed

〃 〃 〃 〃 〃 28 2500 16 8 適 Dense

綏辭N. I 〃 tf 28 1100 18 14 密 Closed

〃 〃 .〃 ff 〃 48 550 32 18 適 Dense

急科 S. 〃: 〃 // 1 45 600 28 14 〃 〃

〃 〃 BI 天然休N・ 200 3100 13 20 密 Closed

〃 〃 I 人工林A. 31 1792 15 11 〃 〃

〃 〃 〃 〃 f/ 23 1400 16 10 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 29 1500 18 14 〃 〃

— 〃 〃 〃 35 2500 10 9 適 Dense

綏キG. 〃 〃 〃 21 2400 11 6 〃 〃

〃 〃 // 〃 〃 50 1100 20 16 〃 〃

〃 f/ 〃 〃 〃 46 22 14 〃 //

鹼帆V.S. I 〃 〃 16 3700 10 9 密 Closed

急料 S. 11 i 〃 〃 40 2600 , 18 16 適 Dense

〃 M. 〃 1 "〃 22 290 11 8 〃 〃

f/ 〃 \ 〃 1/ 42 320 11 9 !f f/

〃 S・ 〃 ！ 〃 〃 20 2000 10 7 〃 〃

緩余・ G 〃 :/z 〃 38 1730 14 9 〃 〃

平坦F I 1天然林N 400 160 52 28 疎 Thin

綏斜G. 〃 人工林A 35 1700 16 13 適 Dense
急訓e. I j 〃 〃 27 2740 12 10 密 Closed

〃 〃 ！ 〃 〃 15 396 6 6 〃 〃

〃 〃 天然林N・ 100 380 33.3 27 疎 Thin

綏斜" CI. 〃 〃 b 160 500 30 24 密 Closed
〃z 〃 〃 Z 250 400 35 25 適 Dense

急般 s. 〃 〃 250 350 35 •25 〃 〃

年落葉景

Annual 
leaf-fall 
per lin-

g 
397

116

309

36

253

113

404

189

37

95

73

128

171

61

99 1

235

135

163

286

196

233

147

231

120

314

169

203

1
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波驗地 ,玄 局
番挽

出狠所 !が業K
K割跡 
林相址 

Compart-
締废 海按:;. 位・ 置

傾滸 
万向 傾滸度qIk位匸反然坎 木 助

傾滸度q 人工伴(昭和8年ゝC
跋 

lh崎い
下•均直径 平均樹高

鬱閉度1年落葉量

Plot 
No.

branch 
office

Forest­
range

Working 
circle

ment 
and

I Subcoin-
Latitude

Topo-
Altitud〇, graphical 

position

Ex­
posure

Gradient SitoGradient quality

Kind ヽ 現在丿
of Age

forest

No. of 
trees 

per ha.

Average 
diameter

Average 
height

Degree 
of crown 
density

Annual 
leaf-fall 
per Im2

I part meat 1

101
1 ° r in ’山弛L. | 

I
| cm in £

名古屋 小 坂 小 坂 29 ロ 35 58 934 檢山!lV.S. 人工林A. 18 3200 9 8 密 Closed 423

102 Nagoya ; Kosaka Kosaka 39 ロ 35 58 〃 934 中腹 M. NW " 〃 I 〃 〃 39 1400 17 15 適 Dense 141

103 •128 n 35 54〃 827 山徳 L. N 綏舒G. I 〃 〃 88 450 24 28 〃 〃 263

104 133イ 35 54〃 1000 〃 // NE 〃 1/ 〃 // // 28
1600 I

10 11 〃 〃 277

105 高 山 阿多野 1304 36 4〃 850 1 // // // 念混S. 〃 〃 〃 22 4000 10 75 〃 ff 70

Takayania Adano

106 下 呂 三 原 112n 35 45〃 650 峯 S. " 〃 〃 天然林N. 100 1200 38 28 〃 〃 381

107 Gero Sanbara 107イ 35 45〃 320 谷 L. w 綏斜G. 〃 人工林A. 38 1000 19 12 疎 Tliin 264

108 1124 35 45〃 650 巾腹 M. N 

w
〃 // 〃 〃 〃 37 1700 15 7 〃 〃 122

109 .. •103 35 45〃 720 // // /Z 〃 〃 〃 〃 34 1800 16 13 適 Dense 195

110 131 ロ 35 48〃 840 谷 L. N 

sw
〃 〃 〃, 〃 〃 20 2800 12 8 〃 〃 473

111 60 35 54〃 963 // // 〃 〃 〃 fZ 〃 21 1830 12 6 疎 Thin 391

112 141 35 46〃 970 // // E " 〃 〃 rf 〃 20 2800 14 7 適 Dense 271
113 太 hi 七 宗 22 ロ 35 36〃 480 S 〃 〃 〃 〃 〃 39 1613 14 11 u 〃 no

Ota Sitis6

114 英 濃 42 ロ 35 32〃 250 ヽV 〃 // IB 天然林N. 100 620 20 14 密 Closed
I

105
Mino

115 京 都 10 35 3// N 急斜S. I 〃 〃 26 5000 10 6 〃 〃 67
Ky6to

1

116 木 竹 演 訪 橫 川 68イ 35 〇// 1000 ; 中腹 M. NE 檢 MLV.S. 〃
!人工林A.
1 25 2803 6 6 疎 Thin 86

Kiso Suwa Yokogawa 1

117 皈 hi 伊 那 112 ロ 35 33〃 1000 // // NW
急斜 S. 〃 ! 〃 f/ 39 1603 18 13 適 Dense 588

lida Inn

118 奈良井 坊主 66 ロ 35 38〃 1000 E 檢虹V.S. 〃 (〃 〃 17 3390 6 4 密 Closed 194
Narai Bdzudake

119 王 湖 御 桥 1 35 48〃 1000 N 急靜S, IS ;天然林N. —. 625 38 25 〃 〃 239
Otiki Ontake

120 王 流 1374 35 45 // 1300 〃
緩斜G I 〃〃 •～ 579 42 27 〃 〃 ! 55

Otahi

121 上 松 小 川 194 35 44〃 1100 中股以下L. s 〃 N I ！ 〃 〃 220 700 46 25 適De也e 182
122 •Agemat(1 Ogawa 160 35 44〃 1100 中腹 M. E 平坦F I ’人!!林A 29 3000 12 9 〃 〃

182

235

167
123

1
野 ・尻 

Noziri
阿 寺

Adcra
199 35 40〃 920 中腹以下L. NE

急斜・ M 〃 ! 〃 〃 23 2140 10 8 〃 ff
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施地
番號

玄 局 H!强所

1

業 K

林相M贝
Coinpart-

J称度 海拔；;•: 位 從
何斛 
方向

Plot 
No.

Branch 
office

Forest - 
range

Working 
circle

merit 
and 

subcom-
'Latitude 

1
Altitud

Topa- 
e' graphical 

position

Ex­
posure

1
rnrtment

1】】
L.124 木 曾 三 殿 柿 ・共 17 3540N 930 山徳 sw

Kiso Midono Kakizore
w

125 妻 籠 ua 137 3532〃 1014 中腹 M.

Tumaga Araragi

126 m 立 1 3537〃1 634 // 〃 sw

Tadati

127 湯舟澤 湯舟潭 24 3530〃 820 中中以下L. wsw

Yubunezawa 1 Yubunezawa

128 林業は駿場 
Forest Exp.

刀、 仞； 45 ロ 3539〃 500 飛 S. SE

Sta. Kobotoke

サ ハ ラ

129 名古屋 付 知 裏木 tr | 85 3540 N 1100 一 一

Nagoya Tuketi Urakiso

130 川 上 22 3540〃 1050 中腹 M. s

Kawakami

ア カ マ ツ

131 束 京 野 邊 地 斗 南 120 4117N 50 中腹 M. s

TOkyd Nohezi Tonami

132 上 北 225イ 4052〃 40 〃 〃
〃 i

133 Kamikita 125 4 4048〃 40 〃 〃 W

134 1314 40 *49 〃 55 // // —

135 盛 岡 二 戶 62 ロ 4014〃 480 // // s

136 Morioka Ninohe 62 - 4014〃 480 // // 〃

137 岩 手 7 4010〃 400 — //

138 Iwate 60イ 4010〃 400 一 E

139 上 閉伊 266 3925〃 300 果 S. sw

140 }-. - Kamihei 36 3918 〃 300 ■ — —

141 - 前 橋 赤城 !II 198ハ 3634〃 1000 1 中腹 M. SE

Maebiisi Akagisan

142 子持山 14イ 3635〃 750 // // W

143 Komotiyama 23イ 3633// 370 〃 .. // SE

144 甲 府 相 川 12力 3542〃 665 i 中腹以上 SW i

145 Kohu Aikawa 34卜 3541〃 490 〃 NE |

146 7イ 3541〃 540 : 中腹 M. s i
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試驗地 
番號

!区割班 何羿
支 局 出强 所 平業 僅

林相况

1 Compart-
締及 fl,位 借 方向

Plot 
No.

Branch 
office

Forest­
range

1

"Working 
circle

；• mc〃t 
and

subacom-
Latitud

Topo- 
-Altituce grajjhieal 

position

]沁 
posure

r

11
partment

° / in
147 i東 京 甲 Jff 編 成外地 7 ノヽ 35-412< 580 中腹 8

148 Tokyo Kdhu 取 問 森 | 35 26 / 9C0 一 NF

149 1
Stiwanoniori 

1
；35 26 / 900 — ! 〃

150 名古屋 拼 川 小 20 n 34 43〃 86 弁 L.'SE

151 Nagaya Jvakegawa Ogasa 28 4 34 43〃 100 中腹以下L. 〃
152 25イ 34 43〃 130 〃 // ' NW

153 濱 松 引 佐 24 ロ 34 50〃 255 峯 S. NE

154 Hamarnatu Inasa ioイ 34 50〃 82 〃 〃 SW

155 91イ 34 50〃 55 !中腹 M. w

156 烈 橋 嘔 橋 40 34 46〃 80 一 NW

157 Toyohas)i Toyohasi 43 ロ 34 46〃 130 — SW

158 56 34 45〃 140 — //

159 寶

Hoi

飯 23 34 50〃 120 中腹 M. N

160 加 茂 48 ノ: 35 8〃 87, // NE

161 Kamo 35 4 35 9〃 186 // // SE

162 愛 知 編 成外 地 割假M班E 2a3ハ 35 24〃 100 W

163 Aiti 〃 〃 35 24〃 100 — 〃

164 /Z 〃 35 24〃 100 — //

165 太

Ota

美

Mino

濃 44イ 35 32〃 250 一 sw

166 京 都 近 装地 方 35 2〃 110 一 SE

167 KyOto 御 料 地 3 34 39 〃 85 — S

168 104 34 29〃 100 —

mJ
W

169 木 曾 諏 昉 入 笠 7 35 〇〃 1100 中腹 N

Kiso Suyva NyQgasa

170 飯

lida

田 伊

Ina

那 139 4 35 32 〃 900 峯 S. NAV

171 林業試駿場 兎 祖 山 23イ 35 20 り 200 — N

172 Forest Exp. Kinatasau 33ハ 35 20〃 200 — 一

173 Sta. 10 ロ 35 20〃 100 — K

174 9イ 35 20〃 130 — NW

175 Mお：25ハ 35 20〃 190 — S

176 〃 25〃 35 2〇// 180 — //

177 〃 25〃 35 2〇// 180 —- //

178 ! 小 佛
27イ 35 39〃 500 峯 S. NW

Kobotobe

冋n应 jZ位
尺然林 木 飾
人工朴(昭和8年、

术 败

JWリJ
平均直徑 平均樹高

鬱m度
年藩葉量 

Clあ富り)

Kind ヽ 現在ノ
No. of 
trees 

per ha.

Degree Annual

Cinulient
Site 

piality 1
1

of 
forest

Age
Average 
diameter

Average 
height

of crown 
density

leaf-fall 
per Im-

I 1 cm m g
•急料M. I 人工林A. 10 4020 4 4 密 Closed 304g

萩余+ G. 天然林N. 45 450 26 15 遮 Dense 126

f/ // //1 〃 〃 250 36 76 28 疎 Thin 115

〃〃 1
1

刃也虬j 
急浒I

r/

0 f/ 〃

40

11

740 21 14 〃 〃 253

3400 3 2 密 Closed 269
•綏混G. i

T 〃 〃 60 425 31 18 適 Dense 363

〃 " 〃 〃 // [ 2! 3650 10 7.5 〃 〃 265
" // Ill 人工林A. 26 4550 8 7 密 Closed 282
// // ' // 〃 // 27 2400 9 7.4 適 Dense 270

急斜・S. I 天然林N. 70 1600 21.9 14 疎 Thin ° 270

"// El 〃 〃 50 2866 6.8 3.4 〃 〃 169

綏靜G. I 人工妹A.
13 3450 5 3.7 適 Dense 135

急靜s. ni 天然林N. 40 3000 14 9 疎 Thin 439

綏斜G. k 〃 〃 10 6000 2 1.5 密 Closed 339
〃〃 n /Z 〃 50 800 30 12. 疎 Thin 146
急斛N. // /Z 〃 17 8000 2 2 密 Closed 275
/Z 〃 〃 // // 25 3000 10 10 適 Dense 242
// // // 〃 〃 60 300 30 14 疎 Thin 252
緩斜G. // // // 70 460 24 19 適 Dense 564

// // // " // 56 1200 30 13 〃 〃 161
急靜S. 〃 〃 〃 51 1300 24 13 /Z 〃 393
/Z 〃 I ！ 〃 〃 46 1000 30 18 〃 〃 277

〃〃 // !人二林A. 18 | 1200 9 7 191

綏余!■ G. ■ 天然林N. 33 3080 16 12 /Z 〃 332

"卜M. // ;人工林A. 17

1

4538 7 7 密 Closed 232
// // // 1 〃 21 1798 11 8 適 Dense 182
綏斜" G 〃 1 /X 〃 16 — 7 6 密 Closed 323
// M 〃 '/z 〃 20 1420 11 9 適 Dense 227
急斜M !/ //.〃 14 3025 8 6 蜜 Closed 303
/Z 〃 // 〃 〃 14 4538 7 6 〃 〃 293
// //

綏斜G

f/

〃

/Z 〃

天然林N

14

90

6050
! 2100

6

52 
I

6

23

・ 〃 "

適 Dense

370

226
—-
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は駿地 
番號

支 W［出我所

1

I罪業M
區割j/r 
林相功 
(Jonipart-

緯!& 海拔;:'5位 K
頻舟1 
方向［

Plot
No.

Branch 
office

Forest - 
range

Working 
circle

ment 
a?i(l 

Subcojn- 
partment

Toj>o-
Latituし〇 Altitut e graphical1 ♦position

Kx- 
fjosure

ク ロ マ ソ

179 名古屋 拼 川 小 笠 28イ

I ° ' m
34 432J 95 中腹 M. NW

180 Nagoya Kakegawa Ogasa 19ハ 34 43 ん 93 谷 •N

181 野 橋 豊 橋 84 34 44 力 150 — E

182 Toyoliasli Toyohasi 13 34 5〇// 200 中腹 M. NE

183 愛 知 編成外地 割班區］"］15 35 0〃 115 SE

184 Aiti 142 35 〇// 1 200
-

—

185 林業試験場 兎泪 山 23イ 35 2〇// I 180 一

186 Forest Exp. Kinafasan 30イ 35 20〃 i. 200 NJC

187 $ta. 10 ロ 35 -20 // 110

188 5 ロ 35 2〇// 150 W

189 11- 35 20〃 139 NB

ア ス ナ ロ

190 札 幌 江 建 上 ノ 國 4 41 37N 180 低 SE

191 Sapporo Esasi Kaminokuni 4 41 37// 180 〃 〃

192 92 41 36〃 309 〃 〕c

193 4 41 37〃 340 高 SE

.194 4 41 37〃 340 // 〃

195 92 41 36〃
1

400 // s

196 名古屋 小 坂 小 坂 11イ 35 58 //1 927 峯 S. 〃

Nagoya Kosaka Kosaka

力 うラ

1

マ ッ

197 束 京1 野邊地 上 北 176〇 40 50N 80 I 中腹 M. | SIS

Tdkyo Nohezi Kamikita

198 盛 岡 岩 手 6iハ 40 15〃 500 峯 S. E

Morioka Iwate 1
199 上閉伊 290 39 27 // 500 中腹 M. !

Kamibei

200 前 橋 赤城山 198 u 36 34〃 1045 〃 // ! S

J Maebasi Akagisan

201 稚 氷
Usui

47 二 36 24〃 700 /z 〃 j N

傾駐度J也位"K<然エ炊朴(林昭 和8年齢、 本 败
Ihn富り)

No. of 
trees 

per lia.

平・均直径

Average 
diameter

1
平均樹髙！徴閉度 年藩萊R 

即富り)

Annual 
leaf-fall 
per Im-

Gradient '

Pituis

Site 
quality '

Thunbergii

Kind 
of 

forest

Pari.

曳在丿！

Ag-1 Average 
height

-

Degree 
of crown 
density

綏科G. ! n 人工ホA. 13 3400
cm
4

m
3 密 Closed

320g

/Z 〃 〃 // " 40 980 18 16 適 Dense 409

〃 〃 ! 〃 " 〃 27 2650 10.3 6.5 ・〃 〃 811

•急狩s. 〃 〃 11 4000 3 2.6 〃 〃 214

〃 // 〃 " 〃 20 2750 8 7 〃 〃 489

权駐G. Bl 〃 !/ 10 3200 4 5 // // 114

急斜M. " 〃 17 4538 8 7 密 Closed 233

綏斜・ G. 〃 " 50 700 23 16 適 Dense 466

〃 M. 〃 〃 16 4100 6 6 密 Closed 430 .

怎:诳〃 〃 〃 48 460 .46 16 疎 Thin 240

綏科〃 〃 〃 " 48 940
40 1

15 " 〃 202

Thujopsis dolabrata Sieb. t Zucc.

綏斜G. I 天然林N. 80 2400 9 8 疎 Thin 309

〃 〃 〃 〃 〃 120 2400 20 11 適 Dense 776

急斜S. I 〃 〃 160 400 38 19 〃 〃 249

〃 // I 〃 〃 80 3400 10 10 微疎Thin 173

緩料G. // 〃 〃 120 1900 22 16 適 Dense 510

• /Z 〃 I ！ 〃 〃 160 600 46 17 f/ 〃 308

〃 〃 ][ t 1 " // 160 550 36 24 密 Closed 385
■

Larix Kaempheri Sarg.

綏斛G. I 人工林A 16 2260 8 7 適 Dense 331

〃 〃 〃 〃 // 21 2527 // 8 疎 Thin 254

f/ 〃 〃 〃 " 10 4633 7 適 Dense 435

〃 〃 〃 〃 〃 28 1000 16 14 〃 〃 52

〃 Z 〃 〃 Z 13 1400 10 2：13 疎 Thin 26
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試煥地 
番號

支 局 出眼所 'If-業 Wi
林 相 址rfF 
林相址 絳度 
Uoinpart-

海拔高 位
?•!：；'

!S 方向

Plot
No.

202
•

Branch 
oflicc

東 京

Forest­
range

沼 fit

Ntimazu

Working 
circle

1

富 士

Huzi

n)ent
and IzititudeAltitude

subcorn-
pnrtmcnt

° f in

214イ 35 18N 1459

Topo- Ex-
graphical Ex-graphical posure
position posure

1SE

-r-Senzu頭

氣

Jveta

ツ ガ

203

204

名古屋

Nagoya

氣 多

Keta

3イ

152イ

35 ION

35 08 〃

1180

635

'•率

川沿

取 N

〃

モ

1I N205 !名古屋

Nagoya

氣 III

Kcta •

!知 多

Keta

151 n 1 35 8 ?<1

1

635 (川沿1川沿

卜 ド マ ソ

206
207
208
209
210
211
212
213
214

札 幌

Sapporo

夕 3U

Ytibari

羽 幌

Haboro

角’ hl

Kakfida

羽 幌I

Ilaboro

23 

36 

23 

17 

17 

ロ
23 

23 

23

]43 〇？

43 〇〃

43 〇〃

44 23〃

44 23〃

44 23〃

44 23 〃

44 23〃

44 23〃

120

120

130

90

100

90 

290 

250 

250
!

低 

// 

〃 

〃 

// 

〃 

高

〃 
〃

ヽ、’

〃

SE 1

一

SW i
—

1 — 
ヽV

〃

ェ ゾ マ ッ

215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228

札 幌

Sapporo

苦小牧 

Tamakomai

富 JX 野 

Huraiio *

t 

弟子屈 

Tesikaga

苫小牧

Toniakomai

金 山

Ifaneyaina

Ad 斜路

Kuttyaro

301 

〃 

〃 

212

12 

〃 

〃 

67 

〃

〃 

36 

〃 

34 

〃

42 44N

42 44〃

42 44〃

42 45 〃

43 8 〃

43 8〃

43 8//

43 8〃

43 8〃

43 8//

43 30〃

43 30〃

43 30〃

43 30〃

240

240

240

240

320

320

320

490

490

490

200

300

140

200

低

〃

〃

山就 L.
〃 〃

中阪以下〃 

中腹 M.

〃 〃

罪 S.

低

..高 

低 

高

一

一 I
S
〃 i1

SE 1
NNE 1

N
NE 1
〃1

〃

〃

〃 !

<然狀,卡 帰> = 败
倾斛度 JLL位；［工・仆［(昭和8年、(.11崎リ) 平均直徑 平・均时高

鬱m度
年藩莖诋 

〔】n阳り)

Kind 代 现在)'
No. of 
trees 

per ha.(

Degree Annual

Gradient1*[ Site 
uality

of i 
forest

• 
Age Average 

diameter
Average 
height

of crown 
density

leaf-fall 
per Im2

I
人口林A. ! 20 ! | cm m R

不坦F. Bl

1

2100 8 6 適 Dense 120

Tsuga Sieboldii Carr.

•斜1LV.S. n |天然林 200 1500 1 241 18 密 Closed I 30

,急斛S. | 〃 〃 180 360 j 31 23
1
疎 Thin 29

Abies Crina Sieb. ot Zucc.

急斛S.］ BI !天然林N. ! 180 270 33 • 26 I 疎 Thin i 17

Abies sachalinerisi3 Mast.

綏靜G. I 天然林N. 1500 10 7.5 適 Dense 83
〃 〃 〃 〃 〃 1200 23 17.1 〃 〃 178
〃 〃 〃 〃 〃 800 36 17.7 n r/ 282・

急斜S. I 〃 〃 1400 14 13 微疎Thin 3?
綏斜G. 〃 〃 " 590 30.8 20 "〃 101
急斜s. 〃 〃 " 800 26 17 " 〃 85
平坦F. 〃 ,ff 〃 1203 15.5 11 〃〃 26
綏斜G. 〃 j 〃 〃 800 23 19 1 〃 〃 78

！ 〃 〃 〃 〃 " 400 44.5 23 疎〃 86

Picea jezoensisCarr.

平坦F. 1 I 天然林 63 1400 15 10 適 Dense 239
〃 // 〃 〃 〃 80 900

27 21 〃 〃 483
:ケ 〃 〃 〃 〃 170 500

45 22 423
〃 〃 〃 人工林A. 34 1600 11 7 〃 〃 207
綏余'+ M. I 天然林N.

! 〃 //
1 >*

43 133
14 9 疎 Thin 106

急斛s. 〃 102 90
34 13 適 Dense 54

殺斜G. 〃 '•z 〃 103 100 35 15 疎 Thin 132
| 〃 M
I急靜S

K

〃

1 /Z 〃

〃 〃

31

75

140

100
9

24

8

13

〃 〃 88

77
綏斜・ M 〃 〃 〃 79 150 25 11 微疎〃 102

〃 G 〃 〃 〃 130 600 49 23 1 適 Dense 74
〃 〃 〃 〃 〃 150 400

53 22 〃 〃 73

平JU F 〃 " 〃 60 800 23 12 〃 f/ 116

〃 〃 〃 〃 1 70 700 1 26 17 〃 f/ 84



97

四割班 倾符
試駿地

亥 R 出狼所 ・墊礦 林相丸 緯度!海拔髙 位・ 股 方向
號 Compart-

Plot Bninch Forest- Working me?t Latiiiidc’A】titi】dc
Topo­

graphical Ex-graphical posure
position posureNo. office range circle 1( su?bcn<om-

partment _ 1 

T カ エ /

1 ° ! m
229 札 幌 札 鳏 ！定山溪 241 42 502 545 低 S

230 Sapporo Sapporo ZyGzankci 241 42 50〃 545 // //

231 241 42 50〃 545 // //

232 ：16 43 〇〃 9〇〇 高 〃 i

233 16 43 〇〃 900 // W !

234 16 43 〇// 900 // .N

235 课 川 雨 葩 65 44 14〃 320 低 //

236 Ilukagawa UryG 65 44 14〃 320 // //

237 65 44 14〃 320 // 〃

238 81イ 44 13〃 540 •商 SW

239 81イ 44 13〃 540 // //

240 81イ 44 13〃 540 // //

ク リ

函 館 知 內 58イ 41 36 N 50 低 S
Hakodate 知 Siriuti內

58イ 41 36〃 50 // //

58イ 41 36〃 60 // //

262ル 41 35〃 70 // SE

245 東 京 盛・岡 二・ 戶 222 40 8〃 6C0 中腹 M. E
TOkyO Morioka Ninohe

246 上閉・•伊 20 39 15〃 440 // // //

247 Kamihei
469 39 23// 660 SE

248 248 39 25〃 540 — 〃 !

249 前 ・橋 赤城・山 35ハ 36 35〃 1000 中腹 M. W I
Maebasi Aka城gis・an山

250
子持.山 47 ロ 36 33// 600 // // E

251 Komotiyama
1

36 ロ 36 34〃 740 // // N '
1

252 名古屋 巾 津 惠 那 119ハ 35 2〇// 380 〃 //
NE丨

名Na古goy屋a 巾 Nakatu津 Eiia

253 木 仰 阪, 訪 入 笠 11ホ 35 〇〃 1330 〃 〃

1 
N

Kiso Suwa NyOgim

254 東 俣 18 二 36 〇// 1182 // "
SE 1

Iligasitnata \ 1

255 横 川 67イ 35 〇〃 1000 谷沿 L. SW
Yokokawa 1

頻斛座 J

Gradient

也位:’ミ然林 林 齢

ん工伴(昭和8年ヽ 
Kind ' 現在丿

木 败

.lh5 り)

No. of 
trees 

per n:i.
'1

平均直径平均樹咨鬱閉度
年落葉宣

Annual 
leaf-fall 
per Im-

Average
1 inmeter height

Degree 
of crown 
density

Site ! 
quality

of 
forest

Ago 1

1

Picea Glehnii Nnst・

急料s. 天然林N. 40 900
cm

11.8
m]

8.4 過疎Open
g

82

" 〃 〃 // // 100 900 24.4 14.8 疎 Thin 107

// // // /Z 〃 180 200 51.0 13.5 微疎〃 156

萩斛G. I /Z 〃 43 700 21 8.5 疎 〃 127

/Z 〃 f/ •/ // 103 500 27 12.8 f/ // 164

// " // 〃 〃 200 300 78 18.9 微疎〃 242

綏奈+ N. I 〃 // 23 700 15 11 適 Dense 74
// // // /Z 〃 91 500 32 16 〃 〃 173
〃 " 〃 " // 184 500 54 28 n 〃 182

急針S. 〃 " 〃 33 800 15 16 〃 〃 139

/Z 〃 〃 // " 113 600 38 22 〃 〃 184
// //

〃 1/Z 〃
205 300 61 27 〃 f/ 171

Castanea crenata Sieb. et Zucc.

綏料G. E 天然林N. 23 2800 9.3 9.4 適 Dense 50

/Z 〃 // " // 28 1400 14.9 11.8 〃 〃 48

/Z 〃 〃 // // 100 1000 17.0 12.5 t/ f/ 48

// // // 人工林A. 25 2700 12.3 11.3 
-

〃 // 38

/Z 〃 // 天然林N. 17 2000 15 7 疎 Thin 402

/Z 〃 // 人工林A. 13 4500 8 7 228

/Z 〃 天然林N. 30 230 16 15 /Z 〃 98

/Z 〃 〃 〃 // 50 233 40 15 過疎Open 238

/Z 〃 // 〃 〃 44 1100 18 12 適 Dense 170

不」!！ F. // // // 30 2000 15 14 密 Closed 494

般硏G. // // f/ 24 2000 15 12 適 Dense 403

怠;斜s. // 人工林A. 42 1280 18 10 f/ 〃 352

急斜 // 天然休N. 40 160 20 18 微疎Thin 96

怨斛 // 〃 〃 80 120 35 15 〃 f/ 189

跡] 1V.S // /Z 〃 65 159 25 18 密 Closed 48
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1 1縁lit 傾斛!

伏骁地 
番就

,支 局
ns張所 ・業M

陋割型 
1林相地 

Cornpart-
海拔i;•J位 IS

! To.

方向

Plot 
No.

JJranch 
affice

Forest­
range

Working 
circle

rnent 
and 

subconi- 
part rnent

Latitude

! To.)0-
Altitute graphical 

position

I：x- 
postire

傾斛度’"也位癸箜林,卡 隘 伯 敏
昭和8年、C lh:賦 U ) 平均直径 平均樹高

圈!?J度
年藩葉量 

C"當り)

Kind ヽ税花丿; No. of 
trees 

per ha.

Degree Annual
1 

Gradient Site 純| Age

quality〔

Average 
liameter

Average 
height

of crown 
density

leaf-fall 
per Im2

ケヤ

1 I 1 ° ノJ m 1
256 柬 京 前 橋 !赤城 山 i】87ホ (36 34?珂945 中腹 M. SE

257 TukyO Macbasi Akngi-an

258 子 推 山

Koinotiyania

259 :小 田 原 箱 根

Odawara Iliikone

260 天 城 h! 力

Amagi Takata

261 河 津 賀 茂

Kawazu Kamo

42ホ 36 35/'1100 !〃 〃 E

45ハ 1 36 34/| 915 ,洒孤 L. NE丨

〃 ! 
戚二)ロ1 35 15 〃,8731中腹 M.

46ハ1 35 6〃:430 -

161 34 48〃 450 !中腹 s

262 木 曾 諏 訪 束 俣

Kiso Suwa Higasiniata

5l ロ36 D〃1コ236〃ナ〃NW

263 札 幌 新 冠 新 冠 338イ 42 26 N 150 低 sw
264 Sapporo Niikappu Niikappu

265

266

267

268

292イ 42 27〃 160 〃 ESE

292 4 42 27〃 156 〃 SSE

281イ 42 28 " 156 〃 S

220イ 42 29〃 135 〃 〃

221イ 42 30〃 140 1! 〃 〃

269 東 京 宇都宮 那 須

TokyO Utimomiya Nasu

50イ 34 3〃 400 :中腹 M. SE
1

1
270 前 橋 赤城 山

Macbasi Akaglgan

271 子持山

Komotiyaina

272 碓 氷

Usui

71イ 36 34〃 9C0 〃 〃 〃

5- 36 36〃 750 山弛 L. w.

ハイ 36 23〃 640 :〃 〃 E

273 名古屋 豐 橋 賀 茂

Nagoya Toyohasi Kamo

39 35 9〃 156 谷 〃 N

Zelkowa serrata Maikno

|1 cm m1 g
綏料G. I 人工林A. 15 3000 5 4 適 Dense ' 79

// // 1 〃 天然林M 100 203 82 22 // // 154

;平坦 〃 〃 〃 40 1500 25 14 〃〃 41

/z 〃 〃 〃 〃 100 300 30 )8 疎 Tliin 48

怠:符M. I AX 林 A. 50 450 21 11 適 Dense 130

驗岫y.s. I 〃 〃 80 1500 18 13 密 Closed 329

綏斛N. 〃 天然林N. 100 60 50 18 過疎Open 216

Quorcus serrataThunb.

綏斜・ G. I 天然林N. 60 1500 20.3 13.6 微疎Thin 158

// 21 ・! 〃 〃 〃 70 ・600 37.5 20.7 "〃 224

〃 〃1 〃 〃 〃 100 500 49.2 19.6 疎〃 259

// G. 〃 〃 " 30 1690 15.8 13.4 適 Dense 170
急斛s・ 〃 〃 〃 < 35 800 17.1 12.1 〃 〃 223
平坦F- /7 〃 〃 120 500

43.2 23.0 微疎Thin 150

急斜吊• E 〃 〃 12 5500 5.2 5.1 適 Dense 377

綏就〃 〃< 〃 〃 33 3800 10 8 密 Closed 144

綏斜G 〃 〃 24 2600 12 10 適 Dense 434

平也F 〃 〃 〃 29 900 16.7 10 疎 Thin 322

綏料G. H 〃 " 40 400 28 15 〃 f/ 100
j______________



Sapporo Tesikaga Masyd 1

測陰地 
番號 支 局 出眼所 I W業K

割班 
林相以 

Com part-
緯度 海拔高 位 從

傾羿 
方向

傾斛座地位
天人然工林朴 林 灿 本 數

,昭和8年、 6%當リ)

加m ,.v年藩葉景
平均直径 平均期高 出関［と(项2當リ;

Plot
No.

Branch 
office

Forest­
range

Working 
circle

ment 
and 

subcorn­
part ment

Latitud
Topo 

/Xltitud3 grai>hi('al 
1 posit ion

Ex­
posure Gradient Site

quality
of 

forest

顷在丿

Age
I
1

No. of 
tree3 

per ha.

Average Average 
diameter height

Degiee 
of crown 
density

Annual 
leaf-fall 
per Im2

ク ヌ ギ
Querctis acutissima Carr.

° f in

n cm
8.8

m
10.2

274 束 京 宇都宮 那 須 45イ 37 3N 380 山据 L. SE
急斜S. 天然林 N. 20 2800 適 Dense

TokyO Utunorniya Nasu

ミ ・ゾナ ラ
Quercus crispula Blume

275 名古屋 愛 知 大杉谷 68イ 34 12N 1183 S. W
急斜S. 天然林N. 130 60 1 50 15.5 微疎Thin | 93

Nagoya Aiti Osigidani
1 1

ブ ナ Fngus crenata Blume

276 札 睨 江 ：& 储 106 - 41 39N 150 低 sw
緩斜 G. I 1天然林N. 80 1300 16 11 微疎Thin 283

277 Sapporo Esasi Tate 204 41 39〃 150 // SE 〃〃 // I〃 〃 120 1200 23 14 適Dense 317
278 130 41 40〃 150 // NW

〃〃 〃 〃 〃 180 500 33 16 〃〃 383
279 102 41 39〃 450 高 // 急斜 S. I 〃 // 80 1400 12 10 〃〃 188
280 -96 41 39〃 450 // f/ f/ 〃 〃 〃 .120 700 25 16 〃〃 329
281 97 41 39〃 450 // // 綏斜 G. 〃 f/ 〃 180 300 48 18 〃〃 301
282 名古屋 愛 知 大杉谷 68イ 34 12〃 1183 峯 S. w 急斛 S. 〃 〃 〃 130 30 70 16.5 微球Thin 169

Nogoya Aiti Osugidani 1

シ ラ カ パ Betula latifolia Kom・

283 札 幌 札 幌| 小椎內川 2 42 50N 127 低 NW 菽新G. 1 天然林N. 40 1300 13.9 13.2 過疎Open 208

284 Sapporo Sapporo Otiiruiiaigawa 2 42 50" 127 〃 // /Z 〃
// 〃 〃 40 1300 13.9 15.4 〃 〃 142

285 2 42 50〃 127 〃 // /Z 〃
// 〃 〃 48 1500 20.8 19.4 〃 〃 162

286 名 寄, 名 -寄 48イ 44 2〇// 140 // SE 〃 〃
〃 〃 22 1400 16 12 遮 Denso 163

287 Nayoro Nayoro 48イ 44 2〇// 140 // // 〃 〃 〃 // // 30 1300 20 14 〃 〃 143

288 48イ 44 2〇// 140 〃 // 〃 // 〃 〃 〃 120 507 39 20 疎 Thin 149

289 49イ 44 2〇// 260 -1iロTJ w 急斜S. 〃 〃 〃 20 1800 12 11 適 Dense 195

290 49イ 44 2〇// 260 〃 // 〃 !/ 〃 〃 〃 40 700 24 12 疏 Thin 167

291 1 49イ 44 2〇// 260 // // 〃 〃 〃 /Z 〃 120 800 36 17 "〃 138

ヤマ ナラ シ Populus Sieboldi Ni如

292 札 幌 弟子屈 摩 周 34イ 43 30N| 180 低 1 NE 平坦F. |天然林N・ 20 2500
1 8 ! 遮 Denso 129
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THE AMOUNT OF FALL AND DECOMPOSITION OF THE 

LEAF-LITTER OF THE FOREST TREES OF J*APAN.

By

Masataka Ohmasa

AND

Keiiti IMori

Resume:

The purpose of this paper is to present the results of some investigations of 
the decomposition of the leaf-littcr of the forest trees commonly found in tliis 
country. The amount of the annual leaf-fall of these trees and of some others is 
also reported here.

Various methods have been used in the past in the study of the decomposi­
tion of plant materials including forest-litter, and they have been usually carried 
〇lit in the laboratory under artificial conditions. In the present investigation, how­
ever, the leaf-litter was allowed to decompose in the open under three different 
environmental conditions, viz. on a denuded site, in a broad-leaved forest, and in

* A part of this investigation was reported at ths spring meeting of the Japanese Forestry 
Society, at Tokyo, April 8,1935.
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a coniferous forest, with the idea of ascertaining how the resultant of the biotic as 
well as of the climatic factors affects the nature and the rapidity of decomposition. 
For this purpose 630 flower-pots were taken and jilaccd in 3 groups of 210 pots 
each, in prepared trenches, in three different environments viz. :(a) in a nursery­
garden representing the denuded site, (b) in a broad-leaved forest of Qiiercus 
serrata, and (c) in a coniferous forest of Chani(ccyparis obtusa as shown in Figs. 1,2 
(p. 43) and 3 (p. 44). The flower-pots, (16 cm. in height, 16 cm. in diameter) were 
of ordinary earthenware, with a hole in the centre of the base. The leaf-litter 
used for the decomposition study included leaves of Qucrcus serrataof Castanea 
crcuata, of Zelkozua serrata, and needles of Cryptomcna japonic a, of ChavKvey- 
parts obtusa, of Pinus densiflora, and also a mixture (by weight) of 3 parts of 
leaves of Aimes pendiila and 7 parts of needles of Puius dcnsijlora. These leaves 
and needles had been collected from the surface of the ground soon after they had 
fallen. A layer of soil (1.7 kg. in weight) was first placed in each pot and above 
this a layer of 100 grams of leaf-litter. With regard to the soil in the pots, two 
different kinds were used； one (Soil A) the rather strongly acid subsurface-soil 
which is poor in humus, and the other (Soil B) the slightly acid surface-soil rich 
in humus. Some of the physical and chemical properties of the soil are as

follows :—

Mechanical composition Acidity

sand sand Silt Clay Active 
acidity

Exchange 
acidity

% % % % 力H yi

Soil A.... • • 10.57 28.70 15.15 45.58 4.87 31.45

Soil B... ,,・ 11.02 14.52 18.33 56.13 6.37 0.30

Humus 

% 
2.18 

9-47

The trenches, in which the pots were placed, were so constructed that excess 
of moisture should not remain in the pots, even after heavy rain, and every 
possible method of drainage was employed. The trenches, which were square in 
shape vzith sides of 3.5 metres were dug to a depth of 30 centimetres, on slightly 
inclined slopes. They were partially filled with a layer of round pebbles on which 
the pots were placed, the level of the surface of the soil in the pots being the 
same as that of the ground surrounding the trench. The spaces between the pots 
were filled with soil up to the level of the surrounding ground, and in the case of 
the two forest tests, a thin covering of pebbles was laid on the top of the soil 
round the pots, and in the case of the nursery-garden test, grass was grown on

the soil round the pots. This was done in order to protect the pots from particles 
of soil from the surrounding ground being beaten in by rain. A hole measuring 

i nictre in diameter and 1 metre in depth, was dug at one of the corners of the 
lower end of the trench. After the leaf-litter was placed in the pots, they were 

covered with wire-netting for protection from the wind. Decomposition was allowed 
to proceed for 2 years, without disturbing the material, and the process of the 
decomposition has been followed by determining the disappearance of the total 

organic matter, as well as of their important constituents. The complete analysis 
of the material has been made by the method rcconimcnded by S. A. Waksman 
and K. R. Stevens (Ind. Eng. Chem. Anal. Ed., 2 : 167) modified in some respects 
for the purpose of simplifying the manipulation.

1 he total reduction in the bulk of the organic matter is given in Table 1 
(p. 48), which indicates that the leaf-litter investigated decomposed in the period

2 years in the following order, that which decomposed most readily being 
mentioned first:一

(1 ) Castanea crcnata, Quercus serrata. (2) Zelkowa serrata.
(3 ) Pmiis dcnsijlora. (4) Cryptomeria japonica.

According to the results obtained by the similar investigation which is given 
in Table 2 (p. 49), the rate of the decomposition of the needles of Chaniacyparts 

is about the same as that of the needles of Pinus dcnsijlora. Tables I 
and 2 also suggest that the more readily available substances decomposed almost 
completely within the first year, and that the substances that are less readily 
available decomposed very slowly. These focts can also be seen in Tables 5 (p. 
57) and 6 (p. 62). Table 5 indicates the proximate composition of the leaf­
litter under investigation at different stages of decomposition, and Table 6 shows 
the amount of total decomposition that the various organic constituents have under­

gone, as shown by the concentration of the various groups left at the different 
periods of decomposition.

The results of the proximate analysis of the material given in Table 3 (p. 50) 
indicate that the ethcr-and alcohol-soluble substances of the conifers arc higher 
than those of the deciduous trees, whereas the nitrogen contents of the former 
trees are lower than those of the latter. Although E. Melin (Ecology, 1930, 
11 ： 72)has stated that the primary factor causing the differences in the rate of 
decomposition between leaves of different species seems to vary from case to case, 
these facts mentioned in the preceding paragraph as well as the wider C: N ratio
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of the needles (see Tabic 5) may account fbr their rather slow decomposition. 
The slower disappearance of the Zelkozua leaves, as compared with those of other 
deciduous trees, may be caused by their extremely high content of silica (see 
Table 3).

Attention should be called to the nitrogen contents of the needles, the absolute 
value of which increased after 1 year of decomposition, as shown in Table 6. 
This is propably because of their low content of nitrogen. It is also worthy to 
note that the lignin in the needles was found to be more resistant to dccomposi- 
tion than the lignin in the broad leaves.

So far as this investigation is concerned, no consistent difference was found in 
the nature of the decomposition of the litter placed in the different sites. As 
regards the influence of the environmental conditions, Table 4 (p. 55)shows that 
the leaves of the deciduous trees had, as would be expected, the tendency to be 
slowest in dccomosing in the forest-surroundings of Chai)icecypa)is obtusa. In the 
case of the needles of the coniferous trees, however, this was not the case, for 
those which were placed on the acid subsurfaice-soil had the tendency to be 
slowest in decomposing in the denuded site.

In the present investigation no appreciable differences in the influence of the 
soil in the pots upon the decomposition process could be seen. This is probably 
due to the fact that the leaf-litter was not mixed with the soil.

As shown in Table 7 (p. 70), the acidity of the upper portion of the layer 
of soil under the litter (to a depth of 3 cm.) in the pots seems to be neutralized 
to some extent as a result of the decomposition of the litter. I lowcvcr, the pine 
needles scarcely affected the reaction of the soil. Similar results were observed by 
the senior writer in the experiment made in connection with this study.

The amounts of the annual fall of leaf-litter arc given in Table 12 (p. 78). 
There is considerable variation in the amount of fall from plot to plot in the same 
year, as shown in Table 12, and on the same plot fi-om year to year as indicated 
in Table 9 (p. 74), depending either on the fertility of the soil, or on the nature 
of the trees and of the climate. The average fall of litter from some important 
trees in 12 months is given in Table 8 (p. 72).

The monthly distribution of the fall of needles of Cryptomcria japonica, Cliamcn- 
しyparts obtusa and Pinus densiflora, is given in Table 10 (p. 74),from which it is 
evident that the amount of leaf-litter that falls from September to March is 3 —16 
times as great as that which falls during the remainder of the year ； this fact

should be contrasted with the result reported by J. Briicl (Dansk Skovfbrcnings 
Tidsskr..1934, 2 : 66 Ref. Diol. Abst., 1935, 9:172) on the needle-fall from a 
16-ycar-old Norway spruce, where it is shown that the heaviest fall takes place 
from March to July.

Taking into consideration the analytical data reported by S. Moriya (Bull. 
Imp. Forestry Exp. Sta., Japan, 1913, 10:153), the following concentration, in 
kilograms per hectare, of the important mineral constituents isestimated to be 
yearly carried down to theground with the litter.

Cryptomcria japonica
Ash

232.4
KoO 
13•〇

CaO 
114-3

MgO
19.4

1%〇5 
9-8

S03
3.1

N 
37-0

Pinus dcnsiflora 52.0 〇つ-へ〇 20.9 47 4・i i・3 22.2
Pinus Thunbergii 81.3 4-4 31.0 6.1 6.2 2.0 30.5
Qucrcus scrrata 160.1 6.9 42.3 97 3-i 2 〇 22.0




